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「開かい闢びやくの乙女おとめよ。今こそ誓せい約やくの刻とき──覚かく醒せいせよ！」




　オレが恥はずかしさをこらえながら朗々と声を張り上げると、頑かたくななまでに閉とざされていた少女の両の瞳ひとみがパチリと大きく見開かれた。

「……聞こえる……運命の鐘かねの音が……」

「目覚ましは三十分前から鳴りっぱなしだ！　あと五分したら家を出るからな」

　目の前に時計をつきつけると、朔さくの人形めいた顔がわずかに引きつり、華きや奢しやな体がばさりと布ふ団とんをはねのけた。

「四十秒で支し度たくするわ」

「待て、着き替がえるのはオレが部屋を出てからにしろ！」

　慌あわてて顔を背そむけたオレの視界の隅すみに、黒のネグリジェが勢いよく脱ぬぎ捨てられる。

「装備完かん了りよう」

　振ふり返ると、真新しいセーラー服に早着替えした朔が、窓から差し込む朝の光を浴びながら、上体をひねり、両手を交差させた謎なぞの決めポーズをとっていた。

　寝ね起おきのはずなのに、絡からまることなくサラサラと背中に流れる長い黒くろ髪かみ。

　新雪のような白い肌はだ、長いまつ毛に縁ふちどられた澄すんだ双そう眸ぼう、通った鼻び梁りよう、瑞みず々みずしい赤い唇くちびる……。

　我が双ふた子ごの姉、最も上がみ朔は、身内のひいき目抜ぬきで、外見だけならどこか神秘性さえ漂ただよわせるクール系美少女なのだが。

「ハッ、左手の包帯がほどけかかってる……!?」

「巻き直してる暇ひまはないぞ。輪ゴムで留めとけ」

「笑しよう止し！　魔ま王おうゾディアークの封ふう印いんが輪ゴムで抑おさえきれるわけないでしょう!?」

　残念なことに、コテコテの厨ちゆう二に病（重度）を患わずらっていた。




　念のため補足しておくと、厨二病とはアニメやゲームなどのフィクションの世界に没ぼつ頭とうしすぎて、自分もその中の登場人物のように不思議な力や宿命を持っていると思い込んでいる状態のことである。タイプや諸説は色々あるけど、朔はそんな感じ。

　自分は過去に世界を救った月の女め神がみの生まれ変わりだとか、左手には魔王が封印されてるとかファンタジーな設定を作って、本人的にはすごくカッコいいと思っている台詞せりふめいた話し方や、不自然な動作をしては悦えつに入いっている。小学校の高学年くらいから発はつ症しようして、もう高校生になるというのに未いまだに治る気配がなかった。

　そしてオレ、最上壱いつ星せいはそんな姉に呆あきれつつも、いつしかすっかり調教され、恥ずかしい言動に付き合わされる日々を余よ儀ぎなくされている。

　生まれた時から一いつ緒しよだからか、オレが付いててやらなきゃって義務感みたいなのもあるけど、なんか朔には逆らえないんだよな……。







「壱星、いいわ。待たせたわね」

　リビングダイニングで飲みかけだったコーヒーに口をつけていると、ほどなくして、水洗顔と高速歯は磨みがきを終えた朔がすまし顔で現れた。

　ちなみに包帯はマスキングテープで仮留めしたようだ。マステなら抑えられるのか、魔王。

「いつもながら準備早いな」

「戦場ではコンマ一秒の遅おくれが命取り……身に付けざるを得なかったスキルなのよ」

　淡たん々たんと、しかしどこかドヤりながらそんなことを言う朔。

　何が戦場だ、ギリギリまで寝ていたいという欲望が生み出したスキルだろ。

　もたもたされるよりは有あり難がたいけど、朝の身み支じ度たくが五分ってそれでいいのか、ＪＫ……。

「お腹なかすくし、一個だけ食べてけよ」

「ひょーはい（了りよう解かい）」

　オレが渡わたしたおにぎりを頬ほお張ばりながら頷うなずいた朔だけど、直後、大きな瞳を見張ると、口をモグモグさせたまま二階へと階段を上がっていく。なんだ、忘れ物か？




「朔、もう出るぞー」

「今行く……！」

　ドタバタと階段を下りてきた朔は、玄げん関かんで靴くつを履はいていたオレに、「これを」と一冊の本を差し出した。

『ギャグ魂だま！　イッカク君』……オレのお気に入りのギャグ漫まん画がだ。

「星の導きで今日の運勢が最悪だと啓けい示じされたのは双そう児じ宮きゆう……その護符アミユレツトとなるものが『愛読書』だったの。身に着けておいて損はないわ」

　そういえば、さっきテレビで『おはよう星ほし占うらない』が流れてたっけ。

　全然気にしてなかったけど、どうやらオレたちの双子座が最下位で、ラッキーアイテムが『愛読書』だったらしい。朔って、星占いめっちゃ好きだし、気にするんだよな……。

　断るのも面めん倒どうだし、「さんきゅ」と受け取って、漫画を鞄かばんに入れる。

　二人とも外に出ると、ドアに鍵かぎをかけた。

　車庫の奥から出したそれぞれの自転車にまたがって、よし行くぞ、とペダルに足を掛かけたところで「壱星」と動どう揺ようが滲にじむ声で呼ばれた。

「私のブラックドラゴン……翼つばさが折れてるわ……」

　朔は自転車のことをブラックドラゴンだと妄もう想そうしている。でも翼……？　と首を傾かしげながらよく見ると、前輪のタイヤがぺしゃんこになっていた。

「パンクしてるのか!?　でも今からバスじゃ間に合わないし……仕方ない、乗れ！」







　二人乗り、ほんとはダメなことは知ってるけど、背に腹は替かえられない。

　さすがに高校入学初日から遅ち刻こくするわけにはいかないからな。

　後ろの荷台に朔を座らせて、全力で自転車を漕こいでいった。

「『おはよう星占い』も……侮あなどれないな……！」

「壱星、もう息が上がってるの？　鍛たん錬れんが足りないわね」

「ここで降りるか、朔……？」

　学ランの下のシャツがじんわりと汗あせに湿しめるのを感じつつ坂道を越こえて、しばらくすると、桜並木の通りに入った。

　晴天に満開のピンクが映はえて、目にも鮮あざやか。

　不意に、ビュウッと強い風が吹ふいて、舞まい散る花弁があたりを包みこむ。

「綺き麗れい……」

　オレの腰こしに両りよう腕うでを回した朔が、吐と息いき交じりに囁ささやく。

「桃とう源げん郷きように迷い込んだかしら」

「桜だけどな」

　この桜さくら吹雪ふぶきのトンネルを抜けたら異世界に繋つながっているんじゃないか……とか。

　そんな朔みたいな妄想をうっかりしてしまいそうなほど幻げん想そう的な風景だったけど、生あい憎にくゆっくり見み惚とれてる余よ裕ゆうはなかった。

　交通量は少なめだけど、車道の端はしを走っているので気を遣つかう。

　何より遅刻するかどうかの瀬せ戸と際ぎわだ。

　前の信号は青。よし、このままスピードを落とさず突つっ切ろう……そう思って、グイグイとペダルを漕いだ直後。

　目の前にひょいっと子こ猫ねこが飛び出してきて、慌ててブレーキをかけると同時に大きくハンドルを傾かたむけた。猫は避よけた、けど……っ！

「……!?」

「……痛つっ、悪い朔、大だい丈じよう──」

　車体ごと勢いよく転てん倒とうしてしまい、焦あせって顔を上げたすぐそこに。

　キキーッとタイヤの軋きしむ音とともに、迫せまりくる乗用車。

　しまった、車道側に……！

　逃にげる暇も考える暇もなく、とっさにそばで倒たおれていた朔を抱だき締しめる。




　ドン、と大きな衝しよう撃げきを受けて、全すべてが暗転した。




　　　　[image: くぎり]




　次に意識が戻もどった時、真っ先に視界に飛び込んできたのは、両手を広げて天を仰あおぐ、なぜか銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんになった朔の姿。

　服装もセーラー服じゃなくて、クラシックな雰ふん囲い気きのワンピースだ。

　腰には剣けんのようなものまで帯びている。

　ん？　コスプレ？　どういう状じよう況きよう……？

　まるで無実の罪で何十年も閉じ込められていた牢ろう屋やからついに脱だつ獄ごくした、有名な映画の主人公みたいなポーズで。

　朔は興奮に頬を染めながら、万ばん感かんの想おもいを込めるように、言葉を漏もらした。




「還かえって……きたのね……！」




　……？？？？？？
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「朔……だよな？　その髪かみと目は……てかここ、どこだ!?」

　周囲を見回すと、緑の芝しば生ふにところどころに野花が咲さいた、のどかな丘おかの上みたいな場所にいる。

　オレ、車に轢ひかれたんじゃなかったっけ？　てっきり大おお怪け我がしたと思ったけど、体のどこも痛くないし……。

「あら、壱星。貴方あなたも目覚めたのね」

　オレの呼びかけに、朔は上じよう機き嫌げんの微笑ほほえみを返すと、手を差し伸のべる。

「おそらくここは『天てん馬まの丘』……ほら、『ルクシアの町』が一望できるわ」

　何が何だかわからないままその手をつかんで立ち上がり、朔に促うながされるまま、見下ろした先には。

　オレンジの三角屋根に白い壁かべを持つ石の家が集まった、風ふう光こう明めい媚びなヨーロッパの町並み、みたいな光景が広がっていた。




「ようこそ、アスラグ世界へ」




　……アスラグ？

「ってさっぱり意味不明なんだが!?　オレたち交通事故に遭あったんだよな？　それが気が付いたらこんな明らかに日本じゃない場所にいて…………んん？」

　話しながら、ふと一つの可能性を思いつく。

「この状況、もしかして、アニメやラノベでよく見るアレ……『異世界転生』ってやつ？」

　そんなまさか、と信じられない気持ちだったけど、「そうよ」と力強く肯こう定ていされた。

「そして異世界は異世界でも、ここは私が前世で生しよう涯がいを過ごした土地！　壱星にも読ませたことがあるはずよ。私が書き記した前世の記き憶おく……『アスタリスク・ラグナロク─救星乙女おとめ運命録─』、通つう称しようアスラグ。貴方はすぐに青ざめて表紙を閉じてしまったけれど……」

『アスタリスク・ラグナロク』……？

　……あー、そういえば、中二の時、朔がノートに小説みたいなの書いてたけど、あれがそんなタイトルだった気がする。

　主人公の名前が『朔』で、なんかカタカナのミドルネームやファミリーネームがついてて、運命の神み子こだの圧あつ倒とう的剣才だの魔ま王おうを倒す宿命だのと長いモノローグから始まってて、もうそれだけでオレは死にそうになって一ページでギブアップしたんだ。
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「魂たましいの近い双ふた子ごゆえ、私の凄せい惨さんな記憶にシンクロして精神に多大なダメージを受けることを無意識に忌き避ひしたのでしょうね……」

「ああ、あのまま読んでたら到とう底ていまともな精神状態は保てなかったな」

「あれから何度頼たのんでも、貴方はあの書に触ふれようとさえしなかったわ……」

「そりゃ肉親の書いたガチ厨ちゆう二に小説なんて読んでられるか！　拷ごう問もん以外の何物でもないっつーの！　──って待て。ここがアスラグ世界って……なんでそうなるんだよ!?」

「この丘もルクシアの町も、私が思い描えがいた──もとい記憶に蘇よみがえった景色そのものだし、私と貴方のこの容姿も、まさしく前世の『朔＝エクリプス＝ミッドナイト』と『壱星＝ジェミニ＝ミッドナイト』そのままだからよ」

「出た、カタカナネーミング！　そしてオレも登場キャラだったの!?」

　知らん間に黒歴史に巻き込まれていたとは……。

「オレの見た目も変わってるわけ？」

「ええ、顔や体格はそのままだけど、私と同じ銀髪碧眼にね」

　マジか……そのうち髪染めてみたいとは思ってたけど、いきなり銀髪はハードルが高い──ってとぼけてる場合じゃなくて。

　つまり、なんだ？　何かの拍ひよう子しにアニメやゲームの世界に転生するって話は聞いたことあったけど、オレが異世界転生した先はよりにもよって。




　厨二の姉が創作した、姉が主役の厨二物語世界……ってことか！！？？




「……………………しんどい」

「急な事態に混乱するのもわかるけど、これは夢ゆめ幻まぼろしではなく、厳然たる現実よ」

「……………………いや無理」

「語ご彙い力失なくしたオタクみたいになってるわ、壱星」

「いきなり事故で死んだらしいとか異世界転生とかいうだけでもショックでかいのに、こんなん受け止めきれねーよ！　完全にキャパオーバー！」

「大だい丈じよう夫ぶ、貴方の適応力は常人のそれとは比ひ較かくにならないもの。すぐにこの世界にも慣れる……貴方のことを誰だれより知っている、この私が保証するわ」

　やけに頼もしく言い切る朔。いや、おまえこそこの状況に即そく座ざに馴な染じみ過ぎだから！

　もう少し動どう揺ようしろよ、異常事態だぞ!?

「──あっ、なんだこれ、手に何か埋うまってる。キモッ」

　ふと、自分の右手の甲こうに、黄色の宝石みたいなのが埋め込まれていることに気付いてギョッとした。よく見ると、ローマ数字のⅡみたいなマークが刻まれている。

　石自体はすごく綺き麗れいだけど……。

「それは『双そう児じ聖』の『風ふう聖せい石せき』。あなたが選ばれし『十二聖』の一人である証あかし──」

　そこで、朔がハッとしたように右手を耳に添そえ、左手の人差し指を唇くちびるに当てる。

　なんだ？　とオレも耳を澄すますと、小さく、馬の嘶いななきのようなものが鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「その件はまた、順を追って話すわ。今はこっち」

　そう言うと、いつになく瞳ひとみを輝かがやかせて、ダッと駆かけ出す朔。

　あーもう、何が何だかわかんないけど、追いかけるしかないか！




「アスラグの物語は、ミッドナイト伯はく爵しやく家の双子が天馬の丘で目覚めるシーンから始まるの。薬草を摘つみにきて、休きゆう憩けいがてら日向ひなたぼっこをしているうちに眠ねむってしまったのね」

　走りながら、朔があらすじを話し出す。

　あの妄もう想そうノートの冒ぼう頭とうは世界観を説明するクソ長いモノローグだった記憶があるが、そこを越こえたら、ってことか。

「この世界でも、オレと朔は双子……？」

「勿もち論ろん。──他愛たわいもない会話を交かわしていたら、馬の嘶きが聞こえてくる。私はそれに不思議なＳＯＳを感じ、壱星とともに森へ向かうと、ペガサスの子どもが魔ま物ものに襲おそわれているの。助けてやったら、ペガサスは私に懐なついて、秘密の場所へと連れて行ってくれるのよ……」

　なるほど、さっきの鳴き声はペガサスのもので、もうシナリオが始まってるってわけか──って一応筋は通ってるけど、気持ち的には全然ついていけない。

　なんだよ、朔の作った世界に転生って！　ありえん！

　これは夢だ、夢を見てるに違ちがいない……って思ったけど、頬ほおをつねったら痛みはあるし、大地を踏ふみしめる感かん触しよくも、肌はだに吹ふき付ける風も、ドクンドクンとペースを上げていく鼓こ動どうも……五感に訴うつたえる情報全すべてが、夢にしてはリアルすぎる。

　えー、オレ、本当に異世界転生したの？　嘘うそだろ？　嘘と言ってくれ。

　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって異世界転生を現実だと受け入れるとしても、ここが朔が作った物語の中なんて、そんな馬ば鹿かなことある!?

　……しかし、五十メートルを十秒で走る運動音おん痴ちのはずの朔が、今日はやけに足が速い。とりあえず髪かみと目の色だけでなく、能力も変化してるっぽいな……。







「そろそろ……の、はず……」

　連れてこられたのはさっきの場所からそう離はなれていない森の中だったが、朔はゼエゼエと息を乱していた。どうやら体力は変わらず底辺のままらしい。

「鍛たん錬れんが足りないのはどっちだよ」

「五う月る蠅さい。あっ、いたわ……！」

　木々の間から最初に見えたのは、背中に翼つばさの生えた小さな真っ白い馬……

　すげー、ペガサスだ！

　朔の言う通り、ちゃんとペガサスがいたってことは、本当にここ、朔の作った『アスラグ』の世界なのか……!?

　直後、仔こペガサスが、奇き怪かいな生物に囲まれていることに気付く。あっ、これが魔物か！

　パッと見、紫むらさき色いろのカマキリ。両手の鎌かまと全身のシルエットはまんまカマキリ。

　ただ、体長が二メートルくらいあって、顔に目玉っぽいのが五つある。

　それが三匹びき集まって、ギリギリ……と耳みみ障ざわりな鳴き声をあげながら、仔ペガサスを追い詰つめていた。

「あの子は私が護まもるわ……月げつ華か流りゆう水すい剣けん！」

　そんな技わざ名めいだか流派だかを叫さけぶや否いなや、朔が飛び出していったので、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　マジであんな化け物と戦うつもりか!?

「バカ、無む茶ちやはよせ──」

　止める間もなく、朔はもう一番そばにいたお化けカマキリ（仮）に接近していて、向こうも朔に気付いて、大鎌を振ふり上げる。

　やられる──とゾッとした刹せつ那な。

「ひょーん！」

　朔が腰こしに佩はいていた剣を瞬しゆん息そくで抜き放ち、斬ざんっ、とお化けカマキリを腰のところで上下に切断した。

　かと思うと、今度はひらりと高くジャンプをし、

「ひょん！」

　二匹ひき目めを脳天から真っ二つ。

　そういえば『圧倒的剣けん才さい』の持ち主なんだっけ。すげー！　でも……

「ひょーん！」




　掛かけ声が変!!




　瞬またたく間に三匹の魔物を駆く逐ちくした朔は、すちゃっと剣を鞘さやに納めると──

「何!?　何なの、この声!?　なんでこんな腑ふ抜ぬけた音が出るの……!?」

　絶望した顔で頭を抱かかえた。

「そういう設定は作ってなかったのか？」

「作るわけないでしょ！　完全にイレギュラーよ！」

　どうやら本人にも不本意な発声だったらしい。まあ、シンプルに変だしな。

　せっかく息をのむほど流りゆう麗れいな剣術なのに、これでは癖くせが強すぎて笑ってしまう。ぷぷぷ。

　それにしても、ファンタジー世界に来たからって、いきなり剣を握にぎってあんな化け物に斬きりかかっていけるか？

　たとえこれがシナリオで確定された勝利だとしても、もっと躊躇ためらうのが自然な反応だろう。

　やっぱこいつ、ぶっ飛んでる……と、オレが朔のヤバさを再さい認にん識しきしていたら。

　ガクリと膝ひざを折って「いったいなんの呪のろい……？」と落ち込んでいた朔の頬を、仔ペガサスがペロリと舐なめた。




「慰なぐさめてくれるの……？」

　ふっと頬をほころばせた朔だけど、立て続けに仔ペガサスが「ハアハアハアハア……」と目をハートマークにして迫せまってきて、「ま、待ちなさい！　待て待て！」と狼ろう狽ばいする。

「ヒヒーン、ヒッヒーン、ハアハアハアハア」

「お、落ち着け、どうどう!?」

　押し倒たおされそうな勢いだったので、オレも横から押さえ込んだところ、仔ペガサスの額に小さな角のような膨ふくらみがあることに気付いた。

「朔、こいつ、ユニコーン混ざってねえ？」

「なん……ですって!?　ユニコーンといえば有名な処女厨ちゆうじゃない！」

「言い方！」

　だが確かにユニコーンは、普ふ段だんは獰どう猛もうだけど穢けがれなき乙女おとめには懐いて服従する、ただしその乙女が処女じゃないと知るや激げき怒どして乙女も殺してしまうというトンデモ性質があるらしい。

　だから朔を異常に気に入ってるのか？　まだ子どものくせに早熟というかなんというか。

「私の記き憶おくでは助けるのはペガサスだったわ！　なんでユニコーンが……」

「ハアハアハアハア、ヒッヒヒーン、ヒヒーン……」

「興奮しすぎだろ、こいつ！　こら、おとなしくしろ！」

　ユニコーンが混ざったペガサス、言うなればペガコーンは、バサバサッと羽をバタつかせて「ブルルルル！」と苛いら立だたし気にオレを振り返った。

　かと思えば、一いつ拍ぱく動きを止めて。

　ハアハアハアハア、と今度はオレの方へ寄ってくる。

「うわっ、なんでオレまで!?」

「少年もイケる口だったみたいね……ロリコン・ショタコン・ペガコーン」

「最低な韻いんを踏むな！　どうすんだよ、こいつ！」

「ユニコーンは処女の懐ふところに抱だかれるとおとなしくなるっていうけれど触ふれたくない……ええい、煩ぼん悩のう退散！」

　朔が鞘に入った剣で仔ペガコーンの角をパコーンと打ちすえる。

　ひるんだところをすかさずオレがヘッドロックして、どうどう、となだめると、ようやく落ち着いた。神秘性も何もあったもんじゃないな。




「ブルルル……」

　仔ペガコーンは翼としっぽを振ると、こっちだ、と言うように時々オレたちを振り返りながら、歩き始める。

　後をついていくと、少しずつ森に霧きりがかかり始めた。

「魔ま法ほうの霧よ。ペガサスの先導がなければ行けない場所に向かっているから、見失わないように」

　どんどん濃こくなっていく霧に不安になったが、やがて急に晴れたと思ったら、一気に視界が広がって、目の前に湖が現れた。

「なんかこの辺、空気が違うな……」

　自然の中だからもともと綺き麗れいだと思ったけど、更さらに澄すんでるっていうか……水の透とう明めい感かんも半はん端ぱない。すごく静せい謐ひつで神聖な空間って感じ。

　空を溶とかし込んだような澄んだ青をたたえる湖を、畔ほとりからのぞき込むと、よく実じつ年ねん齢れいより幼くみられるオレの顔が水鏡に映った。

　うわー、本当に銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんになってる……すげーイメチェン。

　でも意外と似合ってるかも？

　水をすくうと、ひやりと程ほどよい冷たさ。……やっぱり、夢じゃなさそうだな……。

「この世界は、千年前に魔王ゾディアークによって滅めつ亡ぼうの危機にあった。絶望のふちで魔王に立ち向かい世界を救ったのが、一人の慈じ悲ひ深ぶかくも苛か烈れつな美しい月の女め神がみと、十二星座の加護を得た『十二聖』と呼ばれる選ばれし者たちだった……アスラグの民たみなら誰だれでも知っている、〈アスタリスク・ラグナロク〉と称しようされる伝説よ」

　朔が仔ペガコーンの首を撫なでると、角を持つ天馬は「ヒヒーン」とひときわ大きく嘶いなないた。

　同時に、湖の中央がポワンと輝かがやき始める。なんだなんだ？

「月の女神は、星魔法『終焉の日ラグナロク』を行使して魔王を封ふう印いんしたの。そして、その究極魔法発動の鍵かぎとなったのが、神剣『セレスティア』。戦せん闘とう後、力を失ったセレスティアは、ひっそりとある場所に保管された……」

「もしかして、それがこの湖？」

「そういうことね」

　頷うなずくと、朔はブーツのまま、ジャボッと湖の中に足を踏ふみ出す。

　次の瞬間、湖の水がザアアッと朔を中心に左右に真っ二つに割れた。

　うおおお、モーゼの出エジプト!?　これは熱い。

　湖の底の中央には、一ひと振ふりの剣が刺ささっていた。

「……！　……！　……！」

　朔は無言で顔を伏ふせ、グッと両の拳こぶしを握りながらしばし感極きわまったように震ふるえていたが。

　やがてふうっと息を吐はき出すと、なんでもないという様子で「行きましょう」と神剣へと続く湖底への道を歩き出す。

　こいつ、表情はいつもほとんど動かないけど、感情はわかりやすいんだよな。

　今も頬ほおは赤いし目はキラキラしてるし、冷静ぶっても興奮してるのがバレバレだ。




　水深は一番深いところで俺たちの身長の二倍くらい。

　割れた湖の壁かべを横から見ると、キラキラ揺ゆれる水面の下で水草が漂ただよい、魚がスイスイ泳いでいた。

　水の壁に触さわってみたくなったけど、それがきっかけで魔法が解けたりすると困るので、ぐっとこらえる。

　やがて辿たどり着いた、湖底の中央。

「千年の安あん寧ねいは終わりを告げ、再び、魔王が復活しようとしている。その気配をいち早く感知し、神しん剣けんはペガサスを使って呼び寄せたのよ……月の女神の生まれ変わりである、私、朔＝エクリプス＝ミッドナイトを！」

　朔が剣を引き抜ぬいた瞬しゆん間かん、ひと際きわまばゆい光が放たれ、オレは思わず顔を伏せる。

　少しして視線を戻もどすと、もう剣の発光は収まって、朔が色んなポーズを構えながら悦えつに入いっていた。

　えーと、設定を整理すると、地球で生きてた『最上朔』の前世が、今のアスラグの伯はく爵しやく令れい嬢じよう『朔＝エクリプス＝ミッドナイト』で、そのまた前世が千年前に魔王を倒した『月の女神』ってことか。

　いくつ前世があるんだよ！　つくづく転生大好きだな、こいつ……。

「……近くで見ると結構ボロボロなんだな、それ」

　神剣の剣身は錆さびているし、全体的にくすんで古ぼけた印象だ。

「まだ本来の力が蘇よみがえっていないからよ。特別な鞘さやに納めれば復活するわ」

　なるほど、そういう仕組みか。




　しかしながら、ここまで朔が話している通りの出来事が続くということは、この世界は朔が創作した厨二小説の世界であるというのは、認めざるを得ないようだ。

　……いや、待てよ。

　今までは朔のこと、ただの厨二病だと思ってたけど、この世界は創作じゃなくて本当に朔の前世の世界で、実は朔は前世の記憶持ちの転生勇者だった──なんて可能性もあるのか？

　…………いやいや、まさかな。だってこいつが昔、ノートに色んな単語を書き連ねて必ひつ殺さつ技わざ名めいをうんうん唸うなりながら考えてるの、見たことあるし。

　朔はただの厨ちゆう二に病びよう患かん者じや……のはず。たぶん。







　オレたちが湖の畔まで帰ってくると、湖底の道には左右から水が流れ込み、湖は何もなかったかのように元の静かな姿を取り戻した。

「で、これから朔はその神剣を持って、魔王を倒たおす旅に出る、みたいな？」

　腰こしの飾かざりリボンを外してクルクルと剣に巻き、臨時の鞘代わりにしている朔に尋たずねると、「そんな他人ひと事ごとみたいに」と肩かたをすくめられた。

「壱星だって、『十二聖』の中の一人、双ふた子ご座ざの加護を持つ『双そう児じ聖』なんだから」

「嫌いやな予感はしてたけど、やっぱりオレも巻き込まれるのか……！　てか『十二聖』とやらも千年前から転生してるわけ？」

「『十二聖』は転生じゃなくて、力が代々引き継つがれていて、世界の平和を維い持じする使命を背負った存在よ。『十二聖』は誕生したその時から、周囲から特別な存在と認にん識しきされ、育てられるわ。その一方で、月の女神は〈アスタリスク・ラグナロク〉の大戦以降、完全に消息不明。だから前世の私もこの時点では、これが神剣であることも、自分が月の女神の生まれ変わりであるという宿命もまだ何も知らないの。全すべてを知るのは魔王の襲しゆう撃げき──」

　そこまで話したところで、ご機き嫌げんだった朔の顔が、サーッと見たこともないほど一気に青ざめた。

「なんだ、どうした!?」

「た……たたたった今、思い出した事実があああるのだけ、ど……おお落ち着いて、ききき聞いてく、れる……？」

「いやおまえこそ落ち着け！　ろれつがまともに回ってないぞ？」

　朔はブルブル震えながら、視線をキョロキョロと彷徨さまよわせ、浅い息を繰くり返す。

「とりあえず、深呼吸したら？」

「そそそ、そうね……」

　すーはーすーはー、と大きく息を吸って吐いてを繰り返してから、朔は覚かく悟ごを決めたようにオレを見つめ、頬を引きつらせながら、告げた。




「あのね、壱星。貴方あなた…………もうすぐ死ぬわ」




　…………は!?

「約四ヶ月後、私たちは復活してしまった魔ま王おうの襲撃に遭あうの。でも、神剣の力はまだ不完全で、私たちには反撃する力が足りなくて……」

　説明しながら、次し第だいに朔の大きな碧みどりの瞳ひとみが、うるうると水気を帯びていく。

「為なす術すべのない絶体絶命の状じよう況きよう下で、魔王の狙ねらいが私の命だと知った壱星は…………その…………」

「……もしかして、双子の利点を生かし、朔のふりをして身代わりになって、魔王に殺される……とか？」

　声を震わせて引き継ぐと、朔はコクリと頷いた。

「前半最大のクライマックスシーンよ」

「………………………………………………………………………………………………」

「………………………………………………………………………………………………」

「…………………………ひ」

　長い沈ちん黙もくの後、オレがぼそりと声を漏もらした瞬間、朔の肩がビクゥッと跳はねる。




「人を勝手に殺すなーー！」「殺すなー」「殺すなー」「すなー」「なー」




　オレの全力の叫さけびは、広い湖に響ひびき渡わたり、何度も虚むなしくこだましたのだった。







[image: 二章　顕現せよ──『合わせ鏡』！]




「わ、私の意思じゃないわ。私はただ前世の記き憶おくが蘇るままに、かの書を記したまでのこと……！」

　大おお汗あせをかきながら、再び潤うるんだ目を泳がせる朔。さすがに罪悪感は大きいようだ。

「……そういえばおまえ、中二の頃ころ、やけに落ち込んで、食が細くなってた時期があったよな」

　同時にオレにやけに甘えるというか、どこに行く時も離はなれず、べったりくっついてきて、どうしたんだって聞いたら「悪夢を見たのよ……」って悲ひ愴そうな表情でギュッと抱だき着いてきて。

　またなんか変な妄もう想そう広げてドツボにはまってるのか、と呆あきれつつそっとしておいたら、そのうち普ふ通つうに戻ったんだけど。

「もしかしたらあの時、オレが死ぬシーンを執しつ筆ぴつしたせいで、あんな凹へこんでたのか？」

「……否定はしないわ」

「ガチで落ち込むくらいならそんなシナリオ書くなよ!!」

「だから私が望んだんじゃなく、大いなる力によって勝手に筆が動いたのよ！　創作をしてたらたまにあるのよ作者の意向とは無関係にキャラや物語が動いて思いもよらない展開に──あー、うー、とにかく！　不ふ可か抗こう力りよくだったの!!」

　あっ、創作って認めたな!?　やっぱり元げん凶きようはおまえじゃねーか!!

「運命を変える手段がないわけではないわ」

　ビシッと人差し指を立てて、クールな口調で話し出す朔。

　こいつ、矛ほこ先さきを逸そらそうとしてやがる……けど、ここで責め続けるのも不毛だしな。

「ほう、聞こうじゃないか」

「結論を言えば、魔王が目覚めるまでに、星魔法『終焉の日ラグナロク』を使用できる状態にしておけばいいの。そのためには、鞘を入手して神しん剣けんを蘇らせることと、明日あしたから私たちが入学する予定の魔法学園で出会う、あと三人の十二聖から聖石をもらうことが必要なのだけれど……」

「あと三人？　十二聖全員必要なんじゃないのか？　それに聖石って……」

「順を追って説明するわね。現在、魔王は世界の三か所にある三つのオーブによって封ふう印いんされているの。それぞれのオーブがある地には、魔法学園が建てられてオーブを護まもっている。そして百年に一度、新たに十二聖として生まれた子どもたちが三つの魔法学園に四人ずつ赴おもむいて、封印を維持する儀ぎ式しきを行っているの……ここまで、理解は大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「百年に一度十二聖が生まれるって、十二聖は全員同い年なのか？」

「数年の幅はばはあるけれど、不思議と儀式の年に十五歳から十八歳、つまり魔法学園に在ざい籍せきする歳としであるように誕生してくるわ。その年代が、封印に一番効果的な瑞みず々みずしい魔力を有する時期なのよ……十二聖は産うぶ声ごえを上げる時、その額に特有の印が輝かがやき、体のどこかに同じ印の刻まれた聖石を持って誕生する」

「聖石……これか」

　右手に埋うまっている黄色い宝石を見せると、朔は「そう」と頷うなずいた。

「アスラグ世界で誕生した子どもは全て、教会の洗礼式を受けることになっているから、十二聖であることが判明したらすぐに学園に連れん絡らくが行って、その子どもが十五歳になったらどの学園に入るか決められるという仕組みよ」

　……まあ、厨二が作る設定だからな。

　ツッコミどころはあるけどそういう設定ということで、ここは黙だまっておこう。

「十二聖のうちの四人、つまり四聖が一組になって、三か所のオーブの封印を護る役目を担になうってわけだな。十二聖って、要するに巫み女こみたいなもんなのか？」

「平和な時代ではその役割が大きいわ。でも、基本的に戦せん闘とう能力も高いし、月の女め神がみと共に戦う魔法騎き士しという方がしっくりくるかしら。多くは男性だし」

「逆ハーってやつか」

「片かた恋こいは一人だけ発生するけれど、それ以外の恋れん愛あい関係は生じないわ。美形は鑑賞用よ」

　ズバッと言い切る朔。

　どうやらキャラと恋愛する、みたいなのには興味ないらしい。

「話を戻もどしましょう。私たちは明日から、オーブの一つがあるリヒトシュトラール魔法学園に入学するのだけれど、長い時を経てリヒトシュトラールのオーブは人知れず劣れつ化かしてしまっていて、封印維い持じの儀式の前日に砕くだけてしまうの。結果、完全体ではないけれど復活した魔王は、月の女神の生まれ変わりである私を襲しゆう撃げきして……」

　オレが死ぬ、と。

「ってことは、封印維持の儀式を早めればいい？」

「否いな、劣化したオーブでは、いずれ耐たえきれなくなる。だから、オーブが砕けてしまう前に神剣の力を蘇よみがえらせて、リヒトシュトラールに集つどいし四聖が持つ聖石から創つくる新しいオーブに魔王を再封印する……これが最適解よ」

　あー、だからオレ以外にあと三人の十二聖の力が必要って言ってたのか。

「神剣を蘇らせるには、鞘さやが必要なんだよな。それの在り処かはわかってるのか？」

「ええ。実はリヒトシュトラールの隠かくし地下ダンジョンに眠ねむっているの。前世の私がそれを知ることになるのは、世界を巡めぐった後なのだけど……」

　スタート地点に最重要アイテムが隠れてるってのは、王道っちゃ王道だな。

　大方、原作の『アスラグ』では次々とオーブが砕けていって、魔ま王おうは完全に復活してしまうのだが、冒ぼう険けんによって朔も神剣を蘇らせ、死し闘とうの末に十二聖が新たに創った三つのオーブに魔王を再封印する……という物語が展開されたのだろう。

「ん？　でも原作ではオレは序じよ盤ばんで死ぬんだろ？　双そう児じ聖が欠けた状態で、どうやってクライマックスで新しいオーブを創ったんだ？」

「十二聖本人はいなくても、十二聖の聖石があればオーブは創れるの。つまり、平和な状況下の封印〈維持〉の儀式は十二聖が担っているけれど、復活した魔王を〈封印〉できるのは、神剣を扱あつかえる私だけというわけよ……」

　世界を救うのは私、というのは譲ゆずれないポイントらしい。

　こんな恥はずかしい設定、よくもまあしたり顔で語れるもんだ……。

「前世では一つ目のオーブが砕けたことを皮切りに、二つ目、三つ目と破は壊かいされ、魔王が完全復活を遂とげてしまう。逆に言えば、リヒトシュトラールにある一つ目のオーブさえ護り抜ぬけば、平和は維持できるのよ」




「オレたちは物語を先回りして神剣を蘇らせて、魔王が復活する前に四つの聖石から新しいオーブを創り、再封印してしまおうってわけか」




「フッ……さすが血肉を分けし我が同どう胞ほう。吞のみ込みが早くて助かるわ……」

「な～に偉えらそうに笑ってるんだよ、誰だれかのせいで窮きゆう地ちにあることは全然変わらねーんだぞ？」

　イラッとして両りよう頬ほおをつかんでびよーんと横に伸のばすと、朔は「わ、悪かったわ……！」と涙なみだ目めで謝った。

「私の業カルマに貴方あなたを巻き込んでしまった……血ち塗ぬられた茨いばら道みちを歩むのは、私一人で充じゆう分ぶんだったのに……」

「ほんとに反省してるのか、おまえ？」

「ええ。絶対に、あの悪夢を繰くり返させたりはしない」

　オレの右手に自分の左手を重ねながら、朔は真剣な瞳ひとみで言葉を継つぐ。




「今度は私の命に代えても、貴方を護るわ……！」




　その眼まな差ざしと声には切実さと本気が滲にじんでいたから、オレははあっとため息をついて頬をつまんでいた両手を下ろした。

「物ぶつ騒そうなこと言うなっつーの」

　朔って、こういう恥ずかしい台詞せりふを大おお真ま面じ目めに言うから、弱るんだよな……。

「……まあ、そもそもはオレがチャリで事故っておまえを巻き込んだわけだし。オレも謝らないとな……ごめん」

「それは全くもって気に病やむことないわ。原因を遡さかのぼれば私のブラックドラゴンが負傷していて相乗りした故ゆえに転てん倒とうしてしまったと推察できるし、あの事故は壱星だって不可抗力だった。むしろ事故のおかげで悲願の異世界転生ができて圧あつ倒とう的感謝──ゲフンゲフン」

　顔を輝かせてグッと握にぎりこぶしをつくった朔は、オレの冷ややかな視線を受けて空から咳せきをすると「再びこの世界に導かれたのも輪りん廻ね転生の理ことわり、運命の歯車は誰にも止められないのだから……」とわざとらしい憂うれい顔で取りつくろった。

　やれやれ、朔的にはこの状じよう況きようは憧あこがれのファンタジー世界に来られてスーパーラッキー、以外の何物でもないらしい。

　どんなリスクも、剣と魔法の世界の魅み力りよくの前にはかすむんだな。

　この神経の図太さにホッとするような、呆あきれるような、なんとも複雑な気分だった。

　ただ、まあ……今、一人じゃなくて良かったとは、思う。

　……考えてみれば、魔王の目的は朔なんだから、オレは身代わりになろうとしなければ、生き延びる可能性はあるんだよな。その場合、朔が死ぬことになって、救世主を失った世界がどうなるかもわからないけど……駄だ目めじゃん。

　やっぱ、あらかじめ魔王の復活を阻そ止しするしかないようだ。

　はあ、魔王か……正直まだ全然ピンとこないけど。




　ヒヒーン、と今までより低めの嘶いななきが聞こえて、視線を向けると、森の中から額に長い角をはやした新たな天馬が現れた。今度のは立派な大人ペガコーン。

　仔こペガコーンが近付いて行って、甘えるように体をすり寄せるところをみると、親子なのだろうか。親ペガコーンは、オレたちにまるで会え釈しやくするように頭を下げてから、ばさりと大きな翼つばさを広げる。

　そして、仔ペガコーンとともに、ふわりと浮うかび上がると、どこかへ飛び立っていった。

　迎むかえに来てもらえて良かったな、仔ペガコーン。

　また会いたいとは微み塵じんも思わないが、達者で暮らせよ……。

「とりあえず、私たちもミッドナイトの館やかたに帰りましょうか」

「ミッドナイトって、この世界の自宅か……帰るのはいいけど、帰り道はわかるのか？」

　オレの問いに朔はにへらっと頬を緩ゆるませる……あまり表情を動かさない奴やつだから、ここまで満面の笑えみは珍めずらしい。何事だ!?

「十二聖には、それぞれ特とく殊しゆスキルがあってね。双児聖のスキルは『合わせ鏡』と書いて『ドッペルゲンガー』。目視したことのある実物を対象に、最長一時間、姿や声、見えない部分の黒子ほくろや傷、特とく徴ちようまで全すべてトレースして変身できるの」

「へー、すげー……でも朔、それに名前つけるなら『合わせ鏡』じゃなくて『鏡かがみ映うつし』じゃねーか？　それにドッペルゲンガーは、自己像幻げん視し、つまりもう一人の自分の幻覚って意味だから変身よりは分身に近いニュアンス……」

「貴方の知識の広さは尊敬するけど変に理り屈くつっぽいところは嫌きらいよ！　合わせ鏡の方が詩的だしドッペルゲンガーはカッコいいでしょう!?」

　怒おこられた。細けえことはいいんだよ！　というやつらしい。

「面おも白しろそうなスキルだけど、どうやったら使えるんだ？」

「さっきのペガサスに変身しましょう。『合わせ鏡ドツペルゲンガー』は双児聖が生まれながらに保有しているスキル。あの姿になりたい、と強く願えば、貴方の中から言こと霊だまが湧わきだしてくるはずよ」

　言われた通り、つい先ほど目にしたばかりの美しい天馬を脳内に思い描えがく。ちょっとアレな仔ペガコーンじゃなく、逞たくましく優美な親の方。

　すると、自然と言葉が唇くちびるから零こぼれ始めた。




「我われは思考する。聖なる尖せん角かく・驕きよう慢まんな高潔・至天の羽は搏ばたき。無限に続く重なる世界の存在の一ひと滴しずく。シュレディンガーの影かげ法ぼう師し……」




　な、なんて厨ちゆう二にな詠えい唱しようなんだ……！　勘かん弁べんしてくれよ、おい！

　膨ふくれ上がる羞しゆう恥ち心しんに頬が火ほ照てるのを感じつつ、震ふるえ声で後を続ける。




「此こ処こに産うぶ声ごえを上げる禁きん忌きの器うつわ。顕けん現げんせよ──『合わせ鏡ドツペルゲンガー』！」




　瞬しゆん間かん、右手に嵌はまった風聖石が光を放ち、全身の細さい胞ぼうがカッと熱を発してボコボコと沸ふつ騰とうするような感覚に包まれたかと思うと、視点がグッと高くなり、オレは純白の翼をもつ一いつ角かく獣じゆうに姿を変えていた。

　うわお……本当にペガコーンに変身したぞ。心臓がめっちゃバクバクいってる。

　呪じゆ文もんはクソ恥ずかしかったけど、これは凄すごい。

「ひゃあああ、本当に使えたわ！　凄いわ凄いわ奇き跡せきだわ……詠唱も最高。三時間かけて考えた甲か斐いがあった──」

　朔も喜色満面で大興奮していたが、そこで我に返ったのかハッと目を見張ると、握りこぶしをしていた両りよう腕うでを組んでフッと余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「無事成功したようね……」

「無理にクールぶらなくていいのに……」




「それでは壱星、私を乗せて飛ひ翔しようしなさい」

「はいはい…………ちゃんとつかまったな？　行くぞ」

　バサバサと翼を動かすと、ふわりと地面から足が離はなれる感覚。

　おお、浮いた！

　そのまま力強く羽ばたくと、グングンと体が上じよう昇しようし、湖と森が遠くなる。

　高い……！　そして、見晴らしが半はん端ぱない。

　もう夕刻なのか、空は下の方が薄うす桃もも色いろに染まり、雲は淡あわい金色を纏まとって漂ただよっている。

　日にち没ぼつ直前の柔やわらかな光に包まれたルクシアの町並みは、おとぎ話の挿さし絵えの一枚のようにノスタルジックで美しい。

「あの黒レンガのお屋や敷しきがミッドナイト伯はく爵しやく邸ていよ」

　朔が指さしたのは、町の中心からは少し外れた小高い丘おかに建つ、広い敷しき地ちを持つ家。

「了りよう解かい」

　返事をして、翼を大きく動かすと、風を切って空を翔かけた。

　うわあ、すごい開放感……！

　何も遮さえぎるもののない大空を、悠ゆう々ゆうと飛翔する。

　足場は何もないはずなのに、時折踏ふみしめると空気の板みたいな感かん触しよくがあって、簡単にスピードを調整できた。

「最高ね……！」

　首に抱だき着くように掴つかまっている朔の胸が、ドキドキと大きく躍やく動どうしているのが伝わる。

　オレも脳内からアドレナリンがドバドバ出てるのがわかった。

　風と一つになって雄ゆう大だいな美しい空を渡わたるのは、ただただ快感で。

　おもちゃみたいな町を遥はるかに見下ろすと、全能感みたいなものまで溢あふれてくる。




　夕暮れの空の旅はあっという間に終わった。

　ゆったり目に走ったつもりだったのにこれだから、全速力だと車より速いかも？

　名残なごり惜おしい気もしたけど、ミッドナイト邸の傍そばに着地して、元の姿に戻もどると、どっと全身が疲ひ労ろう感かんに襲おそわれた。特殊スキルの行使は体力を使うのか、まだ慣れてないだけか。

　大きなお屋敷の呼び鈴りんを朔が鳴らすと、執しつ事じっぽい恰かつ好こうをした青い髪かみの男が「お帰りなさいませ、朔様、壱星様」と扉とびらを開けてくれた。

　中に入ると、天てん井じようがめっちゃ高い、吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホール。奥には二階へ上がる階段が左右から延びていて、中央の壁かべには威い厳げんあるヒゲのおっさんの肖しよう像ぞう画が。

　他ほかにもいろんな絵画やツボ、西洋鎧よろいなどがあちこちに飾かざられていて、いかにも貴族の洋館って感じだ。

　ほえ～っと見み惚とれてたら、通りかかった緑髪のメイドさんに「お帰りなさいませ、お外から帰ったらちゃんと手を洗ってうがいしてくださいね」と注意された。

　この世界の人たち、髪の色がカラフル。




「衛生観念は現代的なんだな……洗面所ってどっち？」

「さあ……その辺の記き憶おくは曖あい昧まいだわ」

　さすがに朔も館内の間取りまでは把は握あくしてないようなので、一いつ緒しよに片かたっ端ぱしから探たん索さくすることにした。

　まず入ったのは、大理石の暖だん炉ろやソファが置かれた広々とした部屋。

　ここは居間……いや、応接間かな？

　本ほん棚だながあって、洋書っぽい面おも持もちのハードカバーの本が並んでる……と思ったら、タイトルが全部日本語だった。

　そういえば執事もメイドもナチュラルに日本語しゃべってたな……外見は明らかに日本人じゃなかったけど。

「朔、この国ってなんて国？」

「グリュフェンスター」

「グリュフェンスターの公用語は日本語なのか」

「グリュー語よ。グリュー語はたまたま日本語とよく似ているのよ」

　有う無むを言わせぬ口調で押し切られた。天文学的奇跡の一いつ致ちだな。




　居間、食堂、ビリヤードルーム、サンルーム、大ホールなどいくつもの部屋を見て回り、ようやく洗面所を発見。蛇じや口ぐちをひねったらちゃんと透とう明めいな水が出るし、洗面台にはいい匂においのする石せつ鹸けんが置かれている。

　正面には、大きな鏡。うーん、やっぱ銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんはまだ慣れない……。

　洗面所のすぐ隣となりは、トイレだった。

　個室で、腰こし掛かけ式の洋式便器。天井から下がった紐ひもを引いたら、水が流れる水洗仕様。

　それは全然良かった。清潔な現代風のトイレ万ばん歳ざい。

　でも、便座に座ると、ほどよく温かくて。

　横に謎なぞのボタンがあったのでまさかと押してみると、お尻しりに温水が噴ふん射しやされた。




　──ファンタジー世界にウォシュ●ットを実装するんじゃねえ!!




　この世界、本当に朔の妄もう想そうを元に作られたなんちゃってファンタジーなんだなあと、つくづく思い知ると同時に。

　未来を変えられないと死亡エンドが待っているという事実も確定して、ずーんと落ち込んだ。

　畜ちく生しよう、さっき洗面所の鏡の中で、朔が銀髪を手で漉すきながら、嬉うれしさを押し殺すように鼻をひくひくさせてたのをオレは見たぞ。

　一人だけちゃっかり異世界を満まん喫きつしやがって……




「朔の大バカ野や郎ろう──！」




　個室で爆ばく発はつしたオレの魂たましいの叫さけびは、ジャーッと流れたトイレの水と共に下水道へと吸い込まれていった……。







[image: 三章　あいつが天蠍聖!?]




「いよいよ入学式も明日に迫せまったか」

　豪ごう奢しやなシャンデリアが煌きらめく食堂の長テーブルで、奥の席に座った厳格そうな老人が、左右に向かい合って着席したオレと朔に鋭するどい視線を投げかける。

　彼はゼルグスト＝ヴァンデ＝ミッドナイト伯はく爵しやく。

　この世界でのオレたちの祖父で、ミッドナイト伯爵家当主だ。約十年前に息子むすことその妻（東国出身）を事故で失い、以来、辺境にある領地を治めながら忘れ形見の双ふた子ごの姉弟きようだいの保護者を務めている……という設定らしい。

「リヒトシュトラールの教育課程は決して生易しいものではない。双そう児じ聖としての重責を担になう壱星は勿もち論ろん、朔も、ミッドナイトの家名に泥どろを塗ぬらぬよう、日々精しよう進じんするのだぞ」

　重々しく言い放つと、ミッドナイト伯はずるずるっと丼どんぶりのラーメンをすすった。

　伯爵のエレガントな風ふう貌ぼうやテーブルに飾られた銀の燭しよく台だい等との違い和わ感かんが凄すごい、ラーメン。豚とん骨こつの匂いが、辺りに容よう赦しやなく充じゆう満まんしている。

　美味うまいけどさ……異世界で初めての夕食がコレになるとは思わなかった。

　ミッドナイト伯は上品に口元をナプキンで拭ふくと、命令口調でビシリと続ける。

「学園生活の様子は月一回、手紙で報告するように。報告は厳守だぞ。もしも怠おこたった場合──儂わしは、泣く」

　え、泣くの？

「絶対に忘れるなよ。離れ離ばなれになるのに手紙すらもらえなかったら爺じじ様、寂さびしくて死んじゃうからな……！」

　眉み間けんにしわを寄せ、厳いかめしい顔をしながらも、よく見ると目は潤うるみ、何かをこらえるように全身をフルフルさせているミッドナイト伯爵。

　恐こわそうなじいちゃんかと思ったら、ツンデレだったらしい。







「世界観がおかしいわ……私の記憶では『アスラグ』はもっと重じゆう厚こうで格式高い中世ヨーロッパ風ファンタジー世界……思ってたんと違ちがう……！」

　二階にある自室に戻るなり、ガクッとベッドに倒たおれ込んで嘆なげきだす朔。

「本来はウォシュ●ットも豚骨ラーメンもないはずだった？」

「当然でしょ！　ミッドナイト伯も微び妙みように性格変わってるし」

　ツンデレじいちゃん、オレは好きだけど。

「そういえば、ペガコーンも元はただのペガサスだったんだろ？　ペガコーンを助けようと朔が剣けんで戦った時の掛かけ声も変だったし……ちょこちょこ変わってるみたいだな」

「嗚あ呼あ……いったいなんの因果でこんな事態に……？」

「因果とか言い出したら、理り屈くつじゃ説明できないことばっかりだけどな。交通事故に遭あって異世界転生すること自体が、そもそもぶっ飛んでるし」

　話しながら、オレも朔の隣に仰あお向むけで倒れ込む。

　ボフン、と柔やわらかいバネの反動とともに、体がベッドに沈しずみ込んだ。

「ま、オレとしては本来の設定そのままじゃないのは大だい歓かん迎げいだ。これなら四ヶ月後に魔ま王おうが覚かく醒せいするってシナリオも変わるかもしれないし、オレの死亡フラグも消えるかもだし」

「……それはそうね。でも、油断は禁物よ。設定が変わっているということは、何が起こるか予測不可能ということでもあるし、絡からまった運命の鎖くさりがそう容易に綻ほころぶとは思えない……」

　確かに。今のところシナリオの流れはそのままみたいだし、楽観視はできないよな……。

「とりあえず、学園に入学したら、すぐに隠かくし地下ダンジョンに潜もぐって、神剣を蘇よみがえらせる鞘さやを探す感じか？」

「いいえ、地下ダンジョンには魔物が生息しているわ。だからまずは学園で剣や魔法の技術を学んで対たい抗こう手段を身に付けること」

「魔物!?　それって四ヶ月やそこらで鍛きたえた技わざでなんとかなるレベルのやつなのか……？」

「幸いそこまで強力なものは出現しないから、しっかり授業で教わることを習得していけば対応可能よ。充じゆう分ぶんな実力が身に付いたら、鞘を見つけ出し、神剣を蘇らせる。蘇った神剣さえあれば、私が月の女め神がみであるとみんなに信じてもらえるから、四聖も聖石を渡わたしてくれるはずよ」

　なるほど、何の証しよう拠こもなく月の女神を名乗っても、聖石なんて大事なものほいほい譲ゆずってくれるわけないもんな。神剣も今のままじゃただの古ぼけた剣だし。

「じゃあ、鞘を取り戻もどして神剣を蘇らせるまでは、朔の正体は口外せず、四聖にも変に交こう渉しようとかしない方がいいか」

「ええ。正体を明かさずとも、私のカリスマ性と実力は自おのずと滲にじみ出してしまうかもしれないけれど……」

「はいはい、だといいなあ。じゃ、まずはとにかく、レベル上げと」

　ゲームじゃないからレベルは存在しないけれど、これは言葉のあやってことで。




「リヒトシュトラール魔法学園に集つどう四聖は、双児聖の壱星を除けば、乙女おとめ座ざの『処女聖』、獅し子し座ざの『獅子聖』、そして蠍さそり座ざの『天てん蠍かつ聖』。ただし、処女聖は訳あって最初は自分が十二聖であることを隠しているわ」

「へえ、どうして……ってやっぱ、聞くのはやめとくわ」

「何な故ぜ？」

「訳ありなんだろ？　本来オレが知らないはずの情報を知ってることで、反応が不自然になって、不ふ審しんに思われたら困るし。オレ、そういう嘘うそつくのは苦手だから」

「確かにその通りね……魔王復活の阻そ止しには無関係の情報だし、上策だと思うわ」

　そこまで話して、朔はふわっと欠伸あくびを漏もらした。

「……今日はもう、休みましょう。色々なことがあって疲ひ労ろうの限界だわ……」

　ぼーっとした顔で言うと、掛かけ布ぶ団とんの上からうつぶせで寝ねそべったまま、瞳ひとみを閉じてしまう。

「あっ、こら、ちゃんと寝間着に着き替がえてからにしろよ。そのままじゃ風か邪ぜひくぞ？」

　呼びかけても、もうスヤアッと気持ちよさそうに眠ねむりについていた。のび太君並の寝つきの良さだ。

　ほんとマイペースな奴やつ……まあ、かくいうオレももうクタクタだったりする。

　急激な環かん境きようの変化のせいか、異世界トリップにも時差ボケがあるのか……。

　朔をちゃんとベッドに寝かせ直すと、オレも隣となりの自室に戻り、早々に就しゆう寝しんすることにした。




　　　　[image: くぎり]




　翌朝、起きたら全部夢で元の世界……というのをこの期ごに及およんでも期待していたのだけれど、現実は無情だった。もう観念するしかないようだ。

　オレは朔の創つくった厨ちゆう二に世界に転生しました！　こうなったら死亡フラグを折るために、全力を尽つくすのみ。

　とんでもない状じよう況きように巻き込まれたと思うけど、本気で朔を嫌きらったり、恨うらんだりするような気持ちにはならなかった。もう朔だから仕方ない、というか……超ちようマイペースな双子の姉に十五年間振ふり回され続けた末に至った、悟さとりの境地だな。南な無む～。

　とはいえ、洗面所の鏡に映ったオレの目は充じゆう血けつしている。暗くら闇やみでベッドに入ると一気に不安やらホームシックやらに襲おそわれて、昨晩はなかなか寝つけなかったからだ。

「朝の光は、私には眩まぶしすぎるわ……」

　そう言って顔を洗いに来た朔の目も、腫はれぼったい。夜中に目を覚まして、泣いたりしたのかな……さすがにこいつも、完全に平静ではいられなかったらしい。

　本人は「これは魔力が充じゆう溢いつするあまり、瞳が変色しているの」とか言い訳してたけど。




　リヒトシュトラール魔法学園は、グリュフェンスター国でも指折りの名門校。

　同世代の中でとりわけ高い魔力を持つ十五歳の子どもたちに入学案内の招待状が届き、生徒は広大な敷しき地ちを持つ全ぜん寮りよう制せいの学園で三年間、様々な魔法や剣術、基き礎そ教養等を学ぶ。

「ウウッ……立派になりおって……」

　屋や敷しきの庭で、トランクケースを持ち、真新しい制服に身を包んだオレたちを見て、ミッドナイト伯はく爵しやくは両目から滝たきのように涙なみだを流していた。

　ちなみに制服は、ベージュのシャツに黒いスラックスかスカート、赤のネクタイかリボン、白系のフード付きローブ。

　ローブの生き地じは高級感があって、裏地がエメラルドグリーンで差し色になっていたり、ところどころ金の刺し繍しゆうが施ほどこされていたりとなかなか洒落しやれたデザインだ。

　あとは腰こしに杖つえと剣を一ひと振ふりずつ差して、装備完かん了りよう。生徒が普ふ段だんから真剣ぶら下げてるなんて物ぶつ騒そうに思えるけど、魔物がいるこの世界では常識らしい。

「いってらっしゃいませ、朔様、壱星様」

「お勉強、頑がん張ばってくださいね」

「壱星様でしたら十二聖のお務めも、きっとご立派に果たされますわ！」

「朔様、暴走はどうかほどほどに……」

「壱星様、朔様が孤こ立りつしないよう気を付けて差し上げてください」

　中学を卒業する時に後こう輩はいや親せきから言われたような言葉を使用人の皆みなさんからも言われ、朔はやや不満そうな面おも持もちだ。

　この世界でも朔はそういうキャラって認にん識しきされてるのか、と苦く笑しようしながら、オレたちは懐ふところから白い羽を取り出す。

　リヒトシュトラールの招待状に同どう封ふうされていた魔法道具『綿雪カラスの翼つばさ』。

　羽を天に掲かかげながら『自由の翼よ、我われを誘いざなえ。リヒトシュトラールの正門前』と言って羽を振れば、一いつ瞬しゆんで学園に飛べるらしい。便利！

　朔と顔を見合わせてから、同時に声を発する。




「「自由の翼よ、我を誘え。リヒトシュトラール──」」




　そこまで唱えたところで、ぷーんと飛んできた羽虫がオレの鼻の穴に入ってきたから、思わず「へっくしょい！」とくしゃみをすると同時に反動で羽を振ってしまった。

　瞬間、視界がぐにゃりとねじ曲がり、頭上から掃そう除じ機きで吸い込まれたような感覚に襲われる。しまった……！




　焦あせったのも束つかの間、パッと周囲が明るくなったと思えば、直後にドン、と腰に衝しよう撃げき。

「──痛いってぇ……」

　尻しりもちをついて、どこかに不時着したようだ。

　顔をしかめながら立ち上がり、ふと視線を向けたすぐそこに。




　血ち塗まみれの男がいた。




　長く艶つややかな黒くろ髪かみを一つの三つ編みに束ねた、美術彫ちよう刻こくのように恐おそろしく整った容姿をしたその男は、白シャツの右手から胸にかけてを禍まが々まがしい鮮せん血けつにぐっしょりと染め、血だまりの中に佇たたずんでいた。

　滑なめらかな白はく皙せきの頬ほおや、すぐ傍そばの建物の壁かべにも血ち飛沫しぶきが飛んでいる。

　なんだこれ、今度はスプラッタ映画の世界に迷い込んだ!?

　世界観が変わりすぎてパニックになりかけたが、ひるんでいる場合じゃない。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?　どこを怪け我がしたんだ!?」

　この出血量はヤバいだろ……と焦りながらも駆かけ寄って声を掛かけると、無感情に虚こ空くうを見つめていた男が、ハッとしたように切れ長の両目をこちらに向けた。

　右目が金、左目が柘榴石ガーネツトのような深しん紅くの、オッドアイ。

「来るな！」

　鬼き気き迫せまる眼まな差ざしで一いつ喝かつされて、ビクッと全身が固まった。

「ここで見たことは誰だれにも言うな」

「は……？　そ、そんなことより傷の手当て──」

「誰にも言うな」

　冷れい酷こくな瞳で復唱した後、男は左手で腰の剣けんの柄つかを握にぎる。

　ヒュン、と目にも留まらぬ速さで剣が振るわれたかと思うと、オレのすぐ横を飛んでいたハエがボトリと亡なき骸がらとなって地に落ちた。

「…………！」

　言うことを聞かないと、おまえもこうなる、と……!?

「行け！」

　命じる声は、有う無むを言わせぬ響ひびきを帯びていて。

　抵てい抗こうしたら殺やられる、と感じたオレは、その場から一目散に駆け出した。




　なんだったんだ……!?

　全速力で走ったせいだけでなく、心臓が激しく鳴っていた。

　明らかに事件性がありそうだったけど、あの場にはオレとあいつしかいないように見えた。ということは、殺人事件とかではなく、あれは全部あの男の血？

　出血の割にピンピンしているように見えたのは、治ち癒ゆ魔ま法ほうで治した……とか？

　でもそれじゃあ、どうして「誰にも言うな」って口止めしたんだろう？

　……考えててもわからないな。あのことはいったん、忘れよう──つってもなかなか忘れられる光景じゃないけど、意識を「今」に集中しよう。

　とりあえず、ここはどこだ？

　あいつが着ていたのは、リヒトシュトラールの制服のように見えた。

　てことは魔法学園の生徒で、ここは学園内のどこかか？　綿雪カラスの翼を使った時、最後まで台詞せりふを言えなかったけど、学園には到とう着ちやくできたっぽい？

　すぐ近くにホテルみたいな大きな洋館があって、ぐるりと林に囲まれてて、周囲に人ひと気けはない……入学式は大聖堂ってところで行われるはずなんだけど。

　早く朔と合流しなきゃ。きっと心配してるだろう……。

　焦ったけれど、洋館の正面に回って、門を出ると一気に視界が広がった。

　制服姿の生徒たちが、豪ごう奢しやな正門から続々とメインストリートに入場している。

　正門から真っすぐ行った先にそびえる藍あい色いろ屋根に白い石いし壁かべの巨きよ大だいなお城が、本校舎だろう。いくつもの尖せん塔とうを有する、荘そう厳ごんにして優美な古城。

　そこからそう遠くない位置に、立派な鐘しよう楼ろうやドーム形の屋根を持つ、これまた世界遺産のようなたたずまいの教会っぽい建築物……あちらが大聖堂に違ちがいない。

　現在地点のすぐそばのでかい洋館は、門の入り口に『ティンバーウルフ寮』と表札が。あっ、ここ、オレと朔が入ることになる寮だ。入学案内で書いてあった。

　他ほかにも見み渡わたすだけで、辺りにはいろいろな建物が点在している。

　昨晩、夕食前に読んだ入学パンフによると、学園の敷地内には本校舎や大聖堂の他に図書館、博物館、美術館、植物園。学生寮と教職員寮。いくつもの訓練場に馬場、廏きゆう舎しや、円形闘とう技ぎ場。研究施し設せつ、武器防具店、魔法道具店、カフェ、噴ふん水すい広場。森や湖、裏山、なぜか薔ば薇ら園まであるという……完全に朔の趣しゆ味みがまんま反映されてるな、コレ。




　メインストリートの方へ足を運ぶと、通り沿いに林りん檎ごに似た赤い小さな実がたわわに実った木がたくさん植えられていて、甘く爽さわやかな香かおりに満ちていた。

　この世界も一年は十二ヶ月あり、四季もある。

　一月から十二月はそれぞれ天、雪、花、光、風、雫しずく、虹にじ、炎ほのお、歌、衣ころも、霜しも、神の月と呼ばれ、今は〈歌の月〉とのこと。いや普ふ通つうに九月でいいじゃん!?

　この世界の学校は九月にスタートするんだな……などと考えていたら。

「壱星！」

　耳に馴な染じんだ声がして視線を向ければ、息を切らしながらこちらへ駆けてくる朔の姿。

　朔は予定通り正門前に到着できたらしい。

「合流できて、何よりだわ……！」

「悪い、いきなり鼻に虫が飛び込んできてさ～」

　ぎゅうっと抱だき着いてきた体を受け止めて、安心させるように背中を叩たたきながら弁明する。

「……まったく、肝きもが冷えたわよ」

　はあっと吐と息いきを漏もらしてから、顔を上げた朔は、またすぐに心配そうに眉まゆをひそめた。

「顔色が悪いけど、何かあった？」

「……長い黒髪を三つ編みにした、オッドアイの超ちよう絶ぜつ美形に会った」

「リューク＝アインザムカイト？」

　ハッとしたように、呟つぶやく朔。

「その容姿は間違いないわ。天てん蠍かつ聖のリューク＝アインザムカイトよ」

「あいつが天蠍聖!?　……確かにあれだけの美形なら、絶対主要キャラだろうけど……」

「いいわよね、オッドアイ……！　アスラグ中でも頂点に君臨する美び貌ぼうの持ち主よ。壱星だけ先に会うなんてずるいわ」

「不ふ可か抗こう力りよくだって」

　拗すねたように言われて苦笑した。

　まさか天蠍聖があんな物ぶつ騒そうな奴やつだとは……なんとも先行き不安だ。

「リュークと何を話したの？」

「あとで話す。入学式に遅おくれるぞ、行こうぜ」

　オレが促うながすと、朔は少し目を瞬またたいてから、「了りよう解かいしたわ」と頷うなずいた。

「いざ、約束の地へ……」

「大聖堂な」

　すかさずツッコみながらも、いつも通りの言動に、ホッとする。




　二人で歩きだしてから、やけに周囲から視線を向けられていることに気付いた。

「双ふた子ごだ……可愛かわいい」

「銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの双子って、例のミッドナイト伯はく爵しやく家の？」

「男の方は双そう児じ聖なんだろ？　チビっこいな」

「十二聖、初めて見た……」

「確かこの学校、先せん輩ぱいにも二人いるんだよね、十二聖」

　どうもこの耳は高性能らしく、生徒たちの囁ささやき声が、チラチラ耳に入ってくる。

　おい、チビって言うな！

　双子ってことで注目されるのは慣れてるんだけど、今日はそれだけじゃないようだ。

「千年の時を経て、魔王との大戦も月の女め神がみの存在も、この世界の人々にとっては神話、おとぎ話レベル。百年に一度行われる封ふう印いん維い持じの儀ぎ式しきも、もはや形けい骸がい化している。魔王への恐きよう怖ふはすっかり緩ゆるみ、それは学園関係者でさえも例外ではない……とはいえ十二聖は、同時代に十二人しかいない星々の申し子。その稀き少しよう性せい故に、十二聖は基本的に生まれた時から注目を浴び続ける存在なのよ」

　朔の説明を聞いて、唖あ然ぜんとした。

「オレ、そんなに有名人なの？」

「『ミッドナイト家の双子の片割れが双児聖』という噂うわさは、少なくともこの国の上流階級には広まってるわね……そんな感じだから、変な注目やトラブルを嫌きらって、十二聖であることを隠かくしている者も少なくない」

「じゃあ朔は？」

「私はただの双児聖の姉。『授さずからなかった方』……世間からはそう思われていたけれど、その実態は十二聖たちも一目置く天才的な剣術センスの持ち主。四大魔法すべてに適性を持ち、究極魔法『星魔法』まで操あやつる強大な魔力をその身に秘ひめ、唯ゆい一いつ無む二にの切り札的特とく殊しゆスキルまで隠し持つ月の女神の生まれ変わり。それがこの『朔＝エクリプス＝ミッドナイト』よ……！」

　…………胸焼けしてきた。

「おまえ、よくそんだけ自分をてんこ盛りにできるな……」

「平へい穏おんな日々を送りたい……それだけが私の切なる願いなのに、運命が許してくれないの……」

「どの口が言う。──そういえば、今朝は左手の包帯は巻いてないんだな」

「この時間軸じくでは必要ないからよ……」

　軽口を交かわしているうちに、大聖堂に到着した。
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　見上げるほど高い天てん井じよう、立ち並ぶ太い柱、左右のアーチ形の窓には七色の光を透すかすステンドグラス。

　正面上部にも、薔薇窓って言うんだっけ、まるで魔ま法ほう陣じんのようにも見える円形の大型ステンドグラスがあって、祭さい壇だんに祀まつられた女神像に、神秘的かつ鮮あざやかな光こう彩さいを降り注いでいた。

　左右の窓のステンドグラスは全部で十二個あって、よく見るとそれぞれ十二星座がモチーフになっているようだ。

　ドーム部には美び麗れいな天井画。

　長机がいくつも並んでいて、特に席は決まっていないようだったので、せっかくならと最前列に腰こしを下ろした。

　一息ついたところで、明るく澄すんだ声に呼びかけられた。

「──ねえ、貴方あなたたち双子ちゃん？」

　右みぎ隣どなりを振ふり向くと……




　ん？　天使？




　一いつ瞬しゆん真ま面じ目めにそう思ってしまうくらい愛らしい美少女が、オレたちに微笑ほほえみかけていた。

　ふんわりした亜あ麻ま色いろの髪かみ、マシュマロみたいなきめ細かい肌はだ、長いまつ毛に縁ふちどられた聡そう明めいそうな青い瞳ひとみ……一つ一つの造作も整ってるけど、全体の雰ふん囲い気きが柔やわらかくて透とう明めい感かんがあって、陽ひだまりみたいな笑え顔がおで、存在がまるごと、理想の乙女おとめって感じ。

　このとびぬけた可愛さ、やっぱりこの子も十二聖の一人なのだろうか。

　雰囲気的に、乙女おとめ座ざの処女聖とか？

「あ、そうそう、双子。オレは最上──じゃなくて、えーと、壱星……ジェ、ジェミニ＝ミッドナイト」

　くっ、これ名乗るの、恥はずかしい……！

「で、こっちが姉の──」

「朔＝エクリプス＝ミッドナイトよ」

　顔を左手で半分覆おおうような決めポーズで自己紹しよう介かいする朔に、目を瞬く美少女……おい、異世界でさえもなお厨ちゆう二に過ぎて浮ういてるぞ、朔。

「ちょっと変わってるけど、悪い奴じゃないから」

　オレがこれまで何十回と繰くり返してきたお馴な染じみのフォローを入れると、美少女はふふっと笑みを零した。

「壱星君と朔ちゃんね。私はハーミット＝エーデルシュタイン」

　ガタッと朔が立ち上がり、オレたちの視線を受けて、「……ごめんなさい、何でもないわ」とまた席に着く。何事だ？

　名前を聞いて、この子が十二聖だとわかって動どう揺ようした？

　でも仮にそうだとしても、原作者の朔なら彼女の容姿や出会い方を知ってたはずだから、ここまで驚おどろかないよな？

　ハーミットちゃんも不思議そうに小首を傾かしげていたけれど、すぐに気を取り直したように言葉を継ついだ。

「二人はどこの寮りよう？」

「オレも朔も、ティンバーウルフ寮」

「わー、一いつ緒しよだ。私、モナル国から留学してきて、全然知り合いいないから、仲良くしてくれたら嬉うれしいな」

「へえ、オレたちも田舎いなかから来て、知り合いゼロだし、是ぜ非ひよろしく」

「……慣れない環かん境きようで困ることがあれば、私たちに何でも話すといいわ。助力は厭いとわない」

　朔の言葉に「本当？　ありがとう」と顔をほころばせるハーミットちゃん。

　様子がおかしいと思った朔も、もう平静に戻もどったようだ。マジでなんだったのか、後で確かく認にんしてみよう。

　ハーミットちゃんはオレたちを交こう互ごに見比べて、ほうっとため息を吐つく。

「双子っていいよね……二人とも単体でも可愛かわいいけど、二人そろうとおそろいって感じで最高に可愛い。すごくキュンとする」

「ハーミットもその美び貌ぼう故に怪かい物ぶつの生いけ贄にえとなったアンドロメダ姫ひめのように可か憐れんだわ」

「あはは、朔ちゃん、たとえが独特～。でもありがとう。……あれ、壱星君はちょっと不本意そう？」

「男がこの歳としで可愛いと言われてもな……」

　オレのぼやきに、ハーミットちゃんは「壱星君」と真顔で人差し指を立てた。

「可愛いは最強なんだよ？　男の子でも、カッコいいより可愛いの方が強いんだから」

「その根こん拠きよは？」

「カッコいいって思ってる相手が情けないところや弱いところを見せたら幻げん滅めつしちゃうけど、可愛いって思ってる相手なら、ダメなところも全部可愛いになるから、評価は揺ゆるがないの」

「わかりみが深いわ」

　ハーミットちゃんの言葉に、朔も同感を示す。

「それに、カッコいい、から入って好きになった相手でも、本当に好きになると、結局可愛いって思うことの方が増えるんだってママが言ってた。可愛いって字には愛が入ってるでしょ？　愛を感じるもの、愛いとしさを覚えるものを人は可愛いと思うんだよ」

「なるほど……」

　でもオレはやっぱり可愛いよりカッコいいって思われたい。




　そんな雑談を交わしていたところ、ファンファーレが鳴り響ひびき、ざわざわとしていた生徒たちは一いつ斉せいに口をつぐんだ。

「これより入学式を執とり行います。私は、教頭のリアーナ＝エクスタシア。本日は司会進行を務めさせていただきます。どうぞ良しなに」

　そうステージの端はしで挨あい拶さつしたのは、やけに胸むな元もとを大きくはだけた女性教師。

　あれが教頭!?

　タイトスカートにも深いスリットが入って、教師にあるまじきセクシースタイルだ。

「校長先生の挨拶」

　リアーナ教頭はしっとりとそうアナウンスを響かせると、つかつかとステージ中央へと歩いて行って、机の上に何かをそっと乗せた。

　マイクの前にちょこんと鎮ちん座ざするあれは……モルモット？　え、なんでモルモット？

「新入生諸君、リヒトシュトラール魔法学園への入学、おめでとう……っと、このままでは、後ろの席の者は見えないのう。これでどうじゃ」

　モルモット（？）が小さな杖つえを一ひと振ふりすると、その上空にふわふわの栗くり毛げにつぶらな瞳、ピンク色の小さな手足の全身像が大きな立体映像として映し出された。

「儂わしが校長のモルガン＝ヴァリウスじゃ」

　校長!?　こんなＰＵＩＰＵＩしてそうな生物が……!?

「グリュフェンスターは魔法と共に成長した魔法国家。魔術師の育成には大いに力を入れており、このリヒトシュトラールは国内でも随ずい一いちの魔法学園じゃ。最高の環境がそろったこの地で過ごす三年間は、必ず諸君の未来を切り拓ひらく糧かてとなるだろう。粉ふん骨こつ砕さい身しん、刻こつ苦く勉べん励れいの精神で──」

　厳おごそかに挨拶する校長だが、鼻やひげをひくひくさせながら語られても、庇ひ護ご欲よくを掻かき立てられるばかりだ。

　うっ、とハーミットちゃんが心臓を押さえて机にうつ伏ぶせる。

「可愛すぎて胸が……！」

「モル校長……アリだわ」

　朔も無表情ながら頬を紅潮させて、グッと親指を立てる。

　生徒たちの頭はもはや（可愛い）（可愛い）でいっぱいだと思われた。可愛い。

「魔ま術じゆつを始めとする幅はば広ひろい分野における優ゆう秀しゆうな人材の育成、リヒトシュトラールの役割はしかしそれだけではないことは、諸君もご存じのことだろう。この学園は月の女め神がみと初代十二聖が魔王を封ふう印いんしたオーブの一つが奉ほうじられており、それを代々護まもり抜ぬくという使命を有しておる。そして、百年周期で四人の十二聖が集つどい、封印を維い持じする儀ぎ式しきを執り行っておるわけじゃ」

　チラチラと周囲から好こう奇きの視線が向けられるのを感じる。

「──おめでとう！　諸君らが記念すべき百年目の生徒たちじゃ！」

　モル校長が声を上げた直後、カーンカーンカーン……と大聖堂の鐘かねが鳴り響き、左右の壁かべ際ぎわに整列していた教師がパーンパッパーンと一斉にクラッカーを鳴らした。

　そんな、百貨店の百人目のお客様みたいなノリで祝われても……。

「記念すべき年に在ざい籍せきするリヒトシュトラール生として、諸君らには是非とも充じゆう実じつした素す晴ばらしい学園生活を送って欲しい。儂からは以上じゃ」

　モル校長がマイクから身を離はなすと、またリアーナ教頭がつかつかと机に寄ってきて、校長を回収していった。




「続いて、上級生代表、ティンバーウルフ寮寮長レオン＝ルクス＝クーゲルシュライバーより、歓かん迎げいの言葉」

　そんなアナウンスが流れ、今度は金きん髪ぱつ赤あか目めの長身の男子生徒が、壇だん上じように登場する。

　見るからに鍛きたえてそうな逞たくましい体たい躯く、輝かがやくような金髪に彫ほりの深い華はなやかな顔立ちのイケメンだが、その表情には愛あい想その欠片かけらもなく、全身からは威い圧あつ的なオーラが漂ただよっていた。

「レオン＝ルクス＝クーゲルシュライバーだ。俺は王立騎き士し団団長の任に就ついている父親を蹴け落おとすため、日々鍛たん錬れんに励はげんでいる。おまえの目標はなんだ？　心から欲ほつするものはなんだ？　確固たる芯しんを見つけ、己おのれを磨みがけ。軟なん弱じやく者ものはいらん。覚かく悟ごがない奴やつは去れ。だが、本気で強くなりたいと望むなら──俺は同志としておまえを歓迎するし、上級生として力を貸そう」

　よく通るバリトンで威い風ふう堂どう々どうと演説する姿は、傲ごう慢まんながらも実力に裏付けられた自負が滲にじみ、王者の風格すらある。

　こいつ、絶対獅し子し聖だ。

「最後に一つ、助言をしてやる。今、商都シベルアパレスでは『黄泉よもつ坂ざかひらりん娘』という吟ぎん遊ゆう詩人グループが活動中なのだが……」

　吟遊詩人グループ??




「ユリリンはいいぞ！！！！！」




　これまでにない熱量で真顔のまま言い放たれて、しーん、と空間が静まり返る。

　レオンは「──以上」と話を締しめるとローブの裾すそを翻ひるがえし、颯さつ爽そうと降壇していった。

　……もしかして獅子聖、ドルオタなのか……？

「朔、アスラグってわりとキャラ濃こいな？」

「こんなの一いつ切さい知らないわよ！」

　こそっと感想を漏もらしたら、小声ながらも噛かみつくように返された。

「モルモット校長やセクシー教頭みたいな脇わき役やくの改変は大目に見るけど、主要キャラまで違ちがうとかありえない！」

「あ、その辺、軒のき並なみ変わってるんだ」

「余計な改変入れるんじゃないわよ！　もう、大だい炎えん上じよう案件よ……！」

　前世がどうのと取り繕つくろうことも忘れ、悔くやしそうにギリギリと歯ぎしりしている。

　メディア化の原作改変に憤ふん慨がいするファンみたいになってきたな……いや、原作者か。
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　入学式の後は明日あしたから始まる授業や持ち物、校則など、学園生活についてのオリエンテーションを受けた。

　それが終わると、各自が割り当てられた寮りようへと移動し、食堂で昼食を摂とってから、今度は寮生活についてのオリエンテーション。

　学園には三つの寮があって、全すべて一人部屋の五階建て。共用スペースに食堂、厨ちゆう房ぼう、洗面所、浴場、トイレ、中庭、談話室、遊ゆう戯ぎ室などがある──と、前に立ってよどみなく説明するレオン寮長。

　建物やフロアで男女を分けることのない混合寮のようで少し驚おどろいたけど、部屋に鍵かぎはかかるというし、マンションだと思えばそうおかしくもない、か。

　この世界の十五歳は、元の世界よりも大人な扱あつかいなのかもしれない。

　寮食堂と本校舎の大食堂の他ほか、敷しき地ち内にカフェが複数あるので、食事は好きなところで摂って良い。学校が休日となる日曜日は、大食堂は閉まっている。寮の門限はなし。外がい泊はくも自由 etc.……生徒たちの自主性に任せたかなり自由な校風のようだ。

　この学園の生徒はみんな学年に関係なく平等だから、敬語は禁止という話もビックリした。ずいぶんくだけた学校だと思ったが、必要な単位を落とすと容よう赦しやなく留年、もしくは退学とのこと。

　一通りの説明と質疑応答が終わると、壁かべに掲けい示じされた名前と部屋番号が書かれた紙を確かく認にんし、それぞれの部屋に移動することになった。

「あった、オレ二〇三号室」

「私は三〇三……壱星の真上ね」

「私は三〇五だ。朔ちゃんの隣となりの隣」

　みんな近くて良かったな～と話しながら、ぞろぞろと動いていく生徒たちの波に乗って、オレたちも歩き始めたところで。

「壱星＝ジェミニ＝ミッドナイト」

　呼び止められて振ふり返ると、金髪にルビーのような鮮あざやかな瞳ひとみを持つ長身が、オレを無ぶ愛あい想そうに見下ろしていた。

「呼び出しだ。ついてこい」







「校長が、十二聖の顔合わせをしたいらしい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、つかつかと歩を進めるレオン。一歩一歩の歩ほ幅はばがでかい。

　置いて行かれないように小走りで後を追っていたら、「すまん」と目を瞬またたかれた。

「足の長さが違いすぎたか」

　そういうのは思っても口に出すなよ！　悪気はなさそうだが、デリカシーもないな。

「おまえは双そう児じ聖なのだろう？　俺は獅子聖だ」

「あ、やっぱり……」

「やっぱり？」

「そんな気がしてたので」

　眉まゆをひそめて問い返されたので、そう答えると、レオンは初めてフッと顔をほころばせた。

「どうせ全員同じ寮だし、こんな機会を設けずともそのうち知り合うだろうが、組織は形式を重んじるものだからな。あと、タメ口でいい」

　そういえば敬語禁止だった。

「十二聖って全員同じ寮なのか？」

「ああ、親交を持たせようという意図があるのだろう。実力が伯はく仲ちゆうするもの同士で切せつ磋さ琢たく磨まさせる意義も大きい」

「先せん輩ぱいであと一人、いるんだよな、十二聖。残り一人は……？」

「事情があって現地集合の予定だ。もうすぐ会える」

　大きなお城の本校舎に入って、玄げん関かんホールの奥、床ゆかに光る魔ま法ほう陣じんがいくつも並ぶ場所に着く。

　そのうち一つに連れ立って乗って、レオンが「最上階へ」と言うと、胃が浮うかぶ感覚がして、数秒後には別のフロアに移動していた。

「おお……」

「魔導エレベーターは初めてか。建物内の同じ魔法陣がある場所へなら、どこでも移動できる」

　科学じゃなくて魔法で文明が発達してるんだな。ウォシュ●ットも電源なかったし。

　廊ろう下かを進み、奥の両開きの立派なドアをノックすると、あのセクシーなリアーナ教頭が、艶なまめかしい笑えみと共に開けてくれた。

「いらっしゃい……ゆっくりしてらしてね」

　耳元で吐と息いき交じりに囁ささやかれて、なんだかいかがわしいお店にでも来てしまったような錯さつ覚かくを覚えたが、中は書しよ斎さい兼けん応接間のような校長室だ。

　奇き妙みように渦うずを巻いた大きな蓄ちく音おん機きや、六本の針が文字盤ばんの上をぐるぐる回っている大時計を始め、中に煙けむりが渦うず巻まいている砂時計、色んな形状の杖つえ、帽ぼう子し、聖せい杯はい、ランプ、角笛、望遠鏡など、魔法道具っぽいものがたくさん棚たなや壁に並んでいる。

「よく来たの……グエ」

　興きよう味み津しん々しんに見回しながら部屋に踏ふみ込んだ直後、足元から嫌いやなうめき声が聞こえて慌あわてて足を浮かすと、そこには一匹ぴきのモルモットが泡あわを吹ふいて倒たおれていた。




　ぎゃーーーー！　踏んだ!?　校長踏んだ！！！




「ごごごごごごごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「校長、しっかりしろ……！」

「い、医者……いえ獣じゆう医い師しかしら!?　とりあえず保健室!?」

「治ち癒ゆ魔法とか使えないんですか!?」

「そんな便利なスキルが使えるの、処女聖くらい──そうだわ、処女聖！　処女聖、早く来て……！」

　リアーナ教頭が祈いのるようにそう言った時、「お待たせして申し訳ありません」と涼すずやかな声が響ひびいて、亜あ麻ま色いろの髪かみをハーフアップにした美少女が登場した。

　あっ、やっぱりハーミットちゃんも十二聖だったんだ！

「待ってた！　めちゃくちゃ待ってた！」

「おい、貴様が処女聖か？　こいつを治ち療りようできるか!?」

　レオンが両手に捧ささげ持った校長を差し出すと、ハーミットちゃんは目を丸くしてから、コクリと頷うなずいた。

　そして、両手を校長の上にかざして、呪じゆ文もんを唱え始める。




「我われは分ぶん析せきする。赤き血・白き骨・昏くらき臓ぞう腑ふ。生じた澱よどみに清らな流れを。あるべきかたちへ導く光の道どう程ていを。破は壊かいから創造へ、混こん沌とんから秩ちつ序じよへ。あらゆる亀き裂れつと損傷を癒いやし、このものに調和を与あたえたまえ。──『乙女のアメージング・祈りグレイス』」




　ポワ……と神聖な輝かがやきを帯びた緑の光がハーミットちゃんの手から溢あふれ出し、モルモットの全身を包む。

　光が消えると、ぐったりしていた校長が、パチリとつぶらな目を開いた。

「いやはや、九死に一生を得たわい……」

「校長、よかった……！」

「本っっ当にすみませんでした!!」

「良い、良いのじゃ。慣れない来客を迎むかえるのに、あんなところに立っていた儂わしが迂う闊かつじゃった……そなたが気に病やむことではない。かっかっか」

　頭が床に付くくらい腰こしを折って恐きよう縮しゆくするオレに、鷹おう揚ように笑うモル校長。

　なんて器うつわの大きなモルモットなんだ……。

「あらゆる傷を治癒するという処女聖の特とく殊しゆスキル、『乙女のアメージング・祈りグレイス』をかけてもらうという貴重な体験ができたしのう」

「自分の体の傷には使えないんですけどね。お役に立てて、良かったです」

　凄すごいことをしたのに偉えらぶることなく、ふんわりと微笑ほほえむハーミットちゃん……でも、治癒は処女聖の特殊スキルなのか。

　じゃあ、中庭で出会ったリュークは治癒魔法を使ったわけじゃない……？

「バタバタしたけど、とりあえず、座りましょうか？」

　リアーナ教頭に促うながされて、一同ソファに腰を下ろす。

　モル校長は書しよ斎さい机に立ち、体の割りには大きすぎるパイプをふかして「ふう～」と一服してから、オレたちを見回した。

「リュークがまだじゃが、始めるとするか。まずはレオンから、自己紹しよう介かいを頼たのむ」

「獅し子し聖のレオン＝ルクス＝クーゲルシュライバーだ。十二聖として生まれたことは、誇ほこりに思っている。必ずや使命を全まつとうしたい」

　毅き然ぜんと挨あい拶さつするレオンはカッコいいけど、こいつ、ドルオタなんだよな……。

「双児聖の壱星＝ジェミニ＝ミッドナイトです。さっきは本当に、失礼しました……！　双児聖とはいえ、何するかよく知らないので、教えてもらえるとありがたいです」

「処女聖のハーミット＝エーデルシュタインです。学園側には事前にお話ししてるのですが、処女聖であることは、同じ十二聖の仲間と一部の先生以外には秘密にして欲しいです。理由もどうか聞かないでください」

　なるほど、他ほかの生徒にはバレたくないから、十二聖として知れ渡わたってるオレたちとは別行動で、少し遅おくれてきたんだな。『変な注目やトラブルを嫌きらって、十二聖であることを隠かくしている者も少なくない』って朔も言ってたっけ。
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「すまんが壱星とハーミットは、一度聖石を確かく認にんさせてくれるかのう？」

　モル校長に言われ、右手の聖石を見せる。

　ハーミットちゃんはブラウスの第二ボタンまでを外し、鎖さ骨こつに嵌はまった緑の聖石をのぞかせた。中には『ｍ』に似た乙女おとめ座ざのシンボルが刻まれている。

「聖石って、星座ごとに色が違ちがうんですね」

「うむ。牡お羊ひつじ・獅子・射手が赤の火聖石、牡お牛うし・乙女・山や羊ぎが緑の地聖石、双ふた子ご・天てん秤びん・水みず瓶がめが黄の風聖石、蟹かに・蠍さそり・魚が青の水聖石を持って誕生する。各学園には必ず火地風水が一人ずつ赴おもむいて、儀ぎ式しきを行うことになっておるのじゃ」

「壱星君は風の星座である双子座の祝福を受けているから、風魔法の才があるはずよ。明日あしたから毎日シゴいてあげるから、愉たのしみにしててね……♡」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮かべながら、ウインクするリアーナ教頭。

　怖こわい怖い、色んな意味で！

「封ふう印いん強化の儀式は年が明けた初日、〈天の月〉一日の夜に行われる。具体的な手順はまた日が近付いたら打ち合わせることになるが、十二聖ならばその地へ赴けば特に練習せずとも本能ですべきことが分かるというから、心配は無用じゃ。そなたらは来きたるべき日まで、他の生徒たちと同様に修練に励はげんでもらえればよいし、儂ら教師も、十二聖だからといって日常生活でそなたらを特別扱あつかいするつもりはない」

　モル校長の言葉は温かく、安心感を与えてくれるものだった。

　可愛かわいい見た目に、この包容力……惚ほれてしまいそうだ。

　ハーミットちゃんもうっとりと両手をくんで「校長……」とメロメロになっている。

　魔ま王おうを新しいオーブに再封印する時は、校長にも事情を話す必要が出てくるだろうけど、オーブの劣れつ化かは外観ではわからないらしいし、打ち明けるのはやっぱり神しん剣けんを蘇よみがえらせた後かな……。

「それにしても、リュークは何をやっているんだ。まさかサボるつもりか？」

　眉まゆを吊つり上げるレオンに、「あやつは人見知りじゃからのう」と笑うモル校長。

「あと一人、天てん蠍かつ聖のリューク＝アインザムカイトっていう子がティンバーウルフ寮りようの二年にいるの。長い黒くろ髪かみを三つ編みにしてる、オッドアイの色男だから、一目見ればわかるはずよ」

「あやつも色々あってな。つれない態度をとるかもしれんが悪く思わんでやってくれ……」

　その後、お茶ちや菓が子しを食べながら雑談したり、校長室にある魔法道具を見せてもらったりして過ごしたが、結局リュークは姿を見せないまま、散会となった。







　寮に戻もどると今度はすぐに、新入生歓かん迎げい会かいを兼かねた、全寮生が集まる豪ごう華かな夕食会。

　それから風ふ呂ろに行ったり、新歓や風呂場で知り合った寮生たちと談話室に行ってだべったりして、自分の部屋にもどって一息つけたのは午後九時を回った頃ころだった。

　部屋は八畳じようくらいの広さで、漆しつ喰くいの壁かべに、木目の床ゆか。

　家具の種類は必要最低限だが、ベッドの寝ね心地ごこちはいいし、シンプルながら落ち着いた内装。

　紫むらさきのカーテンがかかった窓の外は、小さいけれどバルコニーもある。

「学園のシェフの腕うでが確かで重ちよう畳じようだわ……浴室も広くて優美で、天然温泉。極ごく楽らく至極エルドラドね……」

　人のベッドに寝そべって、満足げな吐と息いきを吐はく朔。

　すっかり旅行気分のようで、のんきなもんだ。

　確かに料理はお馴な染じみのメニューから目新しい食材や味付けのものまで、どれも美味おいしかったし、風呂も露ろ天てんまであるくらいやたら豪華だったけど……。

「よく異世界に来たばっかりで、そこまで伸のび伸びくつろげるよなあ」

　呆あきれ交じりにぼやいたら、朔はすぐ横に腰かけたオレを見上げながら「ふふ」と頬ほおをほころばせた。

「私は壱星と一いつ緒しよなら、無敵なの。何も怖くないわ」

「………浮うかれすぎ！」

　オレが投げつけた枕まくらを転がって避よけると、朔は上体を起こしていつになく悪戯いたずらっぽく瞳ひとみを煌きらめかせる。

「壱星、顔が赤いわよ」

「朔が恥はずかしいこと言うからだろ」

「真実だもの」

　臆おく面めんもなく言い切ると、甘えるようにオレの肩かたにもたれかかってくる朔。

　今日は離はなれている時間が長かったから、不安だったんだな……。

　でも、それはどうやらオレも一緒だったっぽい。

　サラサラして柔やわらかい朔の髪を漉すくようになでると、無意識に入っていた全身の力が抜ぬけていくのを感じた。

　触ふれ合う温ぬくもりが、何より心地ここちいい。




「──それで、今朝リュークと邂かい逅こうした時、何があったの？」

　オレが全すべてを話すと朔も表情を驚おどろきに染めた。

「何よ、それ……そんな出来事、記き憶おくにないわ」

「最初はリュークが怪け我がした傷を魔法で癒いやしたのかと思ったけど、治ち癒ゆ魔法が使えるのはハーミットちゃんだけなんだろ？」

「そうね、治癒魔法を使えるのは処女聖だけ……けれどリュークは天蠍聖としてのスキルとは別に、出生の関係で、受けた傷が自然回復する再生能力を持っているわ」

「そうなのか！　じゃあ、今朝の血もやっぱりリュークの？　だとしても、どうして口止めしたんだ？」

「……リュークは幼い頃、再生能力を周りから不気味がられたり、苛いじめられたりしてきたから、その能力を学園では隠しているの。だから、壱星に目もく撃げきされたことで変な噂うわさが広がったら困ると思って、とっさに『誰だれにも言うな』と言った、とか……？」

　なるほど……説明はつくな。

「怪我が勝手に治るとか、めっちゃいいって思うけどな」

「そうよね。だから前世でリュークが私を庇かばって怪我をしてしまい、その傷が治るのを見た私も、同じことを言って褒ほめるのよ。誰にも褒められることなどなかったリュークは動どう揺ようし、その出会いが私に惹ひかれていくきっかけになるのだけど……」

「あー、原作はそんな感じなんだな」

　前に朔が『十二聖の中で片かた恋こいが一人だけ発生する』って言ってたけど、リュークのことだったのか……と納なつ得とくしていたのだが。

「壱星、これは重要な情報だから、先に伝えておくわね」

　朔はいつになく深刻な表情で、言葉を継ついだ。




「実は彼、魔王になってしまうの」




「!?　え、だって十二聖だろ？」

「正確には、魔王に憑ひよう依いされてしまうのね。リュークは不幸な生おい立ちのせいで人間不信になっていたのだけれど、学園で私と出会い、恋に落ちる……けれど、その恋心によって生じた嫉しつ妬と心しんや劣れつ等とう感かんなどの負の感情を、魔王に付け込まれるの」

「はあ……それって、物語のどのタイミング？」

「第一のオーブが砕くだけてしまったまさにその瞬しゆん間かんよ。魔王の復活はその時点ではまだ不完全だから、依より代しろが必要だった。故ゆえに魔王はリュークに憑依し、天蠍聖の能力に魔王の強大な力で底上げされた恐おそるべき強敵となって、私たちに襲おそい掛かかるのよ」

「……そういうことなら、朔はリュークとは極力接せつ触しよくを避さけるのがいいだろうな。態度もそっけなくして、対応はできるだけオレがする」

「異論はないわ」

　……『アスラグ』でオレを手にかけたのはリュークだった、と考えると、オレとしても可能な限りお近づきになりたくない相手だが。

　あの大量の血液はリューク本人ではなく、魔法とかで粉々にした誰かのものだった──なんてことはないと信じたい。




「それにしても、獅し子し聖はアイドルオタクだし、モルモット校長といい、セクシー教頭といい……この世界、何な故ぜにこんなにキャラの味付けが濃こくなってるの……？」

　無念そうに嘆なげいていた朔は、続けて、驚くべきことを口にした。

「ハーミットなんて、本来は男子だったのよ」

「…………マジで!?」

「味付けどころか、素材まで違ちがう……！　可愛いから許してやらないこともないけれど、ね」

　あのハーミットちゃんが、元は男……全然想像できない。

　でもそうか、朔が彼女の名前を聞いた時に動揺していたのは、そういうことだったのか。

　モル校長がモルモットじゃなかったってことは、オレが踏ふんづけるハプニングも原作ではなかったことだろう。

「ここは朔の作った世界が基もとになってはいるけど、半分は別世界、くらいに思っていた方が良さそうだな」

「ええ……実はリヒトシュトラールでの日々について『アスラグ』に詳くわしく記されていたのは、リュークとの出会いや交流に関するものだけで、あとは魔ま王おう襲しゆう撃げきの前日まで飛んでいるの。設定は創つくり込んだ……もとい、どういう授業が行われるか等は記憶があるけれど、これからの学園生活で何が起こるかは、そもそも未知数なのよね……」

　なるほど、学園のシーンは魔王となるリュークと朔の因いん縁ねんを描えがくための序じよ盤ばんの章であって、日常描びよう写しやは薄うすかった、と。

　オレたちは、原作では描かれていない空白期間を過ごしながら、シナリオという名の運命を変えることを目指すというわけだ。




「……どうなるんだろうな、この先……」

　ポツリと呟つぶやいてベッドに目をやると、朔は例によって掛かけ布ぶ団とんに沈しずみ込み、唇くちびるの端はしからよだれを垂らしてうつらうつらしていた。

「こら、寝るな！　ここはオレのベッドだ」

「……我が眠ねむりを覚ます者は……天てん罰ばつが……」

「戯たわ言ごとぬかしてんじゃねえ、起きろー！」

　結局朔は眠り込んでしまって、オレが部屋まで運ぶ羽目になる。

　一つだけ言えることは、この先もオレは朔の世話を焼く日々が続きそうってことか……。




　ため息を吐きながら朔を抱かかえて廊ろう下かに出たところで、隣となりの二〇二号室から黒くろ髪かみ三つ編みの超ちよう絶ぜつ美形が出てきたので、ハッと息をのんだ。

　向こうも、こちらを見て目を瞠みはる。

　リューク、隣の部屋だったのか……！

　今朝同様、制服姿だが、血で汚よごれてはいない。着き替がえたのだろう。

「──今朝はどうも。新入生の壱星です。天てん蠍かつ聖のリューク先せん輩ぱいですよね」

　腕うでに抱えた朔をなるべく見せないように体の角度を調整しつつ、緊きん張ちようを抑おさえ込みながら言葉をかけた。

　謎なぞだらけの危険人物だが、将来的には聖石を渡わたしてもらわなければならないわけだし、最低限の挨あい拶さつくらいはしておいた方がいいよな。

「オレは双そう児じ聖で──」

「どうでもええ。わいに関かかわんなや」




　…………関西弁？




　まさか西洋ファンタジーな世界の超絶美形から関西弁が飛び出すと思わなくて、固まってしまった。

　いや、思い返すと初対面の時も、実は少しだけイントネーションに違い和わ感かんはあったんだけど、他ほかのインパクトが強すぎてそれどころじゃなかったんだよな。

　てかこいつ、原作では魔王になるキャラだろ。関西弁の魔王……!?

　ポカンとするオレに、リュークはみるみる不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちになり、あとは無言で部屋に戻もどっていった。







　多分これも原作とは違う部分なんだろうな～と思いつつ、翌朝、朔にリュークが関西弁だったことを話したところ。

「完っ全に著作権侵しん害がいよ！　責任者出てきなさいー！」

　と、案の定、朔はブチギレ。

「人が魂たましい込めて作ったキャラを何だと思ってるの!?　方言キャラも好きだけど、それとこれとは別問題よ……！」

　涙なみだ目めになって激げき怒どしている朔を見て、ちょっといい気味だと思うオレだった。

　ふっ、おまえも少しは理り不ふ尽じんに苦しみやがれ……。







[image: 五章　わいは最低の男や]




　今日からいよいよ授業開始。

　一限目は、朔が特に待ち望んでいた魔ま法ほうの授業〈エレメント魔法学〉だ。

「エレメント魔法学の担当、リアーナ＝エクスタシアよ。エレメント魔法学は、あらゆる魔法の初歩にして、応おう用よう範はん囲いも広い大事な魔法だから、是ぜ非ひマスターしてね」

　屋外の訓練場に集合した生徒たちを見回し、今日も胸の谷間を強調させたナイスバディな教頭は、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「魔法は基本的に、この世界の大気中に漂ただよう〈魔素〉を自分の中の〈魔力〉と共きよう振しんさせることで発動できるの。魔素の中でも〈火素〉〈水素〉〈地素〉〈風素〉の四つが四大魔素＝エレメントと称しようされるのだけど、エレメントは最も魔力と結びつきやすい、つまり魔法を使いやすいということね。ただし、残念ながら四つとも使えるわけではないわ。魔力を持つ人は全員〈属性〉を持っていて、自分の属性のエレメントだけ、操あやつることが出来るのよ」

　なるほど、属性があるのは十二聖だけじゃないんだな。

「まずは自分が何属性か、調べてみましょう。判定は、この魔導具〈エレメンタルちゃん〉をつかえば一いち目もく瞭りよう然ぜんよ」

　そう言いながらリアーナ教頭が取り出したのは、赤ちゃんくらいのサイズの巻き毛の女の子の人形だった。

「例えば水属性の私が、この子にこんな風に魔力を注ぐと……」

　切り株の上に置いた人形に向けてリアーナ教頭が手をかざすと、エレメンタルちゃんのパッチリした目からポロポロと涙が零こぼれだした。

「こんなふうに、属性に応じた特有の反応を見せてくれるの」

　おお～、と生徒たちから感かん嘆たんの声が漏もれる。

「じゃあ、次は貴方あなた」

　教頭の一番近くにいた男子生徒が手をかざすと、今度はエレメンタルちゃんの顔が真っ赤に染まり、眉まゆがつり上がった怒いかり顔になった。

「貴方は火属性ね……この紙を持って行って」

　その後、生徒が順番に判定していき、地属性は笑い、風属性はバレリーナのようにその場でくるくる回ることがわかった。

　同時に先生は火、水、地、風の属性の生徒にそれぞれ紙、コップ、泥どろ団子、風車を渡していく。

　あ、次は朔の番だ。

　朔が手をかざすと、エレメンタルちゃんは「あはははは」と笑いつつ赤面した怒り顔で涙を流しながら回転した。忙いそがしいな！

「まさか、四つの属性全すべてを持っている……!?　こんなこと、初めてだわ……！」

　その場にどよめきが起こり、朔は誇ほこらしげだったけれど、オレは「あはははは」と壊こわれたように回り続けるエレメンタルちゃんのメンタルが心配になった……別にダジャレじゃないぞ!?

　ちなみに昨夜話を聞いた通り、オレは風で、ハーミットちゃんは地属性の判定が出た。




「それでは魔法を使ってみましょう。魔法はイメージ力も大切よ。集中して、自分の周りにある魔素を手た繰ぐり寄せて呪じゆ文もんを唱えます。その時、どんな効果が出るかまで、できるだけ鮮せん明めいにイメージしてね。効果は魔力に応じたものになるけれど、一気に魔力を消しよう耗もうすると気絶してしまったり、最悪命にかかわることもあるから、くれぐれも気を付けて。最初はなるべく簡単なものを使ってみて、自分の魔力量の限界を確かく認にんしながら、色々試ためしてみましょう」

　命にかかわるって、恐おそろしいな……。

「ふふ、初体験は緊張しちゃうわね♡　怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶよ……貴方たちに配られた杖つえや剣けんには魔素を集めやすくするとともに、魔力消費量を減らしてくれる効果や、魔力残存量が少なければそれ以上魔法を使用できないようにするストッパーの役割もあるから。火属性は紙を燃やす、水属性はコップに水を満たす、風属性は風車を回す、地属性は泥団子を土人形に変えることから始めましょう。火魔法の呪文は『エンフィー』、水魔法は『ディーネ』、風魔法は『シフィル』、地魔法は『ノル』よ。さあ、杖を構えて、やってみましょう」

　風車を左手に持ち、右手の杖を向けて、風を吹ふかすことをイメージする。

「──風魔法シフイル」

　瞬しゆん間かん、ビュオオッと突とつ風ぷうが巻き起こり、周囲に舞まい上がる土つち埃ぼこり。風車は折れて吹っ飛んだ。

　び、びびった……。

「さすが双児聖」「風の申し子……」なんて声と共に視線を浴びて、こそばゆい。

「地魔法ノル。……わあ、可愛かわいい！」

　ハーミットちゃんの作った土人形は、短い手足が愛らしい幼児サイズの子どもの形で、背中には天使のような羽が生えていた。もはや土人形というより、彫ちよう刻こくレベルの完成度だ。

「やるわね、壱星、ハーミット。次は私の番よ」

　憧あこがれてやまない魔法の実じつ践せん。瞳ひとみを期待に輝かがやかせ、頬ほおを上気させた朔が、ひらりと紙を宙に放ち、かすかに震ふるえる杖の先を向けて詠えい唱しようする。

「火魔法エンフイー！」

　おお、杖から赤々と炎ほのおが発生──したのだが、紙は燃えることなく炎を通過し、ひらひらと地面に落下していく。あれ？

　朔は目を瞬またたいてから、杖の先に灯ともる炎にゆっくりと手を近づけていき……

「……ぬるい」

　炎に手を突つっ込んで、愕がく然ぜんとしたように呟つぶやいた。

　そんなまさか、とオレも恐る恐る触さわったところ、確かに冷めかけたお湯の温度。なんという見み掛かけ倒だおし……。

「つ、次よ。水魔法デイーネ！」

　気を取り直したように杖を振ふると、直後、朔のつむじのてっぺんからピューッと噴ふん水すいのように水が噴ふき出した。水芸か！

「風魔法シフイル！」

　風は起きたけど、風車は回らないレベルのそよ風。

「地魔法ノルー！」

「すごい、泥団子が、ピカピカのお団子になったよ！」

　ハーミットちゃんは無む邪じや気きに手を合わせて褒ほめていたけど、朔はガクーッと肩かたを落として憔しよう悴すいしていた。

　四大魔法は操れても、どれもこうショボいんじゃな……。

「最初は難しくても練習あるのみよ。うまくできた人も、繰くり返し使って、威い力りよくの調整や精度を高めていってね。魔力も体力と同じで使えば使うほど鍛きたえられていくし、できることが増えていくわ。ただ、その分疲ひ労ろうも溜たまるから、やりすぎは注意よ。これから私がずっぷり、じゃなかった、たっぷりテクを仕込んであげるから、がっつかないで、ね……♡」

　教頭はやっぱ意図的に妖あやしい言い回しを混ぜて、遊んでるよな……。




　二限目は〈魔法剣〉。この授業は同じ寮りようの一、二年生合同で行われる。

「おいおい、ひ弱すぎんじゃねーの、お嬢じようちゃん」

　オレンジと赤のツートンヘアのキーファ先生が、訓練場の外周ランニングの途と中ちゆうで倒たおれ込んだ朔に声を掛ける。

「すみません、こいつ、体力なくて……一周走り切っただけでかなり頑がん張ばった方なんです」

「マジで!?　ギャハハハハ、ウケる。ゴミカスじゃん！」

　ひょろっとした体を揺ゆすりながら馬ば鹿か笑わらいするキーファ先生。

　あんた、それでも教育者か!?

　ピアスはバチバチに開いてるし、ならず者にしか見えないんだけど。

「こりゃー、イジメがいがあるわ。一年はしばらく地じ獄ごくの基き礎そトレ周回コースだぜ？　時間内にこなせなかったら罰ばつとして追加メニュー倍ドン♪」

　ペロリと舌なめずりをしつつの嗜し虐ぎやく的な笑えみで告げられて、ガーン、と朔の顔が絶望に染まる。この教師、ドＳだ……！

　かと思えば、「フ……フフフ……」と突とつ然ぜん朔が笑いだしたので、ギョッとした。

「地獄の猛もう特とつ訓くん……！　これもまた覚かく醒せいへの大切な下積みね。いいわ、どんな苦難にも私は耐たえてみせる。さあ、徹てつ底てい的に私をいたぶりなさい！　私の身体からだをどこまでも嬲なぶり、弄もてあそび、痛めつくして新たなステージへと連れて行きなさい……！」

「や、グイグイ来られると萎なえるんだけど」

　両手を広げて迫せまってくる朔に引き気味になりながら、キーファ先生はオレに尋たずねる。

「おまえの姉ちゃん、変態なのか？」

　あんたが言うなって感じだけど、そうかも。




「──ほら、頑張れ、ラスト三回」

「む、無理……逝いく……」

　自分のメニューをこなした後、腹筋する朔の足を押さえてエールを送っていたが、二年生が模も擬ぎ戦せん闘とうを始めたのに気づいた。

　先生に呼ばれて前に出てきたのは、長い黒くろ髪かみを三つ編みにしたオッドアイの長身──リュークだ。先生はリュークともう一人の生徒の剣に自分の手を向けて何か唱えている……あ、危険がないように切れ味を抑おさえる魔ま法ほうかな。

　二人が距きよ離りをあけて向かい合い、「始め！」の声と同時にリュークが動いたと思ったら、流れるような動作で剣を振るい、相手の武器が落下した。

「勝負ありー！」

　ほう……と思わず吐と息いきが口から漏もれる。

　研とぎ澄すまされた、蠍さそりの毒針のごとき一いち撃げき必殺。

　無む駄だな動きが全くない、洗練された剣術に、鳥とり肌はだすら立っていた。

　リュークがつまらなそうな顔で待機スペースへとやってくると、先日の湖のように自然と人が避よけて道ができた。

「やっぱ天てん蠍かつ聖は強すぎる……」「勝てる気がしないぜ」「お近づきになりたいけど、取り付く島もないよね」「そこがまたクールで素す敵てき……」と生徒たちの囁ささやく声。

　次に出てきたのは、レオンだった。

　リュークと同様、「始め！」の声が響ひびくやいなや、あっという間に勝負がつく。

「お見事！」「さすが寮長！」「てかおまえ、リュークに張り合いすぎ！」「もう少し手加減してくれよ……」

　戻もどってきたレオンを、対戦相手も含ふくめて生徒たちが取り巻いた……寮長だけあって信望が厚いというか、人気があるようだ。

　リュークも高たか嶺ねの花的な人気はあるみたいだけど、対照的だな。




　授業は一コマ九十分制なので、二限目が終わると昼休み。

「もう……私はここまでのようだわ」

「どんな苦難にも耐え抜ぬくんじゃなかったのか」

　大食堂のテーブルにぐったりと突っ伏ぷす朔の頭を、ハーミットちゃんがよしよしと撫なでる。

「よく頑張ったね。ランチで食べたいものあったら、買ってくるよ？」

「何も喉のどを通らない……」

「でも少しは食べとかないと、体がもたないよ」

「……じゃあ、ガルーダの卵とウォーターゴブリンの薄うす切ぎりをキリストの肉体で挟はさんだものを……」

「そんなの学食にあった??」

「えーと……多分、野菜玉子サンドのことだと思う。オレが買ってくるよ」

　キョトンと目を瞬くハーミットちゃんに注ちゆう釈しやくを入れてから、二人でカウンターへと足を運ぶ。

　ウォーターゴブリン＝河童かつぱ＝キュウリ、キリストの肉体＝パンなんだろうが、文化圏けんの違ちがう異世界じゃ絶対通じないだろ……いや、元の世界でも通じないか、オレ以外。

　自分用の煮に込こみハンバーグランチと朔のサンドウィッチをトレイに載のせて、ハーミットちゃんと席に戻ったところで。

　少し離はなれたテーブルの端はしの方で、リュークが一人で食事をとっているのが視界に入った。

　あいつは原作ではオレを殺す魔王になる奴やつだ。

　物ぶつ騒そうだし、もう必要に迫られない限り近付かない方がいいと思うけど……いつも一人だよな、リューク。




　三限目は〈歴史学〉。リヒトシュトラールでは剣けんと魔法関連以外にも、算術、幾き何か学がく、歴史学、論理学、天文学、音楽などを教養科目として修めることになっている。

　異世界の歴史ってどんなだろう、と興味深く聞いていたのだが、隣となりに座った朔は開始五分でよだれを垂らして爆ばく睡すい。おい、初日！　しかも最前列だぞ!?

　実は元の世界でも朔は居い眠ねむりの常習犯で、通知表のコメント欄らんには厨ちゆう二に病な言動について以外だと「いつ見ても寝ねています」「毎日よく寝ています」「起きている時は真ま面じ目めに授業を受けています」みたいなことばかり書かれていた。

　魔法剣の授業で体力を使って、お昼を食べた直後の歴史の授業なんて絶対ヤバいだろ、もっと後ろの目立たない席にした方がいいんじゃないかと授業前に忠告したのに、どんな講義か気になる、大だい丈じよう夫ぶだ、緊きん張ちよう感かんを保ちたいからと最前列を選んだのは朔自身で、にもかかわらずこの体ていたらく。

　何度起こそうと突つついても駄だ目めで、担当教官は朔を見るたび口元を引きつらせ、額をピクピクさせていた。




　四限目は〈神しん獣じゆう魔物学〉。

　奇くしくも、ユニコーンが講義で取り上げられた。

「ユニコーンの角には、毒に汚よごされた水を中和するなど、邪じや気きを清める効果があり──」

　そうそう、一応そういう立派な特性もあるんだよな。単なる処女厨じゃなくて。

　他ほかにも魔物の生態や特とく徴ちよう、弱点などから生息地帯まで、戦せん闘とうすることになったら役立ちそうな知識を色々と教えてくれるいい授業だった。

　前の時間の反省を生かして今度は後ろの方に席を取った朔は、例によってコクリコクリと舟ふねをこいでいたけど……。




　五限目は〈魔法薬学〉。

　アスラグ世界で治ち癒ゆ魔法を使えるのは処女聖だけだけど、病気や傷の回復を早めたり、様々な効果を及およぼす魔力を宿した薬草は存在するらしい。

　今日は植物園で栽さい培ばいされている基本的な薬草の特徴や、よく似た植物の見分け方、煎せんじ方を覚える授業。これも非常に実用的だ。ちゃんと身に付けよう。




「──あー、やっと授業が終わった。これからどうする？」

「訓練場で魔法の練度を上げるわ」

　朔は待ちわびたというように、杖つえを取り出してグッと握にぎる。

「三、四時限で仮か眠みんをとって気力も充じゆう溢いつしたし」

「教師陣じんのお前を見る目は充血してたがな。じゃあオレも──」

「なあなあ、俺らこれから校内探検がてら西の方のカフェに行こうと思うんだけど、壱星たちも行かねえ？」

　クラスメイトの一年生グループに誘さそわれて、一いつ瞬しゆんだけ迷ったけど、すぐに頷うなずいた。

「いいな、行く行く！」

　せっかく誘ってくれたんだし、新生活の滑すべり出しで人間関係を広げておくのも大事だろう。ハーミットちゃんも「私も行く」と賛成する。

「朔ちゃんも一いつ緒しよにどう？」

「私には果たすべき使命があるの……」

　そう言い残して、去っていく朔。昔からよく言ってた台詞せりふだけど、今は本当にあるんだよな……周りがポカンとしているのは変わらないけど。

「あいつ超ちようマイペースなんだよ。で、西のカフェって噂うわさの『ゾンビパフェ』があるとこだよな？」

　オレが話題を振ふると、「そうそう、ヤバそうなアレ」「でも気になる」とみんなすぐに何事もなかったように明るく話し出した。




　　　　[image: くぎり]




　入学してから二週間がたち、だいぶ学園生活にも慣れてきた。

　時々出てくる厨二感バリバリの呪じゆ文もんや設定にはうわーとなったけど、こういう世界なんだからいちいち照れてても仕方ない、順応できなきゃ死ぬ！　と開き直ることにして、わりとどの授業でも教えられたことを吸収できていると思う。

　もともと新しいことをしたり、知識を広げたりすることは好きなんだ。

　ホームシックに襲おそわれる回数も、だんだん減ってきていた。

　一方朔は、おまえ馴な染じみ過ぎだろ！　というくらい生き生きと異世界ライフを満まん喫きつしている。

　相変わらず魔ま法ほうは思うように使えないが、

「今は大きすぎる力を持て余しているだけ……絶対、才能は開花するわ。私は月の女め神がみの生まれ変わりだもの……！」

　そう自分に言い聞かせて、毎日放課後に訓練場で自主練して、寮りように戻っても隙すき間ま時間を見つけては、魔力のほぼ限界までみっちり練習。とはいえ悲ひ壮そうな様子は全くなく。

「見て壱星、この炎ほのお、お風ふ呂ろくらいの熱さになったわ！　これならカイロとして活用可能よ！」

「見て壱星、ピカピカ団子のカラーバリエーションが増えたの！　綺き麗れいでしょう。崇あがめ奉たてまつりなさい……！」

　へっぽこ魔法でも使えるのは嬉うれしくて仕方ないようで、夢中であれこれ試ためしている。

　朔は普ふ段だんはぐうたらだけど、自分が好きなものへの情熱と集中力はすごいのだ。

　魔法剣の筋トレでは毎回ぶっ倒たおれてるが、

「この辛つらさが、この苦しみが、私を目覚めさせるのよ……さあもっと！　もっと痛めつけるがいいわ！」

　などとハアハア言いながら起き上がり、ドＳ教師にさえ引かれつつ、なんとかメニューを消化している。

　教養科目は完全に睡すい眠みん時間と化し、教師陣のヘイトを積み上げてそうで怖こわいけど……。

　この世界にきて、魔法も体力もいま一つな朔だったけれど、剣才にともなう運動神経だけは飛ひ躍やく的にアップしており、それも大きなモチベーションになっているようだ。

　ちなみに身体能力補正はオレにもかかっていて、特にバネと身の軽さ、動体視力は朔に負けないくらい向上していた。




　さて、放課後、オレは林の中の小道を歩いていた。

　手には、様々な魔法薬が入った袋ふくろを提さげている。

　学園内にある魔法薬屋さんに買い物に行った帰りなのだ。

　ＲＰＧの最初の町で何を買うかって言ったら、朔はその時点で買える一番強い武器を買うタイプで、オレはまずは薬草を買い込むタイプ。

　というわけで、昨晩学園内にも魔法薬を売っているお店があると聞いて、早さつ速そく買い出しにきたのだった。自分で調合できるようになるには、まだもう少しかかりそうだしな。

「ん……？」

　通りかかった池のそばの地面に何かがいるのに気づいて、目を凝こらす。

「グ……グエ……」

　直径八センチほどの青緑のカエルが、ひっくり返って悶もだえていた。

　白くてまるいお腹なかをひくひくさせて、苦しそうだ。

　どうしたんだろう？　病気だったら魔法薬で治してやれるかもだけど、魔法薬にしても、なんにでも効くわけじゃないしな。

　患かん部ぶか症しよう状じようが分かれば……このカエルに聞ければいいのに…………あっ、そうだ。




「我われは思考する。水面の漣さざなみ・潤じゆん沢たくなる花はな緑ろく青しよう・或あるいは鉄のハインリヒ。無限に続く重なる世界の存在の一ひと滴しずく。シュレディンガーの影かげ法ぼう師し。此こ処こに産うぶ声ごえを上げる禁きん忌きの器うつわ。顕けん現げんせよ──『合わせ鏡ドツペルゲンガー』！」




　全身の細さい胞ぼうの発熱と沸ふつ騰とう、激しい動どう悸きを経て、オレは目の前の青緑色のカエルそっくりに変身する。

『おい、大だい丈じよう夫ぶか？　どうしたんだ？　どこが痛いんだ？』

『ひ、久々のシャバではしゃいで、虫を爆ばく食ぐいしちまった……腹がはち切れそうだ……！』

　もしかしたら、と呼びかけてみたら、カエルの声がちゃんと言葉として聞こえてきた。

　食べすぎか！

　幸い、腹痛に効く薬も購こう入にゆうしていたから、地面に置いていた袋の中から引っ張り出す。

『ほら、これ飲めば楽になるはずだ』

『おう…………本当だ！　嘘うそみてえに痛くなくなった！』

　薬を口に流し込むと、カエルはほどなくしてパッと表情を明るくした、気がした。

　さすが魔法薬、即そつ効こう性せいが半はん端ぱない。

『マジで恩にきるぜ！　お礼にハエやバッタでもしとめて贈おくりたいところだが……』

『遠えん慮りよしとく。元気になったなら、何よりだ』

『そうか？　じゃあ、ご主人が心配してるだろうし、オレは帰るわ。カエルが帰るってな。ケケッ』

　痛みが消えてテンションが上がってるのか、くだらないことを言いながら、カエルはチャポンと池に飛び込み、スイスイ～ッと平泳ぎで去っていった。

　ご主人……って誰だれかのペットだったのか。

　さて、元の姿に戻もどるか、と思ったところで。




「ラスコーリニコフ！」

　突とつ然ぜん低音の美声が響ひびいたと思ったら、黒くろ髪かみ三つ編みの絶世の美青年が駆かけ寄ってきた。

　リューク!?

「こんなとこに居おったんか、ラスコーリニコフ。いきなり檻おりから逃にげ出したりして、心配させんなや……」

　心底安あん堵どしたというように深々とため息を吐はきながら、カエル姿のオレを掌てのひらに包む。

　ご主人ってリュークのことだったのか!?

　そしてあのカエル、こんな罪と罰ばつに苦く悩のうしてそうな名前だったとは……。

「わいにはおまえしか心を許せる相手がおらんのや、ラスコーリニコフ。おまえに何かあったら、わいは、わいは……！」

　オレを見つめるオッドアイの瞳ひとみが、じんわり潤うるんでいく。

　唯ゆい一いつの話し相手がペットのカエル……!?

　孤こ高こうのミステリアスビューティーって印象だったのに、こいつこんなキャラだったの!?

「……自分でも情けない思うねん。人相手だと、緊きん張ちようして顔が強こわ張ばって、うまく言葉が出てこおへん。命令みたいに、ぶっきらぼうになる。暗くて陰いん気きで、こんなん嫌きらわれて当然や。同じ十二聖でも、人望が厚いレオンとは雲うん泥でいの差で、ただただ、惨みじめや……」

　近くに置かれていたベンチに腰こしを下ろし、ぼそぼそとオレに語り掛かけるリューク。

　え、人ひと嫌ぎらいというより、人見知りのコミュ障だったってこと？

　えええー。マジかよ、魔王……！

　でも、オレに関かかわんなって言ったのは……と内心首を傾かしげたところで「たまには近づいてくれる奴やつもいてるけどな……」と聞こえてきて、耳を澄すます。

「せっかく話しかけてもろても、わいはやっぱり、近寄んなって言うてまうねん。本当はめっちゃ嬉しいんよ。でも、仲ようなって、こんな性格やって知ったら、きっとガッカリするやろ？　そう思うと、怖くて……心を許した後で嫌われて離はなれられるくらいなら、最初から近寄らん方がええ。でも、寂さびしいんよ……ほんまに救いがないなあ……」

　な、なんというマイナス思考の豆とう腐ふメンタル……。

　傍はたから見たらとても恵めぐまれたスペックの持ち主なのに、朔曰いわく『不幸な生おい立ち』とやらが相当トラウマになっているのだろうか。

「ウジウジして、情けなくて、こんな惨めな人生が続くだけなら……もう……」

　リュークはオレをベンチの左ひだり隣どなりに置くと、スラリと左手で剣けんを抜ぬき放ち、その刃やいばを自分の右手首に当てた。

『待て、やめろー！』

　とっさに目の前の整った顔面にべたんと張り付くと、「ひゃあっ、ぬめぬめする！」と悲鳴を上げるリューク。魔王が「ひゃあっ」て。

　しかし刃は手首からはずれたものの、その右みぎ腕うでをスッとかすって、切り傷から鮮せん血けつが流れだした。

「──おまえ、馬ば鹿かなことすんなよ！」

「!?」

　地面に着地して変身を解き、目を瞠みはるリュークの右腕に、とりあえず止血をとハンカチを巻いたけれど、みるみる血が染しみていく。

「そうだ、切り傷用の魔ま法ほう薬──」

　地面に置いたままの袋を取りに行こうとしたオレを、「いらん、すぐ治る！」とリュークが引き留めた。あ、そういえばこいつ、そういう体質だったっけ。

　リュークはしまった、というように口を手で押さえて顔をしかめてから、問う。

「どうして壱星が……ラスコーリニコフは……？」

「ちょっと訳あって、あいつに変身してたんだ。本物はご主人のとこに帰るって言って泳いでいったぞ」

「……つーことは、もしや、さっきのわいの話、全部聞いて……？」

「ああ。悪かった。急なことで驚おどろいて、戻る隙すきがなくて」

　オレが両手を合わせて謝ると、リュークの白はく皙せきの頬ほおがかあーっと赤く染まっていった。

「～～～やっぱり、死ぬ！」

「だから早まるなって!!」

　刃を自分の腹に向けて突つき刺さそうとするリュークを、慌あわてて押さえ込む。

「てかお前、もしかして最初に会った時もリストカットしてたのか？」

「……そうや。手首切ったくらいじゃ、死なへんのはわかっとるが、ときどき発ほつ作さ的に切りとうなる……ハンカチ、ダメにしてもうて、すまんかったな」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで言いながら、リュークが右腕のハンカチをほどくと、傷口がすうっと閉じていった。

「不気味やろ？　生まれつき、こんなバケモンみたいな体質なんや」

「そんなことない。超ちよういいじゃん！　羨うらやましいくらいだぜ」

　力強く言うと、リュークは信じがたいというようにまじまじとオレを見つめた。

「けったいな奴や……」

「どんな怪け我がも治るのか？」

「心臓を抉えぐり取るとか、首を切断するとか、体を真っ二つとかにすれば流石さすがに死ぬんちゃう？　……そこまでする度胸はないんや。マジでクズやろ……」

「あー、もう、そんな自分を追い詰つめるなって！　最初に会った時、『このことは誰にも言うな』って言ったのは、この再生能力をバラされたくなかったからなのか？」

「せや。血ち塗まみれになるくらいひどい怪我したのにピンピンしとるのが知れ渡わたったら、注目浴びる思て……頼たのむ、このことは秘密にしてくれ」

「いいけど、別に隠かくさなくていいと思うけどな……」

　それに、剣であんな風に脅おどさなくても……と思ったタイミングで、リュークがすうっと目を細めるやいなや、座ったままヒュンッと刃を閃ひらめかせた。

「!?」

　何事だ、と身を硬かたくするオレの前で、リュークはすぐに剣を鞘さやに納めると、懐ふところから袋ふくろと箸はしを取り出し、地面に落ちたハエの亡なき骸がらを確保した。

「ラスコーリニコフの餌えさ、ゲットや」

「………………あの時ももしかして、餌を取るためにハエを斬きったのか？」

「せや」

「話の途と中ちゆうで断りもなく剣を使うなー！　身の危険を感じるだろ！」

　オレが声を張り上げると、リュークは目を瞬またたいてから、長い睫まつ毛げを伏ふせてうなだれた。

「かんにんな……わい、ほんま昔から空気読めん奴やねん。知らん間に人をビビらせて、不快にさせて……わいは最低の男や。クソ野や郎ろうや。もう、消えてしまいたい……！」

　憂うれいの表情で嘆なげくリュークは外見的には非常に美しいのだが、言動はとても残念だ。

「これから気を付けてくれたらいいから、顔をあげろよ。てか、なんでそんなに自信ないか不思議なんだけど。学園でお前に憧あこがれてる奴、いっぱいいるぜ？」

「そんな嘘つかんでええ。みんな、わいのこと遠巻きにして、煙けむたがられてんのはわかっとる」

「それは高たか嶺ねの花と思って近づけないだけで、本当は仲良くしたいって……」

「同情はいらん」

「同情じゃなくて！」

　どうにももどかしくなって、リュークの両りよう肩かたを持って、背そむけようとした顔を覗のぞき込みながら力強く言う。

「少なくとも、オレはリュークと友達になりたい！」

　美しいオッドアイの双そう眸ぼうが衝しよう撃げきを受けたように揺ゆれた。

「嫌われるかもとか心配すんな。もうさっきので本ほん性しようわかったし、幻げん滅めつしたりしない。それに、リュークは自分が思ってるより、ずっと魅み力りよく的な奴だぜ」

「…………」

「……あ、悪い、馴なれ馴れしかったか」

「そ、そんなことあらへん。じゃあ、その……と、友達、になってくれるか……？」

「もちろん！　よろしくな！」

　手を差し出すと、リュークは顔をパッと輝かがやかせ、握あく手しゆした手をブンブンと振ふった。

　……ハッ、こいつには近付かない方がいいと思ってたのに、つい勢いで友達申しん請せいしてしまった……！

　でもこんな裏の顔見ちゃうと、放ほうっておけないよな。

「ところでリュークのその話し方……」

　みるみる、整った顔がどんよりしていく。

「変やろ？　わいの出身地方の言葉やねんけど……」

「全然。関西弁、カッコいいじゃん」
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「関西弁？」

「えっと、リュークみたいな言こと葉ば遣づかいのこと、オレの故郷ではそう呼ぶんだよ」

「……でも最初、呆あきれとったやん」

「ビックリはしたけど、呆れてはいないぜ。カッコいいと思うし、オレは好き」

「……壱星、ええ奴やな……」

　感動したように目を潤うるませるリューク。実はめっちゃ素す直なおで純じゆん粋すいな奴なのでは。

「人相手だとうまく話せないって言ってたけど、普ふ通つうにしゃべれてるじゃん」

「それは……最初にラスコーリニコフだと思って話してた流れで。本性全部バレたし」

「たぶん、よく見せようと思うから緊きん張ちようするんだよな。いつも素のリュークのままでいいのに」

「……壱星がいてくれたら、他ほかの奴とも話せるようになるかもしれん。壱星は双そう児じ聖やろ？　壱星がわいと……友達、になってくれるんは、わいが同じ十二聖の、天てん蠍かつ聖だからか？」

　淡たん々たんとしながらも友達、のところだけ声を小さくして頬を赤らめるのやめてくれ。オレまで気き恥はずかしくなってくる。

「いいや、リュークが本当は寂さびしかったってわかったから。悪い奴やつじゃなさそうだし、仲良くなれそうな気がしたからさ」

　オレも知り合い少なくて、心細かったしな。

「そんな理由じゃ嫌いやか？」

「……嫌やない。そうか……関係ないんか……」

　リュークはふっと微笑ほほえみながら、うなじのところに手を当てる。

「もしかして、そこに聖石があるのか？」

「ああ。見るか？」

　長い三つ編みを前に流し、露あらわになったうなじには、青の水聖石が埋うまっていた。

　マークは処女聖によく似た、「ｍ」の先に毒針を表すような矢印がついた蠍さそり座ざのシンボル。

「リュークの再生能力は、天てん蠍かつ聖のスキルってわけじゃないんだよな？」

「ああ。もっとおぞましいもんや……」

　リュークの顔がまた暗くなったので、すぐに話題を変える。

「リュークの剣けん術じゆつ、すごいよな。達人の剣って感じ」

「そんな大したことあらへんけど……人前で怪我して、回復するところを誰だれかに見られたら、不気味がられると思って。それで傷つけられないよう、必死に鍛たん錬れんしたんや……」

「そんな理由!?」

「ほんまにこんな陰いん気きな奴で、ガッカリやろ？　わいもこんなわいが、嫌きらいや……」

「ギャップはあったけど、むしろ親近感湧わいたぞ。あんだけ強くなるには、相当練習したんだろうな」

「……いつも一人やから、時間はぎょうさんあるしな……」

「だから自じ虐ぎやく的になるなって！　──腹減ってきたな。夕飯食べに行こうぜ」

　オレが背中を叩たたいて促うながすと、リュークはかすかに頬ほおを紅潮させ、コクリと頷うなずいた。

　この、表情はあまり動かないけど感情がわかりやすいところ、誰かに似てるな……。




「誰かと食事を摂とるなんて、いつ以来やろな……」

　寮りようへと向かって歩きながら、しみじみとリュークが呟つぶやく。

「リュークは何が好物なんだ？」

「ふわとろオムライスや」

「かわいいかよ！」
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　翌朝、寮食堂の適当な席について食事を始めていたら、リュークがカウンターで朝食を購こう入にゆうしているのに気づいた。

　リュークは振り返り、オレと視線が合うと目を輝かせたが、すぐ傍そばに朔やハーミットちゃんもいるのを見て、他の席へ向かう仕草を見せる。

「リューク！　隣となり、座れよ。空いてるぜ」

　手を振って声を上げると、リュークは少し固まってから、無表情ながらもいそいそとこちらにやってきた。

「紹しよう介かいするな、オレの双ふた子ごの姉の朔と、ハーミットちゃん。二人ともオレと同じ一年生」

　朔に惚ほれられてしまったら困るけど、仲間になる以上、完全に接せつ触しよくを断たつわけにもいかないだろう。

　内心ドキドキしながら紹介したが、リュークは少し頭を下げた朔にも、「よろしくね」と柔やわらかく微笑むハーミットちゃんにも、そっけなく無言の会え釈しやくだけ返した。

　とりあえず、一ひと目め惚ぼれをしたようなそぶりはない。

「──壱星、ラスコーリニコフが腹痛で苦しんでたのを、助けてくれたんやって。なんて礼を言ったらええか……」

「ああ、たまたま魔ま法ほう薬を買い込んだ直後だったからな……ってリューク、カエル語が分かるのか？」

「ああ、動物言語学は得意や。後期の選せん択たく授業で習えるで」

「そんなファンシーな科目もあるのか～。ラスコーリニコフ、その後はもう何ともないって？」

「ああ、お陰かげ様さまで。……壱星はほんまに天使みたいやな……」

　熱っぽい瞳ひとみでしみじみ言われて、飲みかけてた牛乳を思いっきり噴ふいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、壱星!?　どないしたん!?」

「ゲホッゴホッ……お前がいきなり突とつ拍ぴよう子しもないこと言うから……」

　咳せき込んで涙なみだ目めになったオレの背中をさすりながら、リュークは眉まゆを寄せる。

「せやかて壱星」

　どっかの高校生探たん偵ていみたいに呼ぶな。

「別に変なこと言うたつもりはないで？　壱星はわいだけやない、ラスコーリニコフまで救ってくれた。優やさしくて明るくて眩まぶしくて、傍にいると幸せな気分になれて……わい、壱星に会えてよかったって心底思うわ」

「やめろー！　真顔で恥ずかしいこと言うなー！」

　なんだこいつ、ド天然!?

　ひとたび心を開くとこんなに変わる……!?

「すごい、壱星君。いつの間にこんなにリューク先せん輩ぱいと仲良くなったの？」

　ニコニコしてるハーミットちゃん……この子の反応もちょっとズレてない？

「まさかのＢでＬな展開……!?」

　朔、ちょっと嬉うれしそうにしてんじゃねえ！

「何か困ったことがあれば、言うてな。今度はわいが、壱星の力になりたい。一度と言わず、何度でも……壱星は、かけがえのない生しよう涯がいの友達や──」

「いや、重いわ！」

　でも友達でよかった。




　朔に惚れたらどうしようと心配していたが、リュークはもっぱらオレに懐なつきまくって、その後も朔にどうこうという気配は見られなかった。

　刷り込み、みたいなものなのだろうか。最初に心を開いた相手がオレだったから……ただ朔曰いわく、前世よりもあからさまに素直でデレデレらしい。

　ペットの姿になったオレに情けない本ほん性しようを全部さらし、嫌われるという不安がなくなったからか？

　崇すう拝はいするのはやめて欲しいが、闇やみ堕おちの心配はかなり薄うすまったような気がする。

　このまま上手うまいこと魔王復活の未来が消えてくれるといいんだけど……。

　なお、リュークの関西弁など、『アスラグ』世界の設定が色々と変わっていることに最初は憤ふん慨がいしていた朔は「パラレル世界だと思ってすべてを受け入れることにしたわ……なんでもモグモグできた方がオタ活の幅はばが広がって楽しめるしね」と、一応折り合いをつけたようだった。

　よくわからないけど、受け皿が広いに越こしたことはないな。




　　　　[image: くぎり]




　入学して三週間たつと、魔法剣でもやっと筋トレオンリーではなく、剣を握にぎっての訓練が始まった。

「私の鮮あざやかな剣技に誰もが見み惚とれ、剣聖と謳うたわれた月の女め神がみの面おも影かげを見み出いだすに違ちがいないわ……！」

　そう語り、満を持して授業に臨のぞんだ朔だったが、剣を振ふるとどうしても例の「ひょーん！」という掛かけ声が漏もれてしまうという、悲しい業カルマを背負っていた。

　故ゆえに初見の時のオレ同様、みんな「すごい……けど、何……!?」と奇き声せいの方が気になりすぎて、半笑い。

「……別に賞賛が欲しいわけじゃないもの……！」

　朔はそう強がりながらも涙目になっていたから、本当はチートっぷりを見せつけてちやほやしてほしかったのだろう。ドンマイ。

　オレの方はと言えば、体はある程度の剣けん術じゆつスキルを既すでに身に付けていたようだが、朔のようにあっさりと脳が馴な染じむことができず、感覚を調整中。とはいえ、全くの初心者状態ではないのは助かった。あとはここからどれだけ伸のばせるか……。

　毎日新しい魔法を覚えて、汗あせだくになるまでトレーニングをして、放課後は課題や自主練に追われて……忙せわしなく日々は過ぎていった。







　石いし畳だたみの通りの両サイドに並び立つ店、呼び込みの声、行き交かう人々の喧けん騒そう。

「さすが『第二の王都』と謳われる商業都市シベルアパレス。活気があるね～」

　日曜日の午前中、オレ、朔、リュークはハーミットちゃんに誘さそわれて、学園から北東へ森を抜ぬけたところにある、大きな街へ遊びに来ていた。

　たまには気分転てん換かんにこんな日があってもいいだろう。

　高い壁かべに囲まれた中に広がるシベルアパレスは、グリュフェンスター国北部の観光都市としても有名らしく、入り口の関所を抜けたらすぐに繁はん華か街がいが広がっていた。

　立ち並ぶ家々はカラフルで、街を歩く人々の肌はだや髪かみの色、服装も幅はば広ひろい。

　花か壇だんだけでなく壁や橋などあちこちに花が飾かざられ、店先に下がったユニークな看板や、店頭に並ぶ物もの珍めずらしい雑貨や食べ物を眺ながめるだけでワクワクする。

　リヒトシュトラールにもお店は色々あって、敷しき地ち内だけで生活に不便はないのだが、人とモノの流通量やバラエティは比べ物にならない。

　見るもの全すべてが刺し激げき的で、テンションが上がった。

「街に来るなんていつ以来やろ……」

　通りに溢あふれる人の波を見て、早くも疲つかれたような表情のリューク。

「人込みは苦手か？」

「ああ……物珍しそうにじろじろ見られるしな。ほら、わいの目、普ふ通つうと違うし……」

「違うってことは、魅み力りよくだと思うけどな。カッコいいじゃん、オッドアイ」

「壱星……！」

「ふふ、またリューク先輩をメロメロにしてる」

「壱星は天然タラシなのよ……待って、あそこのオークの串くし焼やきが私を呼んでいるわ」

　朔が目を付けたのはオークじゃなくてただの豚ぶたの串焼きだったけど、焼き加減が絶ぜつ妙みようでなかなか当たりだった。

「今日はハーミットちゃんが行きたいお店があるんだっけ？」

　買い食いをしながら尋たずねると、ハーミットちゃんは「そうそう」と頷うなずいた。

「生き地じ屋さんなんだけど、みんなは興味なければ、別行動でお昼前に待ち合わせすることにしようか？」

「生地って、何か作るの？」

「うん、私、洋服や小物を作るのが好きなの。今日の髪かみ飾かざりや、昨日着てたパジャマは手作りだよ」

「マジで!?　あの超ちよう可愛かわいいネグリジェが!?」

　昨晩、例によってオレの部屋で眠ねむってしまった朔を三階に運んだ時、たまたま廊ろう下かに出てきたネグリジェ姿のハーミットちゃんに会ったんだ。

　甘いフリルとレースに飾られながらも上品で清せい楚そなシルエットで、どこのお姫ひめ様さまか妖よう精せいかと思うくらいめちゃくちゃ似合ってたけど……あれが自作って半はん端ぱないな!?

「ふふ、可愛いって言ってくれてありがとう。可愛いものを作ってる時が一番幸せなんだ」

　嬉しそうに頬ほおをほころばせるハーミットちゃん。

「久しぶりの買い出しだから時間かかりそうだし、朔ちゃんたちが回りたいところがあるなら、行ってきて」

　そういうことなら、と昼食までは別行動することにした。




「この曇くもりなき刃やいばの輝かがやき……吸い込まれそうなオーラ……まさかこれは円えん卓たくの騎き士しランスロットが所持したという希代の聖剣『アロンダイト』……！」

　ふらりと入った武器屋で、鞘さやから出した剣を掲かかげて唸うなり声を上げる朔に、「そうなん!?」と驚おどろくリューク。

「そちらは量産品なので、比ひ較かく的てき手ごろにお買い求めになれますよ～」

　近付いてきた店員からニコニコと説明され、朔は無言で剣を納め、元の場所に戻もどした。

　は、恥はずかし……。

　一くくりに剣と言っても長さや形は様々だし、槍やりや斧おの、弓に杖つえ、モーニングスターなど店内にはありとあらゆる武器が揃そろっている。うーん、ロマンだな……。

　朔ほどのめり込むことはないけど、オレも漫まん画がやゲームは好きだし、ＲＰＧの攻こう略りやく本ぼんなんかは読み込むタイプ。武器屋や防具屋、魔ま法ほう道具店などを興味深く巡めぐっているうちに、あっという間に時間が過ぎた。

　そろそろだな、と時計を見た時、ふと思いつく。

「あの、魔法の目覚まし時計とか、置いてませんか？」

　毎朝朔を起こすのに苦労してるので、もしそんな便利アイテムがあるならと駄だ目めもとで店員に聞いてみたのだが、なんと「ありますよ」との返事が。

「強力な覚かく醒せい魔法でどんな人でも爽さわやかにお目覚め。更さらに、指定した人にだけ魔法が作用するようにも設定できるので、周囲への騒そう音おんも気にならない画期的な一品です」

　最高じゃないか！

「これさえあれば、早朝に起き床しようして朝練に努めることも可能ね……！」

　朔もいつになく意識高いことを言って、店員が持ってきてくれるのを待っていたのだが。

「こちら、十万五千ルドになります」

　高たけえ～～～！

　一ルド＝一円である。

　ツンデレじいちゃんから小こ遣づかいは多めにもらっているが、ほいほい買える値段ではない。

　上級魔導技師でないと作れない品なので、どうしても値が張ってしまうとのこと。

　後ろ髪がみを引かれながらも、店を後にした。




　待ち合わせ場所の大広場の時計台へ行くと、亜あ麻ま色いろの髪の美少女を囲むように、見知らぬ男二人が立っていた。

「友達と待ち合わせしてるので……」

「えー、じゃあ友達も一いつ緒しよにさ……」

　男が馴なれ馴れしくハーミットちゃんの肩かたに手を置く様子を見て、ナンパか、と悟さとると同時に、隣となりにいた朔が走り出した。

「その汚けがらわしい手を離しなさい、発情期の雄おす豚ぶたども」

　あっという間にハーミットちゃんのそばに着くと、ビシッと指をさして冷ややかに言い放つ朔。喧けん嘩か腰ごし過ぎるだろ！

「身の程ほどを知らなければ、世にもおぞましい呪のろいがその身を襲おそうわ……臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・烈れつ・在ざい・前ぜん！」

「な、なんだこいつ……」

　いきなり九字を切りだす朔に男たちがひるんだところで、「すみません」とオレも到とう着ちやく。

「うちの連れに用事ですか？」

「……いえ、何でもアリマセン」

　一いつ瞬しゆんイラッとしたような表情をしたナンパ男たちだったが、オレの後ろに視線を向けるや、青ざめてそそくさと離はなれていく。

　振ふり返れば、リュークが絶対零れい度どの瞳ひとみでガンを飛ばしていた。

　かと思うと、ふうーっとため息を吐つく。

「よかった、一緒に昼食食べることになったらどないしよ思ったわ……」

　こいつ、初対面の相手に緊きん張ちようしてただけ？

「助けてくれてありがとう。しつこくて困ってたんだ」

「こっちこそ、一人にしてごめんな」

「ううん、私から言い出したんだし。見たいものは見れた？」

「ええ。ハーミットも戦果は充じゆう分ぶんのようね」

「うん！」と満面の笑えみで頷くハーミットちゃんの背中の大きなリュックはパンパンで、棒に巻かれた反たん物ものが何本か隙すき間まから飛び出していた。




　昼食は『樫かしの木き亭てい』という店で名物のシベルア牛のハンバーガーを食べた。

　かぶりついた瞬間肉にく汁じゆうが溢れ出し、スパイスの利きいた甘あま辛からいソースと新しん鮮せんな野菜、ほのかに甘みのあるこうばしいバンズが一体となって美味。シベルア牛は魔力を回復する効果もあって、魔法使いには尚なお更さら美味おいしく感じられる食材なんだって。

　サックリほくほくのポテトとオニオンフライの山盛りを四人でシェアして、山やま葡ぶ萄どうの炭酸水でのどを潤うるおして一息ついたところで。

「壱星君、朔ちゃん、お願いがあるの！」

　そんな言葉とともに、ハーミットちゃんが一枚のビラを机の上に出した。

「『流星祭りコンテスト参加者募ぼ集しゆうのお知らせ』？」

「さっきの広場で来月二十日、〈流星祭り〉のイベントとしてファッションコンテストが開かい催さいされるんだって。それに作品を出展したいから、二人にモデルをやって欲しいの」

「「……モデル!?」」

　朔と声がハモった。

　朔もキョトンとしているところを見ると、原作にはなかったイベントなのだろう。

「壱星君と朔ちゃんなら、オリヴィアとケウロスのおそろい衣い装しようも最高に似合うと思うから──」

「「オリヴィアとケウロス？」」

　再びハモるオレたちに「え、もしかして〈流星伝説〉知らない？」と目を瞬またたくハーミットちゃん。

「壱星君たちの地方ではマイナーだったのかな。えーと、この大陸の古い伝説でね……」

　ハーミットちゃんが語ってくれたところによると、こうだ。




　昔、空にある王国のお姫様オリヴィアが、お抱かかえのドレス職人の若者ケウロスと恋こいに落ちた。だが、身分違ちがいの恋だったから、二人の関係に気付いた王様は、ケウロスを城から追放して、オリヴィアは貴族の家にお嫁よめに行くことになった。

　オリヴィアは愛する人と引き裂さかれて、抜ぬけ殻がらのようになってしまったのだけど、結けつ婚こん式の当日、差出人不明の荷物が届く。それは、見るものがみんな幸せな気持ちになってしまうほど素す晴ばらしい、美しいドレスで、『あなたの幸せだけをお祈いのりしています』とメッセージが添そえられていた。

　それを見たオリヴィアは、ボロボロと涙なみだを流して泣きじゃくり、ドレスを抱だきしめたまま部屋から出てこなくなってしまう。そんな娘むすめの姿と、美しいドレスを見て、王様がどうしたものかと困っていたところ、不意にドレスから声がした。

『王様、私を生み出した若者は、誰だれより姫ひめを愛しております。姫さえいれば何もいらないと希こいねがい、存在のすべてで姫を欲ほつしながらも、姫の幸せを祈って、泣きながら私を作ったのです』

　それはケウロスが全身全ぜん霊れいを込めて作ったドレスに宿った、精せい霊れいの声だった……。




「心を打たれた王様は、愛し合う二人の結婚を許した。再会した恋人たちは、今度は歓よろこびの涙を流し合い、それは無数の流れ星として、夜空を彩いろどった──そんな言い伝えから、二人が結ばれたという〈衣ころもの月〉には流星祭りが各地で開かれるんだよ」

「事実として〈衣の月〉には流星群が見えやすいんや」

　リュークが補足してくれる。

　なるほど、自然現象からそんな神話が生まれたのか……と思ったけど、このファンタジー世界だとどっちが先かはわからないな。

「把は握あくしたわ。つまり次のクエストは、ケウロスの紡つむいだ伝説のドレスを探し出すこと、ね……そのドレスには魔ま法ほう無効効果や幸運付ふ与よ効果があるに違いないわ」

「勝手なクエストを妄もう想そうするな！　モデルをやってくれって頼たのまれただろ」

　パチンと指を鳴らした朔をオレがすかさずたしなめると、ハーミットちゃんはふふっと笑みを零こぼしてから、話を続けた。

「『流星祭りの夜、恋人に仕立て下ろしのドレスを贈おくってプロポーズすると幸せになれる』っていうジンクスもあって、〈衣の月〉は一年で一番結婚式が多い月なの。だからコンテストではオリヴィアとケウロスをイメージするドレスとタキシードがテーマになってるんだけど、ペア衣装になるから、朔ちゃんたちにモデルをしてもらいたいんだ。服を着てステージに立ってもらうだけだし、そんなに負担はかからないと思うから……お願いします！」

　両手を合わせて、拝おがみ倒たおされた。

　モデルとか気き恥はずかしいし、遊んでいる暇ひまはないけれど、後々聖石を譲ゆずってもらうために、ここで貸しのようなものを作っておくのは良策かもしれない。

「いいぜ。うまくできるか分かんないけど、できるだけ協力する」

「他ほかならぬハーミットからの頼みだもの……『是ぜ』以外の選せん択たく肢しはないわね」

「嬉うれしい、ありがとう！　もし優勝できたら、賞品は二人にあげるね……って、とらぬ狸たぬきの皮算用だけど」

「え、悪いって。ハーミットちゃんがもらいなよ」

「ううん、私は出展できるだけで満足だから」

「優勝賞品はなんなのかしら？」

「えーと……魔法の懐かい中ちゆう時計だって。強力な覚かく醒せい魔法による目覚まし機能もついてるらしいよ」

　チラシを確かく認にんしながらのハーミットちゃんの答えに、思わず顔を見合わせるオレと朔。

「ハーミット……絶対優勝してちょうだい!!」

「オレたち、めっちゃ応おう援えんするから!!」

「そんなに欲しいものだったの!?　あはは、がんばるね。じゃあ早さつ速そく今夜、採寸させてもらっていいかな？」







　夕方ごろ寮りように帰宅して早めに入浴し、夕食を摂とって一息つくと、そのまま寮食堂からハーミットちゃんの部屋へ直行した。ちなみにリュークも同行。

　ハーミットちゃんの部屋は、白い猫ねこ足あしチェストとドレッサー、立派な洋服ダンスがあって、ベッドの上には天てん蓋がいまで吊つり下げられた乙女おとめムード満点の部屋だった。

　部屋のあちこちに飾かざられた細々とした雑貨や花、ぬいぐるみも愛らしく、何とも言えない良い匂においがほのかに漂ただよっている。

　すげー、こんな男子が妄想するような可愛かわいい部屋に住む女子が実在したんだ……脱ぬぎ捨てた服や漫まん画がが散らばってゴシックテイストのインテリアに染まった朔の部屋を見慣れていたオレには、実に衝しよう撃げき的だった。いや朔を女子の基準にするのは間ま違ちがってるだろうけど。

　さすが処女聖……！

「ごめんね、狭せまくて。……採寸の前に、実はもう一つ、お願いがあってね。コンテストに出展するドレスは、私じゃなくて、朔ちゃんか壱星君が作ったってことにしてもらえないかな？」

「え……どうして？」

「これはここだけの話にして欲しいんだけど、私は公おおやけの目立つ場所には立たないって条件で、家から留学を許されてるんだ。コンテストでもし優勝したら、ステージに上がって表ひよう彰しようされるの。もちろん優勝なんて簡単じゃないと思うけど、出展するからには狙ねらいたいと思ってるから……無理を言ってると思うんだけど、名前を貸してくれないかな？」

　ハーミットちゃんは処女聖であることを一部教師と十二聖以外には秘密にしていて、朔も知らないことになっている。でも、コンテストにも名前を出せないのか……。

「ハーミットはそれでいいの？　せっかく優勝しても、栄えい誉よを讃たたえられることなく、陰かげの存在のままで……」

「うん、私は自分が作った可愛いものを沢たく山さんの人に見てもらえれば、それでいいんだ。もし優勝できれば、もっと沢山の人に見てもらう機会が増えるし、審しん査さ員さんたちにも私の思う可愛いものが伝わったってことでしょ。だから優勝したいと思うけど、別に私の名前を知って欲しいわけじゃないから」

　そう語るハーミットちゃんの目は澄すんでいて、柔やわらかい物もの腰ごしの中に芯しんの強さが感じられた。

「それならば、名前を貸すことは吝やぶさかではないわ」

「ありがとう、朔ちゃん！　本当に助かるよ……！」

　パアッと顔を輝かがやかせるハーミットちゃん。可愛い。

「じゃあ、早速採寸に入りましょう！」

　シャッとメジャーを取り出すと、ハーミットちゃんはテキパキと手慣れた動作で、オレたちの身長や股また下した、スリーサイズなどを測定していった。

　ちなみにリュークはその間、いつも以上に怖こわい顔で黙だまりこくったまま部屋の隅すみに棒立ち。

　人見知りのこいつにとって、この空間はあまりにアウェーだったと思われる。




「──よし、完かん了りよう！　お疲つかれ様……二人とも、今日はまだ時間あるかな？」

「ああ。オレたちにできることがあるなら、何でも言って」

　彼女の純じゆん粋すいな気持ちに胸を打たれて、うっかりそう言ったのが運の尽つきだった。

「ほんと!?　実は二人に着て欲しい服がいっぱいあってね……イメージを膨ふくらませたいから、これから色々試ためしてもらえるかな!?　朔ちゃんはベッドの天蓋カーテンの中で、壱星君はそこのスペースで着き替がえてくれる？　私は背中を向けて合図があるまで見ないようにするから！」

　目をキラキラさせてかぶりつくように頼まれて、「う、うん」と頷うなずきながらも、なんとなく、嫌いやな予感がした。




「いや待って、これ、ワンピースなんだけど!?」

　渡わたされた服を見て悲鳴を上げるオレに、「そうだよ」と微笑ほほえむハーミットちゃん。

「大だい丈じよう夫ぶ！　絶対似合うから！」

「そういう問題じゃ……」

「ああ、壱星ならきっと何着ても可愛いで」

「ずっと固まってたくせにこんな時だけ口を出すな、リューク！」

「『何でも言って』って言ったわよね、壱星」

「おもしろがってるだろ、朔!?　だってケウロスの衣い装しようって男物じゃないの!?」

「男の子の服、手元になくて……でも可愛いに性別は関係ないよ。実際着てもらわないと似合う色とかわからないし、可愛いもの見ると感性が刺し激げきされるんだ！　お願い！　コンテストに必要なことだから！」

「～～～！」




「──うわ～、二人とも可愛い～！」

　合図を受けて振ふり返ったハーミットちゃんは、歓かん喜きに顔を輝かせた。

「朔はいいけど、オレは変だろ……」

「全然！　むしろ恥はじらってる様子が、最高にキュンです！」

　羞しゆう恥ち心しんから赤面するオレに、テンション高く両手で指ハートを作るハーミットちゃん。

「ええ、『違い和わ感かん仕事しろ』ってくらいお似合いよ。流石さすがハーミット、いい審しん美び眼がんだわ」

「ほんまや、めっちゃ可愛いで、壱星」

「おまえら真顔で褒ほめるな、全然嬉しくない!!　てかこれ、よく見たらメイド服じゃないか？　なんでこんな衣装持って……」

「私、制服大好きだから、色々作ってお休みの日は着替えて遊んでるんだ～」

　ハーミットちゃん、まさかのコスプレ趣しゆ味み!?

「次はどれにする？　治ち療りよう師も可愛いし、東国の伝統衣装も似合いそうだし……」

　そんなことを言いながら、ナース風、チャイナドレス、シスター、軍服風、シェフ……と次々とタンスから衣装を取り出していく。

「またすごい量出てきた!?」

「魔ま法ほうのクローゼットだから、いっぱい入るよ♪」

　何それ羨うらやましい……けど。

「あの、オレはもう……」

「モデルによって同じ服でも雰ふん囲い気き変わるよね。私以外の人に着てもらえて、洋服も喜んでると思うよ～」

「サイズ的に私より壱星の方がピッタリなくらいよね」

「こっちのドレスもええんちゃう？」

「紺こん色いろは似合いそうだけど、赤も合いそう。もっとカラフルな色も試したいな～。うわ～、イマジネーションがどんどん湧わいてくる！」

「………………」

　彼女の輝く笑え顔がおと場の空気に押し負けて、その日は就しゆう寝しん時刻まで、ハーミットちゃんの玩具おもちやにされた。




　　　　[image: くぎり]




　コンテストへの出展を決めて以来、ハーミットちゃんは部屋に籠こもっていることが多くなった。食事を摂った後も早めに席を離はなれ、寸すん暇かを惜おしんで製作に励はげんでいるようだ。

　忙いそがしそうにしながらも、生き生きと日々の授業とドレス作りに取り組んでいたハーミットちゃんだったが、しばらくすると、表情が曇くもるようになってきた。

　曰いわく、「なんか違うんだよ……このままじゃ、駄だ目め。でもどうしたらいいか、見えなくて……」どうやら、当初の思い通りに行かず、アイディアが詰つまってしまったらしい。

　授業の合間でもスケッチを開き、何枚も何枚もデザイン画を描かいてはため息をついている。

　一いつ緒しよにおしゃべりをしていても上の空で、ここ数日、元気のない日が続いていた。




「あんまり根を詰めるのも良くないぜ？　今日は気晴らしにどっか行かない？」

　この日の授業が終わり、そう声を掛かけると、ハーミットちゃんは微笑みながらも、首を振った。

「ありがとう。でも、もうちょっとでつかめそうな気がするから……また誘さそってね」

　仕方がないので、朔と二人で、日課となっている自主練に励むことにする。

　ちなみに、いつもはリュークも一緒のことが多いのだが、今日は二年生だけの選せん択たく授業があって不在だった。

「ハーミットちゃん、しんどそうだよな……産みの苦しみってやつか」

　広い訓練場の隅で準備体操をしながらオレが言うと、朔もコクリと頷いた。

「ええ……私たちにも力になれることがあればいいのだけれど」

　モデルの依い頼らいを受けた時は、貸しを作れたら……なんて思ってたけど、そんな利用するみたいな考えが後ろめたくなってくるくらい、ハーミットちゃんは一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　この世界はもはや朔が考えた設定以上の広がりを持って、存在している。

　人々は単なる『物語のキャラ』じゃなくて、それぞれが完全に独立した人格を持って、生活を営んでいる。

　オレたちと同じように笑い、悩なやみ、十人十色の日々を積み重ねている。

　今回の出来事を経験することで、それがひしひしと実感できてしまい、今いま更さらながら、魔王復活を阻そ止しする、ということの責任の重さがドーンと襲おそい掛かってきた。

　勘かん弁べんしてくれ、世界の命運なんて背負いきれない……オレは死にたくないし、朔も死なせたくないから、全力を尽くす。シンプルに、それだけ考えよう。うん。




　重圧に押し潰つぶされそうになった自分にそう言い聞かせて、平静を保っていたところ、「ハーミットといえば……」と朔がふと思い当たったように、話し出した。

「少し、気になることがあるの。あの子、私がお風ふ呂ろに誘っても、今はいいとかもう入ったとか、用事があるから先に行ってとか……絶対断るのよね」

「へえ、友達と入るのが恥ずかしい、ってタイプにも見えないけど……見せたくない傷があるとか？」

「……そうね。出生を鑑かんがみても、その可能性は濃のう厚こうだわ……」

　出生……。

「実はどっかの国の王族で、跡あと継つぎ争いで命を狙ねらわれてきた、とか？」

　詮せん索さくはしないつもりだったが、あまりに意味ありげに匂におわされたのでついポロッとそう漏もらすと、朔は驚きよう愕がくしたように目を瞠みはった。

「何な故ぜわかったの……!?　『アスラグ』では魔王襲しゆう撃げきの後、初めて明かされる衝しよう撃げきの事実なのに……！」

「いや、めっちゃあるあるだし。本当は亡命中で、だから目立ちたくなくて、処女聖ってことも隠かくしてるわけか」

　オレの率そつ直ちよくな指し摘てきに朔はガーンとショックを受けていたが、やがて哀あい愁しゆうに満ちた瞳ひとみで頷いた。

「ええ……あの子も苛か烈れつな事情を背負っているのよ……」

「おまえが背負わせたんだろ！」

　はあ～と思わず脱だつ力りよくしていたら、「朔ちゃん、壱星君！」と弾はずんだ声が聞こえてきた。

　振り返ると、艶つややかな亜あ麻ま色いろの髪かみをなびかせて、息せき切って駆かけ寄ってくる美少女の姿。

「見つけた！　デザインの最後のピース……探してた鍵かぎを、つかんだよ！」

　久しぶりに見る、ハーミットちゃんの心からの晴れやかな笑顔だった。
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「ごめんね、こんなことにまで付き合ってもらっちゃって……」

「気にすんなって。手伝えることがあって良かったよ」

「そうよ、魔法の懐かい中ちゆう時計のためだもの……」

　申し訳なさそうなハーミットちゃんに、そんなことを返しながら、連日の雨でややぬかるんだ山道を登っていく。

　ハーミットちゃんは『胡こ蝶ちよう妖よう精せいの粉』という素材をドレスの装そう飾しよくに使おうと閃ひらめいたらしいのだが、生あい憎にく、市場では品切れとなっていた。

　何とか入手できないかと調べたところ、学園から西にある山の中に胡蝶妖精が出現するスポットがあるというので、オレ、朔、リュークとともに、自ら採取しに来たのだった。

「この山、かなり魔物が出るんだろ。一人で行かせるなんてできないし、オレも実戦経験積みたいと思ってたから丁度いい」

　危険なことはなるべく避さけたいけど、これも必要なレベル上げの一いつ環かんだ。

　幸い、この山にはそんな強力な魔物は生息しておらず、初心者バトルに最適だとキーファ先生にもオススメされていた。

　オレと朔もだんだん自主練の成果が出てきて、実戦で腕うで試だめしがしたかったけど、いきなりダンジョンに挑いどむのは怖こわかったから、本当にいい機会なのだった。

「リューク先せん輩ぱいも、関係ないのにありがとうございます」

「わいはあんたを手伝う壱星の手伝いや」

　リュークの口調はそっけない。オレ以外にはまだ、心を開くのは難しいようだ。

「リュークは今日はサポート役で、ヤバそうだと思ったらバトルに参加してくれるか？」

「わかった」

「ほんと助かるよ……胡蝶妖精の鱗りん粉ぷんは独特の煌きらめきがあって、すごく綺き麗れいなの。オリヴィアのドレスに宿った精せい霊れいのイメージを表現するのにピッタリだと思って」

　そう話すハーミットちゃんの表情は、明るい。

　理想のドレスへの手がかりが見つかって、ワクワクしているようだ。

「さすが妖精の住む森、そこらじゅうに魔素が満ちている……──待って！」

　事実だか妄もう想そうだかわからない台詞せりふを呟つぶやいていた朔が、不意に息をのんで、みんなを制する。オレの聴ちよう覚かくもバサバサという何かが羽ばたく音と、不ふ穏おんな気配を察知していた。

　緊きん張ちようしながら剣けんを構えるオレたちの前に、直径十センチほどの人面蛾がが五体、出現した。

「これが胡蝶妖精……？」

「なわけ！」

　眉まゆをひそめるリュークに、思わずツッコむ。

　魔物は基本的に肉食だ。ぼやぼやしてると、襲われる。

「其それは灼しやく熱ねつ。其れは煉れん獄ごく。燃え盛る紅ぐ蓮れんの気高き精霊よ、古いにしえの契けい約やくのもとに我が召喚よび声に──」

「ギギー！」

　朔の詠えい唱しようが終わる前に襲い掛かってきた人面蛾に、魔ま法ほう剣けんを向けて叫さけぶ。

「風魔法シフイル！」

　オレの剣からかまいたちが発生し、羽を切断された人面蛾はボトリと地面に落下した。

　やった、実戦でも魔法成功！

「「「「ギギギー！」」」」

　うわ、仲間をやられたからか、他ほかの人面蛾がいっせいにオレに襲い掛かってくる。

　よし、こいつらも──と思ったところで。

「水魔法デイーネ！」

　一足早くリュークが呪じゆ文もんを唱え、吹雪ふぶきを浴びた四体の人面蛾はまとめてぼとぼとと地に落ちた。

「……すげー、完全にカチンコチンで凍とう死ししてる……じゃなくて！　リューク、今日はサポート役って言っただろ!?」

「すまん、壱星がピンチや思ったらつい……わいはなんてアホンダラや。もう死んで詫わびるしか……！」

　リュークが悲ひ愴そうな表情でまた手首に剣を当てようとしたので、「待て待て待て！」と慌あわてて止める。

「次に気を付けてくれたらそれでいいから！　それと朔、エレメント魔法で詠唱はいらないだろ!?　無む駄だに自作の長い前フリつけるなよ！」

「……ちっ」

「舌打ちしてる場合か。そういう余よ裕ゆうぶっこくのはもっと上達してからにしろ」

「詠唱がある方がイメージが盛り上がるのに……と、残念ながら、ここで議論を交かわしている余裕はなさそうね」

　朔が見つめた草木の間から、ぞろぞろと、新たな魔物が出現した。

　アオイロオオカミが、三体。立て続けだな。

「ガウッ」と唸うなりを上げながら襲い掛かかってきた一体目を、サッとかわす。

　よし、見えるし、動ける。

「こいつら、魔法は効かないぞ、朔」

　神しん獣じゆう魔物学で得た知識を思い出しながら、飛びかかってきた二体目に一ひと太た刀ちを負わせた。

　ギャンという悲鳴と肉を断たつ感かん触しよくに心臓がドクンと鳴り、全身に汗あせが滲にじんだけど、ここで怖おじ気けづくわけにはいかない。

　覚かく悟ごを決めて、剣の柄つかを握にぎり直す。

「月華流水剣。伍ごの型──五月雨さみだれ斬ぎり」

　技わざ名めいを唇くちびるに乗せ、トン、と地面を蹴けったかと思うと、朔はもう敵のサイドに到とう達たつしていた。

「ひょーん！」

　ひゅん、と美しい剣けん閃せんが描えがかれると同時に、魔物が絶命する。

　そのまま、「ひょんひょんひょんひょーん！」と舞まいでも舞まうように優美な剣術で、瞬またたく間に全すべてのアオイロオオカミを斬きり伏ふせた。

　ほんと、度胸あるよな。奇き声せいは止まらないみたいだが……。

「朔ちゃんカッコいい！　でもその掛け声は……」

「そこには触ふれないで！」







　その後も時々魔物が出たけれど、剣を握った朔は無敵だったし、オレも堅けん実じつに目の前の敵をしとめていった。

「キノココボルトだ。毒の唾つばを飛ばすから、気をつけろ」

　オレの助言に、遠えん距きよ離り攻こう撃げきをと思ったのだろう、朔は剣を敵に向け、呪文を唱える。

「火魔法エンフイー！」

　直後、剣を握った朔の手にボオッと炎ほのおが燃え上がり、「熱い熱い熱い！」と悲鳴を上げる朔。

「リューク、水かけてやって！　風魔法シフイル！」

　魔物を仕留めてから朔に目を向けると、朔はリュークの杖つえから出る水で手を冷やしながら「これが巨きよ大だいな魔術の代だい償しよう……」と涙なみだ目めになっていた。

「火傷やけどしたのか？」

「私としたことが、不覚だわ……」

「剣で魔法を使うのは杖より難しいしね……手を見せてくれる？」

　朔が差し出した手の上に、ハーミットちゃんは自らの手をかざして、言こと霊だまを唱える。

「『乙女のアメージング・祈りグレイス』」

　ポワ……と緑の神聖な光が朔の掌てのひらを包み、火傷は完治した。

「私がこれを使えることは、内ない緒しよね」

　人差し指を唇に当てて、微笑ほほえむハーミットちゃん……この回復スキルを使って見せるってことは、処女聖だってことを明かすも同然だもんな。

　朔は目をかすかに瞠みはってから、頬ほおをほころばせて頷うなずいた。

「わかったわ。……ありがとう」

　治ち癒ゆしてくれたことと、秘密を打ち明けてくれたこと、二重の意味を込めた感謝の言葉だろう。

「特とく殊しゆスキルって、詠唱省略しても使えるんだ？」

「うん、詠唱ありより体力を使うけどね」

　そうなんだ。知らなかった！

　魔法は上手うまくなれば無詠唱が可能で、その代わり魔力を食う……てのは授業で習ったけど、スキルも似たようなもんなんだな。

「今日は私、戦せん闘とうを二人に任せっぱなしだから……」

「それはオレたちが戦闘訓練したいって言ったせいだし。先、行こっか」




「朔ちゃんの剣術はすごいけど、壱星君もなんでもできるよね」

　山道を歩きながら、ハーミットちゃんからそんなことを言われた。

「オレは器用貧びん乏ぼうなだけ。朔やリュークみたいに飛びぬけたものを持ってるわけじゃないし、ハーミットちゃんみたいに夢中になれるものもないから、中ちゆう途と半はん端ぱなんだよな」

「中途半端？」

「うん。なんというか、在り方が」

　実はこれ、密ひそかにコンプレックスだった。

　昔からなんでもそつなくこなす方ではあったけど、これだ、と思えるものはなかった。

　好こう奇き心しんは旺おう盛せいでも興味の対象が散らばりすぎて、どれも熱中するまではいかない。

　一いち途ずに好きなものに全身全ぜん霊れいで没ぼつ頭とうできる朔のことが、内心ずっと羨うらやましくて、眩まぶしく思うところもあって。

　朔が作った物語に転生して、途中で死ぬ脇わき役やくってなんだそれふざけんなって思ったけど、確かにオレ、ヒーローにはなれないタイプなんだよな……。

「自分の核かくっていうか、そういうのがないんだ。だから、何でもそこそこで、薄うすっぺらいのかな……っていきなり自分語りして、ごめん！」

　ハッと我われに返って、頬が熱くなった。

　どうしてオレこんな愚ぐ痴ちみたいなことをペラペラと……ハーミットちゃんが、なんでも受け入れてくれそうなオーラを持ってるから？

「自分の核、か……難しいね。私だって、自信ないし。そういうのを持ってる人の方が珍めずらしいと思うし、これから見つかるかもしれない……焦あせらなくていいんじゃない？」

　呆あきれることなく、オレの言葉を真しん摯しに受け止めてそう答えてくれたハーミットちゃんは、「でも」と言葉を継つぎながら柔やわらかく微笑んだ。
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「そういう謙けん虚きよなところも、壱星君の魅み力りよくなんだろうね」

「…………ありがとう」

　やめて、そんな真っすぐ褒ほめないで！　オレ、単純だから好きになっちゃうよ!?

　ドキドキしながら視線を逸そらしたところ。

「痛っ……～～何すんだよ、朔!?」

　思いっきり朔に足を踏ふみつけられた。

「失礼。足元が狂くるったわ」

「絶対わざとだろ！　……なんか拗すねてる？」

「別に」

　そう言って、頬を膨ふくらませた顔をプイッと背そむける朔。

　なんだ……？　と訝いぶかしんだ直後。

「壱星」

「うわっ」

　今度は超ちよう至近距離にいきなりリュークが顔を寄せてきて、心臓が口から飛び出そうになった。

「壱星は薄っぺらくなんかないで。わいの中で、どれだけ大きな存在か……！」

　両りよう肩かたに手を置いて、真顔で告げられる。

「壱星はわいの生きる糧かてや！　闇やみに灯ともる唯ゆい一いつの希望、その名の通りまさに世界の一番星！　この世に存在すること自体が奇き跡せきの素す晴ばらしい存在なんや……！」

「わかった、わかったから離はなれろ！」

「……腐ふ敗はいした世界は管かん轄かつ外と自負していたけれど、徐じよ々じよに覚かく醒せいし始めている私がいるわ」

「腐敗……ってコラ、腐女子にまで目覚めるな、朔!!」

「あ、もうすぐだよ。ここからは、音をたてないように近付いて……」

　ハーミットちゃんの忠告に、オレたちはぴたりと口を閉じて、細心の注意を払はらいながら、山を登る。

　胡こ蝶ちよう妖よう精せい……こんな優美な名前をもってるんだから、さぞ幻げん想そう的で愛らしい妖精なんだろう。

　ワクワクしながら、木々の隙すき間まからそっと覗のぞいた先に広がる光景に、思わず息をのんだ。




　頂上に近い、少し開けた場所に咲さくコスモス畑の上。

　モルフォ蝶のように鮮あざやかなセルリアンブルーの翅はねを持つ──兄貴たちがいた。

　バキバキに鍛きたえ上げられた全身の筋肉を惜おしげもなくさらけ出した、ビキニパンツ姿。

『はい、サイドチェストー！』

『仕上がってるよ、仕上がってるよ！』

『やはりトレーニング後の一杯ぱいは格別だな！』

『コスモスの蜜みつは低カロリーでプロテイン割りに最適だしな！』




　鋼はがねの肉体に蝶の翅を持つマッチョな妖精たちが、ヒラヒラと飛び回りながら、マッスルポーズを取ったり、蜜割りプロテインをキメたりしている……。

「「「……………………」」」

　沈ちん黙もくするオレたちの横で、ハーミットちゃんがため息交じりに言った。

「はあ……可愛かわいい……」

「どこが!?」

　受け皿が広いにもほどがあるわ！

「悪夢のような情景だけど……ハーミットがアレでいいなら構わないわ。どうやって鱗りん粉ぷんを採取するの？　捕ほ獲かくするのかしら？」

「ううん、蜜を吸う時に花に付着するから、その花を容器に詰つめて、あとで粉だけ抽ちゆう出しゆつするんだ」

「なんか汗あせ臭くさそうなんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ、胡蝶妖精の汗はバニラみたいな香かおりなんだよ」

　バニラの香りの兄貴たち……それはそれで嫌いやだー。

「毛色の違ちがうんが来たで」

　リュークが指さした方を見ると、玉虫色の翅を持つ、ほっそりした少女の妖精がヒラヒラと飛んできた。これだよ、オレが求めていた妖精は！

「すごい、希少種のシャボン妖精だ……さすが妖精界のファッションリーダー、ドレス最高に可愛い！」

　感激したように目を輝かがやかせるハーミットちゃん。

「オシャレが大好きなシャボン妖精の鱗粉は透とう明めいだけど、完成した服に振ふりかけるとサイズが自由自在になる魔ま法ほう効果があるの」

「へー、すごいな。でも透明ならどうやって採取するんだ？」

「シャボン妖精の翅から直接振りかけてもらわなきゃ駄だ目めだから、難しいね。シャボン妖精は警けい戒かい心しんが強くて、人が近付くとすぐ逃にげちゃうし……」

　そう話している間に、妖精がふとこちらに視線を向けたかと思うと、パッとシャボン玉が割れるように消えてしまった。

「あ、私たちに気付いて、逃げちゃった。でも見られただけですごいラッキーだよ」

　その後、胡蝶妖精が充じゆう分ぶん蜜を吸ったのを見計らったところでコスモス畑に近付くと、兄貴たちもピューッと蜘く蛛もの子を散らすように去っていった。

　見掛けによらずデリケートらしい……。

　オレたちはハーミットちゃんが持参した容器に花を詰めると、危なげなく下山し、目的の鱗粉をゲットしたのだった。




　　　　[image: くぎり]




「何度も試着させて、調整させてもらってごめんね。でも、おかげでいいものができたと思う」

　流星祭り当日、シベルアパレスの街へ向かう森の街かい道どうを歩きながら、ハーミットちゃんは満足そうな笑えみを浮うかべていた。

「ずっとこういうコンテストに出展してみたかったんだ。私、リヒトシュトラールに来て、本当によかった……！」

　……王族っていう立場上、これまでも色々制約があったのかな。

　しみじみと話すハーミットちゃんの様子から、もしかしてこれは彼女にとって、初めて自分の努力や才能を面と向かって評価してもらえるすごく大切なチャレンジなのかもしれない、と思った。……たとえ自分の名前は表に出せないとしても。

「ギリギリまで妥だ協きようしないでこだわりまくってたもんな。あんな綺き麗れいなドレスとタキシードを作っちゃうなんて、ほんと凄すごいよ」

「ええ、まさに究極にして至高……勝利の女め神がみの足音が聞こえるわ」

「……わいもええと思う」

　お世辞でもなんでもなく、ハーミットちゃんの作品は惚ほれ惚ぼれするほど美しくて、縫ほう製せいもプロ顔負けの完成度だった。

　今回のコンテストはアマチュアの大会らしいし、充分優勝狙ねらえるんじゃないか？

　ありがとう、とはにかんで笑うハーミットちゃん。

「でも、今の自分が作れる精せい一いつ杯ぱいのものができて、それを見てもらえるってだけで、もう胸がいっぱいかも」

　……落選した時のための予防線、とかじゃなくて、本気でそう思ってるみたいだ。

「私ね、目立つこと禁止されてるでしょ。だけど、この服を見てもらうことで、存在を認めてもらえるような気がするの」

「……ハーミット……！」

　少し深いところまで心情を打ち明けられて、胸を突つかれたように呟つぶやく朔。

　どうやらこのコンテストは、オレが想像していた以上に、彼女にとって大きな意味を持つものだったらしい。

「いい結果が出るといいな」

「そうね」

　頑がん張ばりが報むくわれますように……と祈いのりながら、歩を進めていたところ。

「うわあ～」

　街道の先から、悲鳴のような声が聞こえてきた。

　そちらの方へと駆かけていくと、赤あか髪がみの男性が魔物に襲おそわれている！

　熊くまのような魔物の鋭するどい爪つめが、まさに男性を切り裂さこうと迫せまっていたが、「ひょーん！」とすかさず朔が剣けんで斬きり込み、敵はあっという間に躯むくろと化した。




「大丈夫ですか？」

「ありがとう、助かりました！　怪け我がもかすり傷だけで…………ああっ」

　お礼を言っていた男性は、そこで不意に悲痛に顔をゆがませた。

　彼が走っていった先には、魔物に襲われた時にぶちまけられたであろうトランクケースから、純白のドレスが落ちていて。

　ドレスは、ぬかるんだ地面の泥どろにまみれ、すっかり汚よごれてしまっていた。

「なんてことだ……！」

「もしかして貴方あなたも、コンテストに出場予定だったんですか？」

「……いえ、僕は、今日が誕生日の恋こい人びとに、プロポーズするつもりだったんです。彼女とシベルアパレスの流星祭りでデートした後に……」

　そういえば、『流星祭りの夜、恋人に仕立て下ろしのドレスを贈ってプロポーズすると幸せになれる』ってジンクスがあるんだっけ。

「彼女は子どもの頃ころからずっと、流星祭りの夜にドレスを贈おくってもらうのが夢だと話していて……だからプロポーズをするなら今夜しかないって、用意してたんですけどね……」

　すっかり落ち込んだ様子で力なく話す男性に、どう励はげまそうか言葉を探していたら、「あの……」とハーミットちゃんがためらいがちに口を開いた。

「彼女さんの身長や体形ってどのくらいですか？」

「……そこの銀ぎん髪ぱつのお嬢じようさんと同じくらいですが……」

「今からドレスを注文しても間に合いませんよね……」

　ハーミットちゃんはそこで一度唇を引き結んでから、胸元できゅっと手を握りしめると、柔らかい笑みを浮かべて、言った。

「──良かったら、私のドレスを彼女さんにプレゼントしてあげてください」

「ハーミットちゃん!?　でもコンテストは……」

「いいの。プロポーズなんて一生に一度のことだもん」

　ハーミットちゃんがトランクから取り出したドレスを見て、男性はパッと表情を明るくした。

「このドレスならきっと彼女も大喜びです！　ありがとうございます、お代はおいくらですか!?」

「待てよ、ハーミットちゃん！　本当にいいのか!?」

「そうよ、沢たく山さんの人に見てもらいたかったんでしょう？」

　血相を変えるオレたちに、ハーミットちゃんは覚かく悟ごを決めた青い瞳ひとみで、きっぱりと語る。

「うん。でも、プロポーズに贈ってもらったドレスなら、きっと彼女さんの思い出の一着になるでしょ。沢山の人に見てもらえたら嬉うれしいけど、誰だれかにとってのかけがえのないドレスになるなら、それもすごく光栄で、幸せなことだと思うから……みんなに手伝ってもらったのに、勝手なこと言ってごめんね」

「それはいいけど……」

「──ドレスの代金、十万五千ルド出せるか？」

　ぼそりとリュークが問うと、その鋭い眼まな差ざしに男性は一いつ瞬しゆんビクッとしたが、「もちろんです！」と大きく頷うなずく。

「このドレスを譲ゆずっていただけるなら、相応の価格で購こう入にゆうさせていただきます！」




　……ハーミットちゃんの言うことはわかるし、十万五千ルドもらえれば魔法の目覚まし時計だって買えるけど、オレは納なつ得とくできなかった。このコンテストに彼女がどれだけの想おもいをかけてきたのか、垣かい間ま見みたばかりなのに……。

　でもオレと朔がコンテストに出た後で、ドレスだけ彼女さんに贈るのは、『仕立て下ろしのドレス』というジンクスの条件に反してしまう。だとしたら──。

「あの、この子は今夜のファッションコンテストに出展するために、このドレスとタキシードを作ったんです。だから、ドレスをお譲りする代わりに、貴方と彼女さんの二人で衣い装しようを着て、コンテストに出てもらうわけにはいきませんか？」

「え、僕たちがコンテストに……モデルとして出場するってことですか？」

「はい、モデルっていっても、舞ぶ台たいに上がって司会者の言う通りに動いて服を見せればいいだけらしいんで」

　無む茶ちやを言っていると思ったけど、意外にも、男性は「わかりました」と承しよう諾だくしてくれた。

「彼女も人前に出るのは慣れているので、了りよう承しようしてくれると思います」

「……壱星君、でも、タキシードのサイズが……」

　やった、と思った直後、ハーミットちゃんに指し摘てきされて、気付く。オレとこの人じゃサイズが合わない……せっかくのそろいの衣装だから、恋人同士で着て欲しいのに。

「気き遣づかってくれてありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶだよ。その気持ちだけで私は……」

「ハーミットが良くても、私は嫌いやよ。諦あきらめないで、きっと壱星がなにかアイディアをだしてくれるわ」

「オレ頼だのみかよ！　──すみません、もう少しだけ、考えさせてください……」

　男性のプロポーズもハーミットちゃんのコンテストも、どっちも諦めて欲しくない。

　コンテストに男性と彼女さんに二人で出てもらうには、と頭をひねって…………。

「そうだ！　この方法ならもしかしたら──」







「続いては、エントリーナンバー十二番。朔＝エクリプス＝ミッドナイトさんの作品です」

　大きな篝かがり火びに照らし出された夜のステージの上。

　神秘的なセルリアンブルーの輝かがやきを纏まとうドレス姿の茶ちや髪ぱつの女性と、対ついになったジャケットが特とく徴ちよう的なタキシード姿の赤髪の男性が登場すると、会場のあちこちからほうっと感かん嘆たんするようなため息が漏もれた。

　──オレが見つけた解決策は、『合わせ鏡ドツペルゲンガー』で先日森で見かけた玉虫色の翅はねを持つシャボン妖よう精せいに変身することだった。

　シャボン妖精の鱗りん粉ぷんをかければ、服のサイズが自由自在になるとのことなので、タキシードと、ついでにドレスの上で何度も翅をひらひらさせたり、直接コロコロ転がったり。

　魔ま法ほう効果もコピーできるのか心配だったが、男性がタキシードに腕うでを通すと、あつらえたようにピッタリになった。

　街の酒場の看板娘むすめだという彼女さんは、ステージ上でも臆おくすることなく、輝くような笑えみを湛たたえている。先ほどプロポーズが成功したばかりの恋人たちは、見るからに仲なか睦むつまじく、ちょっとした動作に互たがいへの愛が滲にじんでいて……。

　二人から溢あふれる幸せオーラが、美しい衣装を更さらに魅み力りよく的に見せていた。




「優勝は、エントリーナンバー十二番！」

　審しん査さ結果発表でそんな声が響ひびいた瞬間、観客席で見守っていたハーミットちゃんは青の瞳を大きく見開き、驚おどろきの表情を浮うかべたけれど、オレは優勝しなきゃ嘘うそだと思ってた。

　彼女の作品は〈流星伝説〉に出てくるような、見てるだけで幸せになってしまうようなドレスとタキシードだったから。

「やったな、おめでとう！」

「ありがとう……壱星君たちのおかげだよ」

　目を潤うるませたハーミットちゃんに微笑ほほえまれて、胸が熱くなる。

　ステージ上では、魔法の懐かい中ちゆう時計を受け取った朔が、優勝者コメントを求められていた。

「独特の輝きが素す敵てきですけど、ラメじゃありませんよね？」

「ええ、胡こ蝶ちよう妖精の鱗粉よ……〈流星伝説〉のドレスに宿った精せい霊れいをモチーフに、幻げん想そう的かつ神秘的なきらめきを宿す鱗粉を使用したの。永遠……それは色に表すなら青みがかった緑……恋人たちの永遠の愛と絆きずなを表現するのに最適だし、蝶は少女から大人の女性への羽う化かの隠いん喩ゆでもあり、春の訪おとずれへの祝福でもあるのよ……」

　ハーミットちゃんの言ってたことに上乗せして、また勝手な妄もう想そうを広げてる……。

　ステージ上の朔を見つめるハーミットちゃんの瞳からは、ポロポロと透とう明めいな雫しずくが零こぼれていた。

「ごめん、嬉しくて……」

　オレの視線に気づくと、そう言って、手で涙なみだをぬぐう。……本当に、良かったな。

「ハーミットちゃん、これ……」とハンカチを差し出そうとしたところで。

「──あかん、もう限界や。人が多すぎて、酔よった……」

「は!?　大丈夫か？　そういうことはもっと早く……って待て、ここでは吐はくなー！」

　隣となりで突とつ然ぜん屈かがみこんで口元を押さえるリュークに、一気に血の気が引いた。

　優勝の余よ韻いんに浸ひたる暇ひまもない。







「さあ、コンテストも終しゆう了りようした今、心置きなく祝祭を堪たん能のうしましょう。『汚お染せんされし三日月』を発見。確保するわ」

　朔が向かったのは、屋台のチョコバナナ屋。バナナが三日月なのか……。

「私はあそこのドーナツが気になるな～」

「センスがいいわね、ハーミット。かの揚あげ菓が子しは、一部が欠けた状態こそが完全体という矛む盾じゆんをはらんだ哲てつ学がく的存在、二律背反の虚うつろなる使者……灼しやく熱ねつより生まれし虚きよ無む……」

「ドーナツってそんなすごい食べ物だったの!?」

「リュークはもう気分は大丈夫か？」

「お陰かげ様さまで、だいぶ慣れてきたみたいや。そんでな壱星、わい、前から気になってたもんがあるんやけど……」

「いいぜ、一いつ緒しよに買いに行くか……ってタピオカ!?」

「正直、あんなスライムの種の何がいいのか疑問だわ」

「スライムの種!?　そうやったんか……!?」

「信じるな、リューク」

　異世界転生して魔王とタピることになるとは思わなかった。




「見て、空……！」

　ハーミットちゃんの指さした天を仰あおぐと、いくつもの流星が、次々と夜空を駆かけていた。

　すげー……！

　これだけ流れてたら、願い事も焦あせらなくて済むな。




　──魔王復活阻そ止し！　魔王復活阻止！　魔王復活阻止！




　両手を組んで全力で祈いのってたら、ハーミットちゃんに「さすが双ふた子ごだね」と笑われた。

　隣を見ると、同様に両手を組んだ朔と目が合う。

　横並びでシンクロしてたらしい。




　もう一度空を見上げた朔が、小声で付け加えた。

「……あと、変な掛かけ声が出なくなりますように」

　それも切実だな。







[image: 八章　なんちゅー十字架背負わせてんだよ！]




〈衣ころもの月〉の第四週目は『収しゆう穫かく感謝祭』という期間でまるまる一週間、秋休みとなり、多くの生徒が帰郷したが、オレと朔は学園に残って鍛たん錬れんに励はげむことにした。

　ミッドナイト家でも自主練はできるかもしれないが、『綿雪カラスの翼つばさ』は目的地が学園の場合しか使えない片道魔法であり、辺境にあるミッドナイト伯はく領へ帰るとなると汽車や馬車を乗り継ついで二日ほどかかってしまうらしい。タイムロスはできるだけ避さけたかった。

　ツンデレじいちゃんごめんな、年明けの冬休みには孝行するよ。




「魔王が復活するのは大おお晦日みそかだよな？　地下ダンジョンは、どのくらいの強さになれば潜もぐっても安全とか、目安はあるのか？」

　訓練場で汗あせだくになった体をタオルで拭ふきながら問うと、朔はコクコクと水すい筒とうの水でのどを潤うるおしてから、首を振ふった。

「ゲームみたいにクリア可能レベル、とか数値が見えればいいのだけれど、そんな便利なものは存在しないわ。万一を考えるとぎりぎりまで、できる限り鍛錬を重ねて臨のぞむしかない……」

「そっか……」

　日に日に成長している感覚はあるけれど、目標が見えないから、タイムリミットが近付くにつれて焦しよう燥そう感かんは増してきていた。本当に今のままで大だい丈じよう夫ぶなのかな……。

「人事を尽つくして天命を待つのみよ。大丈夫、私、物もの凄すごく運がいいから」

　フッと笑えみを浮かべて胸を張る朔。

「確かにおまえは殺しても死ななそうだけどな」

「壱星の不幸は私の不幸だから、貴方あなたは絶対大丈夫。心配無用よ」

　きっぱりと言い切ってから、「ただ……」と朔は腕うでを組んで、言葉を継いだ。

「可能ならば習得しておきたい私だけの特とく殊しゆスキルはあるの」

「あっ、朔にも特殊スキルがあるんだっけ」




「ええ。その名も──『月は無慈悲な夜の女王』と書いて『イノセント・ゼロ』」




　古典名作を技わざ名めいにするタイプきたー。

「全すべての魔ま法ほうやスキルを無効化し、相手を完全に無力化するジョーカー的スキル。しかも対象範はん囲いは自由自在よ」

「うわ～、いかにもって感じ。てか、そんなチートスキルあるなら、魔王にだって楽勝なんじゃ……」

「残念ながら、無効化できる時間は三分間のみ。しかも、このスキルは体力の消しよう耗もうが凄すさまじく、発動後に術者が意識を保っていられるのはやはり三分間だけという制限があるの」

「短いな！」

　カップ麺めんタイムか。

「大きな力には、相応の制約があるというわけよ……故ゆえに『月は無慈悲なイノセント夜の女王・ゼロ』は、ここぞという時にのみ使用すべき切り札と言えるわね」

「魔王に使うとしたら、直後に『終焉の日ラグナロク』が確実に決められるってタイミングで発動したいよな」

「そういうことね……」

「でも『習得しておきたい』ってことは、最初から使える十二聖の特殊スキルと違ちがって、まだ今は使えないってことか？」

「ええ……前世では、魔王襲しゆう撃げきより後に生じる出来事によって覚かく醒せいして発動するスキルなの」

「使えたらかなり便利だろうけど、そういうことなら大晦日までにってのは期待できないかもな」

「私は諦あきらめないわ……どんな不可能でも、可能にしてみせる」

　グッと拳こぶしを握にぎる朔に、またこいつ浸ひたってるな……と呆あきれていたところ。




「精が出るな、ミッドナイトの姉弟きようだい」

　良く響ひびくバリトンに振り返ると、獅し子し聖のレオンが、オレたちを不敵な笑顔で見下ろしていた。

「秋季休きゆう暇か中も寮りように残る生徒はそれなりにいるが、お前たちほど熱心に鍛錬に励んでいる者は珍めずらしい。大したものだ」

「どうも……レオンは寮長だから残ったのか？」

「いいや、俺もお前たちと同様だ。この場所の方が己おのれを磨みがくことに集中できると判断した」

　ストイックな人だな……と思った直後。




「何より『黄泉よもつ坂ざかひらりん娘』は感謝祭期間もライブを続けている！　ユリリンの応おう援えんを放ほう棄きして帰省などもっての外よ」




　真顔で断言されて、あー、そういえばこいつドルオタだった、と思い出す。

「好きだな、ユリリン」

「当たり前にして自然なことと書いて　当　然！　誇ほこり高きクーゲルシュライバー家の名にかけて……俺はユリリンを推おし続ける！」

　そんなことに家名をかけるな！　……と思ったけど、クーゲルシュライバーって確かドイツ語でボールペンって意味なんだよな。ボールペンならまあ、いっか。

「ユリリンは光で空気で全てだ。艶つややかな水色の髪かみがなびくたび俺の心は震ふるえ、微笑ほほえむと頬ほおにできるえくぼは恋こいの落とし穴。癒いやしの国からやってきた全てが尊い究極天使、それがユリリン。興味があるならライブに連れて行ってやるぞ」

「あ、結構です」

　あっさり断ると、「む、そうか」とレオンもすぐに退ひいた。

　無む理り強じいはしないタイプのオタクらしい。

「それはそうと、寮に残った者のうち、希望者で集まって集団訓練を行おうと思っている。ともに切せつ磋さ琢たく磨まする者がいた方が励みになるし、俺が教えられることは教えてやる。良ければお前たちも参加しないか？」

　へー、そういうのもいいかも、と思ったのだが。

「私たちは自由にやらせてもらうわ」

　オレが何か言う間もなく、朔がすぐに断った。

「え……」

「規律や型に嵌はまるのは性しように合わないの」

「ほう……壱星はそれでいいのか？」

「……ああ。せっかく誘さそってもらったのに悪いな」

「構わん。邪じや魔ましたな」

　朔が断った時は平然としていたのに、オレが謝るとなぜか不快そうにフンと鼻を鳴らして、レオンは去っていった。

「朔、レオンの実力は確かだぜ。教えてもらえるなら、訓練に参加した方がよかったんじゃないか？」

　オレの疑問に、朔は「いいのよ」と視線を逸そらす。

「私は異い端たんのはぐれ者……集団には馴な染じまない……」

　いつもの厨ちゆう二に病かとも思えるが、なんだか違い和わ感かんがあった。

　──そうだ、朔が「私たちは」って断ったからだ。

　朔はいつだってマイペースで、人からどう思われようと自分の気持ちに素す直なおに行動する。

　誘われても気が向かなければ断るのはいつも通りなのだが、オレの意思を無視して巻き込むことはなかった。

　朔に付き合わされたり振り回されたりしているのも、基本的にはオレの意思のもとなのだ。

　今回の異世界転生は完全にオレが巻き込まれた形だが、そこは朔の本意ではなかったはずだし。

　どういうことだ……？　と不ふ審しんに思った時。




「壱星君、朔ちゃ～ん」

　向こうからハーミットちゃんとリュークがやってきた。

　二人も居残り組なんだ。

「お疲つかれ様！　熱心な二人に差し入れだよ」

　ハーミットちゃんは手にしていた籘とうのバスケットから鮮あざやかな黄色が詰つまったガラス瓶びんを取り出す。

「レモンの砂さ糖とう漬づけを作ってみたの。良かったら、どうぞ～」

　え、女め神がみですか？

「汗あせだくやな……顔、洗ってサッパリするか？」

　そう言って、リュークが杖つえからピューッと水を出してくれる。

「サンキュ。……ふう～、気持ちいい！」

「なぜ……そんなに容易たやすく魔法を操あやつれるの……？」

　朔が羨うらやましそうにじとっと見つめると、リュークは青ざめて「すまん……」と瞳ひとみを伏ふせた。

「別に見せつけて自じ慢まんするつもりはなかったんや……でも朔にとっては嫌いや味みでしかないな。不快で余計であまりにも軽けい率そつな行動をしてもうて、わいはなんて考えなしの大おお馬ば鹿か野や郎ろうなんや……愚おろかすぎる自分に絶望したわ。死のう」

「すぐ自殺しようとするのやめろ！　リュークは何も悪くないから！」

「悪かったわ、別に貴方あなたを責めるつもりはなかったのよ……」

　そう謝罪する朔は、相変わらず魔法操作が下手へたくそで、未いまだに思うように魔術が使えなかった。

「朔ちゃんは剣けん術じゆつが凄すごいんだから、そっちを伸のばせばいいんじゃないかな？」

「でも、魔術が拙つたないせいでもし星魔法も扱あつかえなかったらと思うと──」

「星魔法？」

「な、なんでもないわ」

　キョトンと目を瞬またたかれて、ハッとしたように口をつぐむ朔。

　──オレには「心配無用」って断言して、ただただ異世界を満まん喫きつしてる様しか見せないけど、朔だって内心は決して焦あせりや不安と無む縁えんではないんだろう。

　自由なくせに、こういうところは意地っ張りで、なかなか弱音を吐はかないんだよな……。

「朔は魔法に憧あこがれてて、どうしても使えるようになりたいんだって」

　朔の背中をポンポンと叩たたきながら、オレがそうフォローすると、ハーミットちゃんは「そうか～」と納なつ得とくしたように相あい槌づちを打った。

「朔ちゃんは頑がん張ばり屋さんだね。休きゆう憩けいが終わったら私も付き合うよ。一いつ緒しよに魔法の練習しよう！」

「ハーミット、恩に着るわ……」







　夕方までがっつり頑張って、へろへろになって寮へと戻もどる。

　途と中ちゆう、広い訓練場の一角で、レオンが寮生十名ほどと剣術稽けい古こをしているところに通りかかった。

　ペアを組んでそれぞれ一対一で打ち合いをしていたのを、レオンの合図で集合し、稽古を終えるのかと思ったら、今度はレオンを残りの寮生で囲んで、次々と斬きりかかっていく。

　一対一じゃ相手にならないから集団で、という最後のレオン用特別メニューのようで、これはさすがの獅し子し聖にもハードなようだった。

　息つく暇ひまもなく襲おそい掛かかってくる寮生たちを汗を光らせながらいなし続けるレオンの姿に、やっぱあいつ強いなあと感心していたら、通りすがりの生徒のおしゃべりが聞こえてきた。

「レオン、公こう爵しやく家に戻らなかったんだな……やっぱ居い心地ごこち悪いんだろうな」

「『忌いみ子』とか呼ばれてるんだろ？」

『忌み子』……!?

　刹せつ那な、ガシャン、とリュークが持っていた剣を落とす。みると、顔が蒼そう白はくだった。

「リューク？　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あ、ああ……行こ」

　リュークは震ふるえる声でそう言いながら剣を拾うと、早足で先へ行ってしまう。

　朔も、キュッと唇くちびるを結んで無言でその後を追う。

　怪け訝げんそうな表情のハーミットちゃんと顔を見合わせてから、オレたちも二人の後を追った。

　獅子聖のレオンが『忌み子』ってどういうことだ？

　リュークは何か知ってるのか？

　それにしても、『忌み子』……なんて朔が好きそうな単語なんだ……！
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　秋休み中は学食も寮りよう食しよくもお休みになるので、朝食と昼食は敷しき地ち内のパン屋で買って、夜はカフェを利用していた。

　しかし本日、寮の近場のカフェは定休日、二番目に近いカフェも臨時休業の札が出ていたため、ハーミットちゃんの提案で、四人で夕食を自じ炊すいすることにした。

　メニューは収しゆう穫かく感謝祭での定番家庭料理だという『クリームキャセロール』。

　レシピを見せてもらったが、クリームシチューをオーブンで焼いたみたいな料理っぽい。

　オレは家庭科の調理実習くらいしか経験ないけど、器用なハーミットちゃんがいればきっと大丈夫だろう。

　途中まではカレーと同じ作り方で、ルーもあるとのことなので、簡単そうだったし。

　その日は訓練も軽めに終わらせて、厨ちゆう房ぼうに集合。

　材料は昼間のうちに用意してくれたらしい。

　てかハーミットちゃんのエプロン姿とか、絶対可愛かわいいよな。楽しみ～。




「あっ、みんな揃そろったね！　まずは手を洗いましょう」

　厨房でオレたちを出で迎むかえた処女聖は、組み紐ひもボタンの白のコックコートとコック帽ぼうを身に着けた、思ってたよりずっと本格的な恰かつ好こうだった。

「え……プロ？」

「ふふ、なりきりコックさんだよ」

　そういえばこの子、コスプレが趣しゆ味みだったっけ……。

　調理器具は厨房にほぼ揃っているので、勝手に使って良いらしい。

「じゃあ、分担してお野菜を切りましょう」

　そう言ったハーミットちゃんが、まな板に人にん参じんを垂直に立てたので、目を疑った。

　更さらに真上から包丁を押し当て、真剣そのものの顔で少しずつ少しずつ、外周を削けずっていく。

「待ってハーミットちゃん、何してるの？」

「え？　皮をむこうかと……」

「ハーミットちゃんの国だとそんなむき方するの!?」

　よく見ると、包丁の持ち方も柄えの真ん中をグー握にぎりである。

「実は私、この間のレモンの砂糖漬けが初めて作ったお料理なんだ」

　少し恥はずかしそうにそんな告白をするハーミットちゃん……なんと、オレより初心者だったのか。

「フッ……今の私に刃やいばを握らせたら敵はいないわ」

　自信満々に包丁を振ふり上げた朔は、皮に包まれたままの玉ねぎをターン！　と鮮やかにまな板ごと一刀両断した。

「備品を壊こわすな！　皮はむけ！」

「……ふー、じゃが芋いも一個、むけたで」

　ため息交じりのリュークの声が聞こえて、振り向くと、まな板もじゃが芋もリュークの手も血ち塗まみれになっていた。ギャー！

「大だい惨さん事じじゃねーか！　早く手当てを……」

「もう治ったから大丈夫や。何度切っても塞ふさがるから何個でも切れるで」

「一個むく度たびに手を切る前提かよ！　脂あぶら汗あせ浮ういてるし……そんな拷ごう問もんみたいなことしなくていいから」

　ちなみにむいた皮も分厚くて、じゃが芋の大きさがピンポン玉くらいになっていた。

　リューク、破は滅めつ的に不器用……。

「朔とリュークは包丁禁止！　玉ねぎの皮だけむいておいて。ハーミットちゃんには教えるから待ってて」

「ありがとう。よろしくです」

「くっ、防ぼう御ぎよ膜まくの第三層を突とつ破ぱしたら、催さい涙るいガスが……まさかこんなに早く敵が攻せめてくるなんて！　不味まずいわ、視界不良、しかも迂う闊かつなことに手で双そう眸ぼうに触ふれてしまった……あああ、些さ細さいな過あやまちの代だい償しようがこれなんて運命はあまりにも過か酷こく！」

「あかん、涙なみだが止まらん……わいはこのまま、失明すんのか!?　クズで愚おろかなわいへの天てん罰ばつかしれんけど、もう二度とラスコーリニコフも壱星の姿も見られないなんて、そんなん嫌いややー！」

「お前ら玉ねぎむくのにどんだけ苦労してんだ！　しかもむきすぎてラッキョウみたいになってるし……落ち着け、まずは手を石せつ鹸けんで洗って──」

　ドタバタと調理をしていたところ。




「ずいぶんと騒さわがしいな」

　呆あきれたような声とともに、レオンが厨房に入ってきた。

「レオン！　玉ねぎが目に沁しみないコツとかって知ってるか？」

「あらかじめ冷蔵庫で冷やしておくことと、よく切れる包丁を使って、沁みる前にさっさと調理することだな」

「よく切れる包丁……？」

「そこに砥と石いしがあるだろう」

　レオンは砥石に水を流し、オレから包丁を奪うばうと、シャッシャッシャッと手て際ぎわよく研といでみせた。

「押す時に力を入れ、引く時に抜ぬくようにして研げばいい。最後は洗って、乾かわいた布ふ巾きんでふき取る……ほら、これで切れ味が変わったはずだ」

　包丁を示してみせた後、呆ほうけているオレたちに「なんだ？」と眉まゆをひそめるレオン。

「あ、ありがとう！　いや、レオンは公爵家の出って聞いてたし、手慣れてる感じなのが意外だったっていうか……」

「ああ、確かに貴族は自ら料理をしない者が大半だろうが、俺は騎き士しの頂点を目指している。騎士たるもの、どんな環かん境きようでも自活できるよう備えておくべきだろう」

　当然のことのように語っていたレオンは、「む、そろそろか」と厨房の片かた隅すみに置かれていたオーブンへと近づいた。

「上出来だ」

　両手にミトンを着け、満足げに取り出した鉄板には、焼き立てのクッキーが並んでいた。

　さっきからいい匂においがしていて密ひそかに気になってたんだけど、レオンのだったのか！

「お菓か子しまで作れちゃうんだ！　しかもすごく可愛い～」

　ハートや人形や星などファンシーに象かたどられたクッキーを見て、ハーミットちゃんが歓かん声せいを上げると、レオンはフッとドヤ顔で言った。

「明日あした参戦するライブでのユリリンへの差し入れだ」

「愛がすごい。でもアイドルへの手作りの食べ物って、安全面からたぶん捨てられちゃうんじゃ……」

「何……!?」

　オレの指し摘てきに、ガーン、とショックも露あらわに固まるレオン。

「言われてみれば確かに……くっ、俺としたことが迂闊だった。仕方あるまい、このクッキーはお前たちにくれてやろう。俺は他ほかの贈おくり物を考えねば……」

「いいのか!?　ご馳ち走そう様さま」

　レオンの置いていったクッキーをつまんでみると、サクッと口の中で砕くだけた瞬しゆん間かんこうばしい香かおりが広がった。

　チョコ味、バター味、ヘーゼルナッツ味と三種類あるどれも美味。

「レオン先せん輩ぱい、お菓子作り上手～」

「ほんま、美味うまいわ……あいつ、こんな特技あったんやな」

「朔も食べろよ、プロ級だぞ」

　ついつい夢中でつまみながら声を掛かけたが、朔は「遠えん慮りよしておくわ」と首を振った。

「どうした朔……!?　大だい丈じよう夫ぶか？　腹でも痛いのか？」

「まだ夕食前でしょう？　早く調理を再開しましょう」

　言ってることは間ま違ちがってないけど、いつもなら率そつ先せんして嬉き々きとして頬ほお張ばる食いしん坊ぼうなのに……。

　またギャーギャー言いながらてんやわんやの末、なんとか料理を完成させて、食べ終わった後も、結局朔がレオンのクッキーに手を伸のばすことはなかった。
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　秋休み最終日。夕食と入浴を終えて、部屋で一息ついたところで、「壱星」とリュークが血相を変えて飛び込んできた。

「どないしよ……ラスコーリニコフが家出してもうた！」

「えー、また脱だつ走そうしたのか。でも心配しなくてもあいつ、しっかりしてるし、今回もそのうち自分で戻もどってくるんじゃねーか？」

「それが、今回は状じよう況きようが違うねん。わいが壱星の話ばっかするから、あいつ、拗すねてもうて……『オレと壱星とどっちが親友だ』『そんなに壱星が大事なら、オレはもう必要ないな』って飛び出して行ったんや……！」

　おまえら、そんな面めん倒どうくさいＪＣみたいな友人関係だったのか。

　とはいえ、オレが喧けん嘩かの原因になっているなら放ほうってもおけない。

　朔にも声を掛けて、三人で捜さがしに出ることにした。







「ニャニャニャニャンニャン、ニャー？」

「にゃにゃん、にゃんにゃお～ん」

「ニャ！　ニャンニャニャニャン！　フニャー」

　リュークは学園の敷しき地ち内にいる野の良ら猫ねこや野良ガエルに動物言語で情報収集して、ラスコーリニコフの行き先を絞しぼっていく。

「すげー、ちゃんと意い思し疎そ通つうしてるっぽいな……」

「……彼を知れば知るほど、私の中の『悲劇の魔ま王おう』のイメージが修復不能なまでに粉ふん砕さいされていくわ……」

　うっ、と涙をこらえるようにうつむく朔。確かに、陰かげのある超ちよう絶ぜつ美形が真顔でニャンニャンとかゲロゲロとか言ってる様はとてつもなくシュールだ。

「この方向……たぶん、図書館の裏手にある森の方へ行ったんや。あいつがお気に入りの虫がぎょうさん捕とれるって、前に話したことがあるから」

　ランプで道を照らしながら、早足で先を急ぐリューク。

　今夜は満月だから、比ひ較かく的明るいんだけど、森に入られると辛つらいな……まあ、ラスコーリニコフは賢かしこいし、オレたちが捜しに来たって知らせれば、自分から出てきてくれるかな。

　秋休み中でただでさえ生徒や教職員数が減っていて、しかも夜なので、寮りようから離はなれると人ひと気けはとんとなくなる。

　目的地まではしばらく距きよ離りがあるので、この機会に、気になっていたことを尋たずねてみることにした。

「あのさ、少し前に、他の寮の奴やつがレオンのこと、『忌いみ子』と呼ばれてるとか話してたじゃん？　あれってどういうことなんだ？」

　オレの質問に、リュークは小さく息をのんでから、首を振ふった。

「……すまん、わいは噂うわさには疎うといよって、レオンのことは何も知らへん」

「でも、それならどうしてあの時……」

「わいも故郷で、そう呼ばれとったんや」

「えっ」

　……リューク自身の記き憶おくが蘇よみがえって、動どう揺ようしてたのか。

「わいのオカンは、特に魔力が濃こい一族の本家の娘むすめで、故郷の村で古くから信しん仰こうされとる宗教の巫み女こやった。神に仕える巫女は本来、男と交わるのは禁きん忌きとされとったにもかかわらず、オカンはわいを身ごもった」

「それで、忌み子って……？」

「……オカンが交わった相手は、オカンの実の兄やった」

「…………！」

「ただでさえ濃い魔力が混ざり合った結果、こんなバケモンみたいな体が生まれたんや。オッドアイも、おそらく近きん親しん相そう姦かんの影えい響きようやって……わいは、神を二重に裏切った忌み子っちゅーわけや」

　…………………………重すぎる……！

　朔、てめーキャラになんちゅー十じゆう字じ架か背負わせてんだよ！　鬼おにか!!

　心の中で叫さけびながら横目で見ると、朔は脂あぶら汗あせをかきながら実に気まずそうに目をそらした。

「オカンは出産の時、わいを産みとうないって泣き叫びながら衰すい弱じやく死し。一族を追放されたオトンは、村の外れでわいを育ててくれたけど、オカンを殺したわいのこと、今でも恨うらんどる──」

「リュークのせいじゃねーし、リュークは何も悪くねえよ！」

　リュークの声が震ふるえ、その神秘的な双そう眸ぼうから雫しずくが頬を伝うのを見て、とっさにグッと抱だきしめた。こいつがこんなに自己否定ばっかのマイナス思考になったのは、親にも周りにも否定され続けてきたからだったんだ。

「辛いこと思い出させてごめんな……」

「いや、わいが聞いてほしかったんや。……忌み子であるとともに天てん蠍かつ聖の印を持って生まれたわいを、故郷の大人たちはどう扱あつかっていいかわからんようで……存在自体を、ないことにされた。子どもたちにはバケモンやってはやし立てられたり、石を投げられたりした……」

「リュークは化け物なんかじゃねえ！　そんな環境で育っても周りに攻こう撃げき的になったりせず、孤こ独どくに耐たえてきたお前は凄すごい。本当に、凄いと思うぜ」

「……っ……」

　肩かたを震わせるリュークの目を見て、伝われ、と祈いのりながら、言う。

「お前はもう独りじゃないからな。オレも朔もハーミットちゃんも、もちろんラスコーリニコフだっている」

「……ありがとう……」

　リュークは淡あわく微笑ほほえみながら涙なみだをぬぐった後、ハッとしたように息をのんだ。

「そうや、ラスコーリニコフ！　学園にはヘビとかフクロウとか、カエルの天敵がぎょうさんおる。早く見つけてやらんと……」

「そうね、急ぎましょう！」

　居い心地ごこち悪そうにしていた朔が、勢い込んで同調する。

「私もラスコーリニコフの確保に全力を尽つくすわ。リューク、あなたは独りじゃない！」

「かんにんな、朔……」

　じーん、と感動したようにまた目を潤うるませるリュークに、引きつった微笑みを浮うかべて頷うなずく朔。こいつはもう、本当に……。

　半眼で見つめるオレに、朔は涙目で「わ、若わか気げの至りなのよ……！」と小声で弁解した。







　目的地の森に到とう着ちやくし、ここからは三手に分かれて捜すことにした。

「ラスコーリニコフ、どこだ～？　リュークが心配してるぞ～？」

　声を上げて捜そう索さくしながらも、さっきリュークから聞いた話が頭から離れない。

　あいつにあんなヘビーな背景があったなんてな……そりゃ魔王にもなるかもだ……。

　はあ～と思わずため息を漏もらしながら茂しげみをかき分けていったところ、木々が開けて、湖が現れた。

　こんなところにも湖があったのか、神しん剣けんがあった場所に少し雰ふん囲い気きが似てるかも……と思った直後。

　チャポンと水音がした方に視線を向けて、ドキッと心臓が高鳴った。

　視界に飛び込んできたのは、湖に浸つかる半はん裸らの人ひと影かげ。




　月の光を浴びて輝かがやく亜あ麻ま色いろの髪かみと、白く滑なめらかな素す肌はだ。

　──しかし、その背中には生々しい大きな傷きず跡あとがいくつも、刻まれていた。




「誰だれ!?」

　狼ろう狽ばいした声を上げたハーミットちゃんは両手で胸むな元もとを隠かくすと、そばにあった岩の陰に身をひそめる。

「ごめん、オレ！　でも、背中しか見てないから！」

　これは事実だった。下半身は月光を反射する水面の下に浸かっていたし。

　……背中も、見られたくなかったかもしれないけど。

「壱星君……!?　……そのまま、後ろを向いてて、絶対にこっちを見ないでね」

「わかった！」

　背後でハーミットちゃんが着き替がえる気配がして、ドキドキドキドキと早はや鐘がねを打つ心臓を押さえながら直立不動で待機していたら、「もういいよ」と声がかかる。

　ゆっくり振り向くと、ワンピースに着替えたハーミットちゃんが、いつになく硬かたい表情で立っていた。

「……何も見てないってことは、ないよね？」

「うん……傷跡は、見ちゃった。ごめん」

　オレが頭を下げると、ハーミットちゃんはふうっと大きく息を吐はいてから、「いいの。頭を上げて」と柔やわらかい声で言った。

「こんなところで水浴びしてた私が悪いんだし……壱星君が謝ることじゃないよ」

　まだ少しバツが悪そうだけど、優やさしく微笑むハーミットちゃんに、心の底からホッとした。

「背中の傷を見られたくなくて、いつも人がいない時間に寮のお風ふ呂ろに入ってるんだけど。こそこそするのにちょっと疲つかれちゃって、ここなら水も綺き麗れいだし、人も来ないだろうってつい、大だい胆たんなことをしちゃった」

「マジでビビった……でも、本当に背中以外は何も見てないからね!?」

「うん、わかった。信じる」

　月明かりの下で顔をほころばすハーミットちゃんは、なんだか神秘的な雰囲気で、いつも以上に魅み力りよく的に見えて……おさまっていた胸の鼓こ動どうが、また速くなってきた。

　傷のことは気になるけど、隠したがってたってことは、詮せん索さくされたくないってことだろう。

「水浴びしたくなる気持ちはわかるけど、危ないから、もうやめた方がいいよ」

「そうだね……反省してます」

「ところで、これくらいのサイズの、青緑のカエルみなかった？」

　しゅん、とうつむいていたハーミットちゃんは、オレの質問に「カエルさん？」と目を瞬またたいた。

「そう。リュークのペットで、この森に脱だつ走そうしたらしいから、捜さがしに来たんだけど──」

　そこまで話したところで、パアン、と上空に、小さな煙けむりが炸さく裂れつした。

　リュークからの、合図だ。

「ちょうど見つかったっぽい。よかった……ハーミットちゃん、この後どっか寄る？」

「ううん、寮りように戻もどるよ」

「じゃあ一いつ緒しよに帰ろう」

　道を引き返そうとしたところで、「壱星君」と呼びかけられる。

「ありがとう…………何も聞かないでくれて」

「うん」

　頷いて、その後はもう普ふ通つうの雑談をして、リュークたちと合流して帰き途とについた。

　傷跡のことは予想していたけれど、実際に目撃すると想像以上に痛々しくて、衝しよう撃げき的だった。

　レオンの『忌いみ子』の話はわからないままだけど……オレ以外の十二聖、みんな重いもの背負ってそうだな……。
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「一回戦、第二試合を始めるぜー。東、朔＝エクリプス＝ミッドナイト。西、リューク＝アインザムカイト」

　審しん判ぱんのキーファ先生の声に続いて、円形闘とう技ぎ場のアリーナに二人の姿が現れると、ぐるりと取り囲む観客席から拍はく手しゆと歓かん声せいが響ひびいた。

〈霜しもの月〉中ちゆう旬じゆんの今日は、年に一回の魔ま法ほう剣けん術じゆつ大会。

　学園から実力で選ばれた八人が、トーナメント戦で魔法剣の腕うでを競きそい合う。

　この朔とリュークの試合は、原作の『アスラグ』でも描えがかれており、勝負は圧あつ倒とう的な実力を誇ほこるリュークの勝利となるが、リュークはダイヤの原石のような朔の才能の煌きらめきと真剣に戦う美しい姿に改めて心を鷲わしづかみにされる──という一幕だったらしい。

　……聞いてるオレの方が赤面してしまう。

　朔は『今までの鍛たん錬れんの成果を測る絶好の機会ね。勝利を射止めてみせるわ……！』と燃えていた。果たして、勝負の行方ゆくえやいかに。

　なお、大会にはオレも選手としてエントリーされてて、今はアリーナへの入り口からのぞき込む形で観戦している。

　全校生徒が見守る中、平然とした無表情で、剣を構えて向かい合う二人。

　朔はタワシの心臓を持つ超ちよう絶ぜつマイペースだが、リュークは内心注目を浴びて悲鳴を上げているかもしれない。

「リュークは去年、一年生にして優勝を飾かざった実力者！　一方、朔も掛かけ声はアレだがセンスは抜ばつ群ぐんの期待のルーキーだ。楽しませてくれよ～。いざ、ファイ！」

　最初に動いたのは、朔だった。

「月華流水剣。肆しノ型──疾しつ風ぷう迅じん雷らい」

　涼すずやかに剣を抜ぬき放ち、トン、と跳はねたかと思うと、瞬しゆん時じに間合いを詰つめて閃せん光こうのような怒ど濤とうの連撃を繰くり出す。

　速い……！　オレの動体視力だとギリギリ動きが追えるくらいだ。

　しかし、リュークは表情を変えないまま、そのすべてを冷静に受け止める。

「開幕早々魅せてくれるぜ！　果か敢かんに攻せめる朔だが、リュークの強さの最大のキモは鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力だ。去年は誰一人として一ひと太た刀ちも許さなかった絶対王者の不ふ可か侵しんの護まもり、果たして崩くずすことができるかー!?」

「拾じゆうノ型。月つき影かげ流る転てん」

　朔の動きが変わった。

　ふわっと舞まうようにステップを踏ふむと、独特のリズムで剣を繰り出す。

　上下左右、変へん幻げん自じ在ざいの不規則な剣術は、月の満ち欠けのように次々と様相を変え、リュークさえも翻ほん弄ろうしているように見えた。

　まさかそこから来るかと息をのむような朔の突つきを、すんでのところでかわすリューク。

　すかさずその場で一回転した朔が遠心力の勢いも加えて放った横よこ薙なぎの一撃が、リュークの右腕にヒットした。

　顔をしかめて、間合いを空けるリューク。

　行ける！　朔の剣術はリュークさえ凌りよう駕がする！

　そう思ったけれど、この大会は〈魔法剣術〉大会だった。

「水魔法デイーネ」

　リュークが呟つぶやき、一歩踏み込んだ朔がぐらりと体のバランスを崩したところを、今度はリュークが斬きりかかる。朔の足場に氷を作って、滑すべらせたんだ！

　上段から振ふり下ろされた剣をなんとか受け止める朔だが、再び足元を乱される。

　流れるようにリュークが放った二太刀目を転がるようにしてかわし、そのまま背後に飛び退すさって今度は朔から間合いを取った。

　この大会では直接攻こう撃げきは剣に限られているが、補助的役割としての魔法の使用はＯＫというルールだ。

　リュークが再び水魔法を唱えると、朔の足元からピシピシと凍こおっていった。

　更さらに、会場には霧きりが湧わきだし、視界まで塞ふさがれる。

　絶体絶命かという状じよう況きようで、朔はすうっと息を吸い込むと、詠えい唱しようを始めた。




「我われは統すべる。紺こん碧ぺきの天そら・荒こう廃はいした大地・悠ゆう久きゆうの刻とき。白はく皙せきに伝う雫しずくも皓こう月げつの幻まぼろし。森しん羅ら万ばん象しよう、降り注ぐ光の前に遍あまねくすべてが等しく無む垢くに。罪びとたちは絶対的女王の最後の審判に跪ひざまずく──」




　これは……以前話していた、あらゆるものを無効化するという朔の特とく殊しゆスキル!?




「『月は無慈悲なイノセント夜の女王・ゼロ』」




　密ひそやかに、しかし凜りんと言こと霊だまが落とされたが、霧は晴れることはなく、朔の斜ななめ後ろにスッとリュークが姿を現す。

　あっと思う間もなく振るわれた一撃で、鋭するどい金属音と共に、朔の剣が落下した。

「勝者、リューク！」

　…………特殊スキル、不発か。

　ちなみに、戦せん闘とう中に朔がひょんひょん言っていた奇き声せいは、省略したのであしからず。




「一回戦第三試合、東、レオン＝ルクス＝クーゲルシュライバー。西、壱星＝ジェミニ＝ミッドナイト」

　あ、呼ばれた。オレの番だ。

　会場に出ていくと、わあっと周囲から熱気と興奮に満ちたざわめきが押し寄せてきて、頬ほおが熱くなった。ドキンドキンと鼓動も速くなり、深呼吸をして全身に入った変な力を抜く。

「経験不足とはいえ、筋はいい。お前と剣を交えるのを、楽しみにしていた」

　シャアッと重じゆう厚こうな音とともに剣を鞘さやから抜き放ち、好戦的に笑うレオンの長身からは、対たい峙じするだけで吞のみ込まれそうな圧を感じた。

　ルビーのような紅あかい瞳ひとみがギラギラと強い闘志に輝かがやいている。

「お手て柔やわらかに」

　無理やり笑えみを作りながら、剣を構えた。今のオレではレオンには敵かなわない。

　今日はどの程度までやれるかの力ちから試だめしと、課題の把は握あくが目的だ。

「十二聖同士となったカード。パワーのレオンとスピードの壱星、勝利を掴つかむのはどっちだー？　いざ、ファイ！」

　先手必勝、と飛びこんだら、レオンも同じで、振るった剣がギイン！　とぶつかった。

　重っ！

　怯ひるんだ刹せつ那な、立て続けに斜め上からブンと襲おそい掛かってきた剣を屈かがんで避よけ、更に横薙ぎの攻撃をジャンプしてかわしながら距きよ離りをあける。

　まだ少し両手が痺しびれている。あの剣を受け続けるのは不利、となると防御は回かい避ひ一いつ択たく。

　でも、避けてるだけじゃ体力を削けずられてく一方だよな、っと。

　キイン！　キイン！　キイン！　キイン！

「チッ……」

　息つく暇ひまもなく繰り出した連撃を、舌打ちしながらいなすレオン。

　くそ、決め手に欠ける！

「単調だな」

　そう指し摘てきすると、今度はレオンが攻めてきた。

　一撃でも食くらったら大ダメージ間ま違ちがいなしの、唸うなりを上げて迫せまる連続攻撃を、冷や冷やしつつも全すべて避けきる。

　隙すきを作らなければ、と風魔法を発動させ、砂を巻き上げて目つぶししようとしたが、

「火魔法エンフイー！」

　瞬間、レオンの剣が大きな炎ほのおを纏まとい、ブン、と振り下ろされた剣圧で砂すな煙けむりが両断される。

「風魔法シフイル！」

　風の勢いで吹き消せないかと突とつ風ぷうを叩たたきつけたが、剣の炎はむしろ赤々と勢いを増した。

　まずい、炎えん剣けんの脅きよう威いは攻撃力だけでなく、攻撃範はん囲いも強化する点だ。

　今までのようなギリギリ回避だと火傷やけどは免まぬかれ得ないだろう。

「さあどうする？　俺の炎に触ふれると、そこいらの剣では溶とけ落ちるぞ」

　焦あせるオレに、燃え盛る剣をかざし、愉たのし気な笑みを浮うかべるレオン。

　──実力者との戦闘となるととっさに魔ま力りよくを練ろうとしても乱れて、思うより威力が下がるんだな……。

　素す早ばやく正確な魔力錬れん成せいと、攻撃パターンの研究。当面の課題はわかったし、頃ころ合あいかな。

　ビュンッと斬り込まれた攻撃を背後へ飛びのくことでかわすと、オレはカランと剣を離はなした。

「降参します」

「勝者、レオン！」

　オレが敗北宣言をすると、キーファ先生の判定が響ひびき渡わたり、円形闘技場はわあああっと歓かん声せいに包まれた。

　レオンは勝利したというのに、フンと不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、自らの剣を鞘に納める。

　そしてオレを鋭い瞳で一いち瞥べつすると、くるりと背を向けて出口へと去っていった。
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　オレが降参したのが気にくわなかったのか？

　でも、実力差は歴然としてたし、オレは学校行事で怪け我がはしたくない。正しい選せん択たくだったはずだ。







　リュークとレオンは圧あつ倒とう的な強さで勝ち進み、二人が決勝戦で対決することになった。

「ハーミットとも対戦してみたかったわ」

　大食堂で昼食を摂とりながら、朔が残念そうに言うと、ハーミットちゃんは「ふふ、そうだね」と柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「でもまた授業で模も擬ぎ戦とかやると思うし、ね」

　実はハーミットちゃんも選手に選ばれていたのだが、今回も目立ちたくないという理由で辞退していたのだ。

　授業で見る限り、ハーミットちゃんもすごく剣筋が綺き麗れいなんだよな。

　打ち込みで組んだことがあるけど、狙ねらいは精確だし、女子とは思えないほどパワーもあって、さすが十二聖だと舌を巻いた。

「リューク、頑がん張ばれよ。目指せ、優勝！」

「ああ。まかせとき。壱星の仇かたきはわいがとる……！」

　頷うなずいたリュークの瞳には未いまだかつてない熱が渦うず巻まいていた。

　おお、リュークが燃えている！　これは期待できるかも？

「壱星君もいい試合だったよ。あそこで降参しちゃったのは少し勿もつ体たいない気がしたけど」

「せやな。壱星なら、もっとレオンにも対たい抗こうできた思うわ」

「いや、ありゃ勝てないだろ。火と風で属性的に向こうが有利だし、剣術だって明らかにレオンが上。少なくとも今のオレが敵う相手じゃねーよ」

「壱星の分ぶん析せきは往々にして正しいけれど、それ故ゆえに見切りが早すぎる点は短所だと思うわ」

　朔にまでたしなめられたが、勝ち目がない戦いであがくほどのバイタリティはないしな～、と肩かたをすくめていたら。

「レオン先せん輩ぱいと言えば、少し気になる噂うわさを聞いたんだよね……」

　ミルクティーのマグカップを両手に持ってふうふうしていたハーミットちゃんが、小首を傾かしげながら話し始めた。

「気になる噂？」

「うん……レオン先輩、産うぶ声ごえを上げた時に獅し子し聖の印は額に出てたんだけど、体のどこにも聖石を持たずに生まれたんだって」

「え……!?」

「だから、本当に獅子聖なのか、儀ぎ式しきはちゃんと遂すい行こうできるのかって心配する声があるんだって。でも、レオン先輩の家系は代々獅子聖が生まれてきた一族だし、剣術も火魔法も優ゆう秀しゆう。同世代に他ほかに聖石や印を持った人もいないから、レオン先輩が獅子聖に認定されているらしいよ」

　レオンが聖石を持ってない……？

　でも、魔王を封ふう印いんするオーブを創つくるためには、四つの聖石が必要なんだろ？

　朔がガタッと席を立つ。

「不ふ浄じよう場へ行ってくるわ」

「トイレだな。オレも行く！」




「レオンは獅子聖よ。前世から変へん更こうがなければ、間違いないわ」

　人ひと気けのない中庭の隅すみまで行くと、オレの疑問に先んじて、朔が断言した。

「『アスラグ』でも聖石を持たずに生まれた獅子聖だったのか？」

「ええ」

「じゃあ、オーブはどうするんだよ？　原作ではどうやってオーブを創ったんだ？」

「……この時点では貴方あなたはまだ知らない事実だから。私に任せて──」

「これは封印に関かかわる大事なことだろ。ちゃんと教えろよ」

　気まずそうに目を伏ふせた朔に嫌いやな予感がビンビンする。

「朔！」と両肩をつかんで、語調を強めて追つい及きゆうすると、朔ははあっと大きなため息をついてから、衝しよう撃げきの事実を口にした。




「レオンの聖石は、心臓にあるの」




　心臓……!?

「通常、十二聖の聖石は体表に嵌はまっていて、本人の意思で取り外し可能なの。ただ、レオンは訳あって心臓に聖石を宿して誕生した……周囲はそれを知る由よしもない故に、彼は印だけは出たが聖石を持たない『忌いみ子』『欠けつ陥かん品』と呼ばれてきたのよ……」

　こいつ、またキャラに過か酷こくな設定を……！

「彼自身、私が指摘するまで心臓に聖石があることを知らなかったし、他の十二聖と違って、自分の意思では取り外しができない……」

「原作ではどうやって聖石を手に入れたんだ？」

「レオンは、魔王軍四天王の一人と刺さし違えるのよ。事切れる直前、彼は唇くちびるの端はしから血を流しながら、満まん身しん創そう痍いにもかかわらず、不敵に笑って私に言ったわ。『フン、良かったな……これで、俺の聖石も入手できるだろう……』」

「レオンも死ぬのかよ！！！」

　主要キャラがガンガン減ってくドシリアス系厨ちゆう二に小説だったのか、『アスラグ』！

「原作ではレオンが死ぬことで聖石が手に入った……となると、この世界で、朔はどうやって聖石を入手するつもりだったんだ？　『私に任せて』とか言ってたけど……」

「それは………………」

　オレの質問に、朔はバツが悪そうに言いよどんだ後、ぼそりと言った。

「……レオンを闇やみ討うちして」

「待て待て待て！　冗じよう談だんだろ!?」

　即そく座ざにツッコむオレに、朔は目を据すわらせて「冗談じゃないわ」と答える。

「だって他に方法があるの？　仕方ないじゃない」

「仕方ないじゃ済まないだろ！　この世界の奴やつらはもうただのフィクションのキャラクターじゃない。みんな生きてる！」

「そんなことわかってるわよ！　私だってやりたくないわよこんなこと！」

　血相を変えるオレに、朔も頬ほおを紅潮させて声を張り上げる。




「でも、私にとって一番大事なのは壱星なの！　私が殺やらなきゃ壱星が死ぬなら、殺るしかないでしょ!?」




　涙なみだ目めで言い放たれて、絶句した。

　慣れない大声にハアハアと息を乱しつつ、もうそらすことなく真っすぐにオレを見つめる朔の目は、完全に本気だった。

　……マジかよ……こいつ、実はこんなに追い詰つめられてたなんて……。




「言っておくけど、もし壱星が死んだら私もすぐに命を絶つ覚かく悟ごよ。死なせないけど」

「あのさ……オレが身代わりにならなければ、死ぬのは朔だぞ？」

「そうね。そうしてくれたらむしろ嬉うれしいのだけど……もし最悪の状じよう況きようになったら、壱星はきっと、私を護まもろうとするわ」

　淡たん々たんと、事実を述べるように告げられて、オレは再び言葉を失う。

「おまえ、どんだけ自信過か剰じよう……」

「貴方のことは誰だれより知ってるもの。勿もち論ろん、そんな状況にはしないように、最善を尽つくしているのだけど」

「…………とにかく！　いくらオレを助けるためでも、他人に危害を加えるのはナシだ！」

「ならいったいどんな手段が──」

「方法はこれから考える！　勝手な事したら、絶交だからな！！！」

　問答無用で力強く宣告したら、朔は不満げな様子ながらも、首を縦に振ふった。

「これからはこういう大事なことは、絶対オレにも話せよ。二人で考えた方が、いいアイディアも出るし……そもそも頭を使うのはオレの役目だろ」

「承知したわ……」

　……朔がずっとレオンを避さけるようなそぶりを見せてたのは、そのうち命を奪うばわねばならない後ろめたさからだったのか……。

　衝撃の事実にくらくらしたが、そろそろ昼休きゆう憩けいが終わる時間なのに気付く。

「はあ……とりあえず、戻もどるか」

　ため息を漏もらしつつ、踵きびすを返したところで、「壱星」と服の袖そでをつかんで引き留められた。




「…………嫌きらいになった……？」




　不安そうに瞳ひとみを揺ゆらしながら、消え入るような声で尋たずねられて。

　オレは少しだけ固まって、また大きなため息を吐はいてから、双ふた子ごながら全くもって予測不能な頭をポンポンと叩たたく。

「ならない。……ほら」

　手を差し出すと、無表情の顔がパッと輝かがやいた。

「ハーミットちゃんたちと合流するまでな」

「了りよう解かい」

　繋つないだ手にギュッと力を込めながら、コクリと頷うなずく朔。

　……それにしても、どうしたもんかね……。







　決勝戦、リュークＶＳレオンは、重く鋭するどい刃やいばが何度も打ち交かわされる激しい剣けん戟げきとなった。

　超ちよう攻こう撃げき型のレオンに対し、鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよを誇ほこるリュークが前半は様子を見ながら、ここぞというところで狙ねらいすまして反撃に転ずる……二人の戦せん闘とうスタイルから事前に予測されていたそんな試合展開は、しかし、大おお幅はばに裏切られる。

「今日はやけに好戦的じゃないか、天てん蠍かつ聖」

「おまえは壱星の仇かたきやからな……！」

　いまだかつてなく積極的に攻せめの姿勢を見せるリュークに、レオンも烈れつ火かのごとく対応するが、圧おされ気味に見えた。

　リュークは磨みがき抜ぬかれた鋭い連撃を、息つく暇ひまもない神速で繰くり出していく。

　てか、リューク、マジで途と方ほうもない技術力。上手うまいのは知ってたけど、実力が伯はく仲ちゆうしているレオンと刃を交えることで技量がいかんなく発揮されて、一撃一撃の鋭さ、速さ、正確性、フェイント、立ち回り、状況判断力……あらゆる点で感かん嘆たんするばかりだ。

「天蠍聖の戦闘能力は、十二聖でも最強クラスよ」

　食いいるように対戦を見つめながら、朔が解説する。普ふ段だんは陰いんキャの関西人なのに……。

「どこまでも冷れい徹てつに、嫌なところばかり正確無比に突ついてくる……」

　そう苦く笑しようしながらも、レオンの紅の瞳はギラギラと愉たのし気に光っていた。

「火魔法エンフイー！」

　ゴオオッと燃え盛る剣で斬きりかかるが、

「水魔法デイーネ」

　リュークの放った奔ほん流りゆうでジョワッと激しい蒸気と共に炎ほのおがかき消えた。

　構わず振り下ろした一撃が受け流されると、すぐに背後に飛び退すさるレオン。

　かと思うと剣を構えたまま、その唇から、詠えい唱しようが零こぼれ出した。




「我われは意志する。鋼はがねの咆ほう哮こう・唯ゆい我がの光・灼しやく炎えんの煉れん獄ごく。制約の鎖くさりを噛かみ砕くだき、総すべてを糧かてに。獰どう猛もうなる覇は者しやは暁ぎよう光こうを纏まといて崖がけに起たつ。──『獅子奮迅リミツト・ブレイク』」




　レオンの全身が一いつ瞬しゆん赤い光に包まれ、特とく殊しゆスキルか、と悟さとると同時に、隣となりにいた朔が「え……!?」と驚きよう愕がくの声を上げた。

「どうした？」

「ちょっと来て！」

　血相を変えた朔に引っ張られて、観客席から人ひと気けのない廊ろう下かの隅すみへと連れていかれる。

「なんなんだよ!?」




「胃にあったの！」




「……は？」

「十二聖が特殊スキルを使う時、聖石が輝き出すわよね？」

「そうだな」

「私には見えたわ……レオンが使った時ね、まず彼のお腹なかが光っていたの。この世界では、レオンの聖石は心臓じゃなくて、胃にあるみたいなのよ！」

「胃～～～!?」

　なんだその超展開！

「ちょこちょこ設定は変わっているけど、こんなところでも……？」

「ええ、おかげで光明が見えてきたわ。心臓なら命と引き換かえにするしかないけれど、胃なら吐き出せるかも……最悪、切り裂さいた後ハーミットに回復してもらえば──」

「怖こわい怖い怖い！　そうだな！　なんとか吐き出せないか、そっちの方で考えようぜ!!」







　オレたちが話している間に、決勝戦は終わっていた。

　ハーミットちゃんに聞いたところ、特殊スキルで戦闘能力を大幅に強化させたレオンが怒ど濤とうの攻めを見せて優位に立ったが、最後はリュークが勝利したらしい。

　やっぱリューク半はん端ぱない。

「壱星！　わい、やったで！　壱星の雪せつ辱じよくを果たしたぞ……！」

　表ひよう彰しよう式しきの後、円形闘技場の入り口で待っていたら、リュークが嬉うれしそうに駆かけ寄ってきて、（見てなかった、ごめん……）とちょっとバツが悪くなった。

「おめでとう！　やっぱリュークは凄すごい奴やつだな。友達として誇らしいぜ」

　罪悪感を押し殺しながらも嘘うそ偽いつわりない賛辞を贈おくると、頬ほおをほのかに紅潮させ、微笑ほほえむリューク。盛んに振るしっぽの幻まぼろしが見える気がする……。

　あ、後ろから来るのはレオンだ、と思ったら、向こうもこちらに気付いたようだ。

「──壱星」

「ああっ、眼前暗黒感が……！」

　近付いてきたレオンに、いきなり朔がよろめいたふりをして鳩尾みぞおち突きを繰り出した。

「おい、何のつもりだ!?」

　ギョッとかわして、眉まゆを跳はね上げるレオン。

　朔……胃に衝しよう撃げきを与あたえて聖石を吐き出させるにしても、あまりにも不自然だぞ！

「ごめんなさい、眼前暗黒感よ」

「だからそれは何だ」

　眼前暗黒感は眩暈めまいの正式名めい称しようなのだが、それを通訳したところで苦しすぎる言い訳である。

「えっと、なんか用か、レオン」

　早々に話題をそらそうとするオレに、レオンはまだ怪け訝げんそうにしながらも「ああ……」と視線を移した。

「おまえ、なぜ途と中ちゆうで勝負を諦あきらめた」

「え……あのままやっても勝てないと判断したからだけど」

「やってみないとわからんだろう。才能はあるのになぜ本気でやらない？」

　不ふ機き嫌げんに責めるような口調で言われて、ムッとして反論する。

「本気でやってるって。怪け我がしてまで勝ちたいとは思わないだけだ」

「ならばおまえが譲ゆずれないものは何だ？　情熱を注ぐものは？」

「………………」

　クリティカルに切り込まれて、答えにつまった。

「おまえは常つね日ひ頃ごろから、意志薄はく弱じやくで場の空気に流されやすい、事なかれ主義の点が見受けられる。傷つくのが怖いのか。そんな覚かく悟ごの足りない軟なん弱じやく者ものは、戦場では生き残れない」

　いや、おまえだって原作では死ぬ運命だからな！　と思ったが、オレが流されやすいことや芯しんがないことはその通りだと思ったので、言い返せなかった。

「貴方あなたが壱星の何を知ってるのよ……!?　壱星は柔じゆう軟なん性せいと適応力に優すぐれているだけで、意志薄弱なんかじゃないわ。妙みような侮ぶ辱じよくをすると悪夢より酷ひどい現実を見るわよ……!?」

「せや。黙だまって聞いとけばええ加減にせえ。これ以上壱星に見けん当とう違ちがいのイチャモンつけるなら、今度は真剣でぶちのめしたる……！」

　代わりに朔とリュークが一気に殺気立って剣の柄つかに手をかけるので、「おまえら、落ち着け！」と慌あわててなだめた。こいつら、実は血の気多いな!?

「愚ぐ弄ろうする気はない。ただの警告だ」

　言うだけ言って、さっさと去っていくレオン。

「待ちなさい、その気はなくてもこっちは気分を害したわ。己おのれの罪を数えなさい！」

「壱星にちゃんと謝罪せえや！」

「もういいから落ち着けって。どうどう……そうだ、夕食何食べる？　二人とも頑がん張ばってたから今日はデザートおごってやるよ、な？」

　すっかり憤ふん慨がいして飛びかかりそうな二人を必死に押さえていたら、静観してたハーミットちゃんに「壱星君、猛もう獣じゆう使いみたいだね」と笑われた。いや、笑ってないで助けて。

　幸い二人とも『デザート』の単語に反応して、黒い気配が収まる。

「じゃあプリンパフェ頼たのんでもええか……？」

「私は赤き絆きずなに結ばれし双そう生せい児じのパイを所しよ望もうするわ」

　ホッとすると同時に、このチョロさ……本当にペット飼ってる気分になってきた。

　朔が言ってるのはたぶんチェリーパイだな、って少し考えたらわかるのも、動物言語学みたいなものかもしれないな……。
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「……おい、おまえも朔も何な故ぜ、俺のボディばかりを狙ねらってくる？」

　魔ま法ほう剣けんの授業での打ち込み訓練で、ペアを組んだレオンから渋しぶい顔で尋たずねられ、オレは「気のせいじゃないか？」ととぼけた。

「そんなことはない。明らかに腹部、特に鳩尾に攻こう撃げきが集中しているだろう……まあいい。壱星と、それからリューク！　おまえたちに相談がある。今日の夕食の後、談話室に来い」

　相談？




　石の壁かべに大きなオオカミのタペストリーが飾かざられ、立派な暖だん炉ろがある広々とした談話室は、寮りよう生せいたちのくつろぎの場所。

　沢たく山さんの小さなテーブルとひじ掛かけソファが雑然と置かれ、壁かべ際ぎわには本ほん棚だなや机もあって、ゲームやおしゃべり、軽い飲食、課題から読書まで、各自が自由に過ごすことができる。

「いるわね……」

　先に一人ひとり掛がけのソファに腰こし掛かけて待っているレオンを見て、朔が袋ふくろから取り出したのは──牛乳をふいた後ちゃんと洗わず放置していた生なま乾がわきの雑ぞう巾きん。

「不覚、手が滑すべったわ……！」

　そう叫さけびながら、レオンに投げつける朔。相変わらず不自然！

　しかしレオンは飛んできたそれを無造作に払はらいのけ、跳ね返った雑巾はべちゃっとオレの顔面に命中した。

「クッッッサ！　おえ！　おえ～～」

　信じられないレベルで臭くさい雑巾に、パニックになりながら嘔吐えずく。

　ぬめぬめした感かん触しよくも怖おぞ気け立だつほど気持ち悪い！

「大だい丈じよう夫ぶか、壱星！」

　慌ててリュークが水魔法でジャーッと顔を清めてくれて、ようやく人ひと心地ごこちついた。

「貴様ら……何をやっている？」

「空間に溜たまった澱おりの浄じよう化かに努めていたのだけれど、迂う闊かつにも手元が狂くるったのよ」

「浄化？」

「掃そう除じしてたら、手が滑ったらしくて……それより待たせたな！　話って何だ!?」

　通訳しつつも強ごう引いんに急せかすと、レオンは眉をひそめつつも、ひじ掛けに頬ほお杖づえを突ついて、話し出した。

「──来月の上じよう旬じゆんに学園で文化芸術発表会があるのは知っているな？」

「有志の個人や部活とかの団体が、合唱や劇を大聖堂のステージで発表するんだよな」

「ああ。それに各寮代表の出場枠わくがあるのだが、双児聖と天てん蠍かつ聖にも出場して欲しいのだ」

　オレとリュークがステージ発表？

「……ってどうしてオレたちが!?」

「当日、三つの寮から生徒の投票で最さい優ゆう秀しゆうパフォーマンス寮が選ばれる。つまり、最もウケた寮が優勝するということだ。うちの寮の実行委員の奴らと話し合った結果、十二聖として全校に顔の知れた俺たちが適任という結論になった」

「確かに、十二聖がステージに上がるってだけで、すでに出し物になるところがあるね」

　横で聞いてたハーミットちゃんがポンと両手を合わせる。

　うーん……魔王の復活も近いし遊んでる時間はないんだけど、レオンの胃の中の聖石を吐はき出させるように仕掛けるには、なるべく一いつ緒しよに過ごす方がいいかも？

「これもアカシックレコードに刻まれし運命……」

　朔もオレの背中を押すように頷うなずく。

「ステージ発表とか、そんな陽キャの権ごん化げがやるようなことをわいが……絶対無理や」

「でも、みんなで何かやるって青春って感じで楽しそうだよ。壱星君も一緒だし、きっとかけがえのない思い出になるんじゃないかな？」

「青春……壱星との、かけがえのない思い出……」

　尻しり込ごみしていたリュークは、ハーミットちゃんの言葉を聞いてハッとしたように息をのみ、様子をうかがうようにオレを見てくる。

「……壱星が出るなら、出てもええで」

「わかった、オレも協力する。で、具体的に何をするんだ？」

　同意が得られて一いつ瞬しゆん口元をほころばせたレオンだが、オレの質問にすぐに腕うでを組んで眉まゆを寄せた。

「それは完全に未定だ。今年の文化芸術発表会のテーマは『パッション』だが……」

「パッション……ならば、話は容易たやすいわ」

　ピッと人差し指を上げて、朔が言う。

「レオンが情熱を注ぐものといえば、すなわちユリリンでしょう？」

「「「？」」」

「そっか、『黄泉よもつ坂ざかひらりん娘』のダンスを踊おどればいいね！　絶対ウケるよ！」

　え、そんな忘ぼう年ねん会かいの余興みたいなのでいいの!?

　でも無ぶ愛あい想そうでプライドが高そうなレオンが、いくら推おしアイドルのダンスとはいえ人前で踊るなんて……ホラ、固まっちゃってる……と思いきや。

「天才か」

　ポツリと呟つぶやくと、グッとガッツポーズをして立ち上がった。

「ユリリンたちのダンスはまさに芸術！　これ以上ない演目だな！」

　めちゃくちゃやる気になってるー！

「幸いにして振ふりは全すべて頭に入っている。早さつ速そく明日あしたから特訓を開始するぞ！」

　……マジか……。







「アン・ドゥ・トロワ、アン・ドゥ・トロワ……はい、そこできゅるるんポーズ」

　空き教室で、朔の音おん頭どに合わせながら練習に励はげむ双児聖、獅し子し聖、天蠍聖の三人。

　しなを作ったプリティーなダンスを大おお真ま面じ目めにキビキビと踊るレオンと、無表情ながら死んだ目で踊るリューク。二人の大男の横で、オレもやけくそで振りを覚える。

「駄だ目め！　全然駄目よ……そんなダンスじゃ、世界は制せい覇はできない……！」

　謎なぞのコーチ役になり切って、唇くちびるをかむ朔。なんだよ、世界って。

「リューク！　やる気のなさが振りに出てるわよ」

「せやかて……よりによってこんなダンス、ええ笑いもんやん……」

「貴様、こんなダンスとはなんだ!?　ユリリンを馬ば鹿かにするのか!?」

　どよーん、と影かげを背負いながら呟くリュークの胸むなぐらをつかんで、激げつ昂こうするレオン。

「落ち着け！　リュークはそんなつもりないって」

「リューク、『こんなダンス』なんて言っていいのは、ちゃんと極きわめた者だけよ」

「……！」

　朔の言葉に、リュークはまるで頬ほおを打たれたようにビクンと全身を弾はじかせた。

「その通りや……ろくに知りもしないで貶おとしめるなんて……わいは、わいはやっぱり最低やー！」

「だから自殺しようとすんなー！　反省したなら、ここから一緒に頑がん張ばろうぜ」

「そうだ。本気で取り組めば、このダンスの奥深さを痛感するだろう。今こそ十二聖としての本領を発揮する時だぞ！」

　発揮しどころを間ま違ちがってる気がするけど、リュークの心には響ひびいたようだ。

「壱星……レオン……せやな。わい、頑張るわ……！」

　何だこの茶番。

「青春だね～。大丈夫、みんな、どんどん可愛かわいくなってるよ～。いったん休きゆう憩けいしようか」

　蓄ちく音おん機きの再生を止めて、癒いやしの笑え顔がおでねぎらってくれるハーミットちゃんにホッとした。

　オレはこの可愛いマネージャーのために頑張ることにする。

「サビの部分がまだ入りきってねえんだよな……」

　教室の隅すみに腰こしを下ろしてそうぼやいたら、「そうだ」とレオンが自分のバッグから何かを取り出した。

「ほら、これをやろう」

　そんな言葉と共にレオンがオレとリュークに配ったのは、『ボーダー／ジャンプ！』という黄泉よもつ坂ざかひらりん娘のレコード。今回の課題曲。

「個人練習に使えるだろう」

「え、もらっていいの!?」

「ああ、まだ五十枚はあるしな」

　めっちゃ貢みついでるし……！

「じゃあお礼に、レオン、あーん」

「はあ？　──待て、何を食わせた」

　ポカンと呆あつ気けにとられたレオンの口にオレが放ほうり込んだのは、先週末にシベルアパレスまで行って買ってきた昆こん虫ちゆう食。

「『コオロギの丸まる揚あげチップス』!?　……うっ」

　オレが見せたパッケージと見るからにエグい中身を見て、レオンは吐き気を催もよおしたように口を押さえる。

「～～どういうつもりだ!?」

「運動後の栄養補給にいいかなと思って……」

「ならば俺も貴様に食べさせてやろう」

「いやいやいやいやオレはもう食べ飽あきたんで！　ギブギブ！」

「壱星、虫が好きなんか？　ラスコーリニコフとおそろいやな」

「壱星君、そんな趣しゆ味みがあったんだ……!?」

　どさくさに紛まぎれて聖石を吐かせられないかと試ためしてみたんだけど、やっぱ駄目だな。

　オレがみんなにゲテモノ趣味と誤解されただけに終わった。

「喉のどが渇かわいたでしょう。これで潤うるおすといいわ……」

「ほう、気が利きくな」

　朔が渡わたした水すい筒とうを受け取り、ゴクリと飲んだ次の瞬間、再び口を押さえるレオン。

「な、なんだこの苦みは……うぷ、気持ち悪……！」

「特製健康ジュースよ」

「逆に体調が悪くなるわ！」

　うーん、これも駄目か……。




「──発表会、ティンバーウルフ寮りようからは十二聖の三人が出るって？」

　さて次はどうしようと頭をひねっていたら、廊ろう下かを行く生徒たちのそんな声が聞こえてきた。

「ああ。でもレオンは偉えらそうにしてても獅子聖か怪あやしいんだろ。ほら、欠けつ陥かん品──」

　そこまで話したところで開いた入り口から中にいるオレたちの姿を見て、生徒たちはギクリとしたように体をこわばらせ、そそくさと去っていった。

　レオンは特に動どう揺ようした様子はなく、フンと鼻を鳴らす。

「くだらん。俺は歴代最強の獅子聖になる男だ」

「……レオン、聖石を持ってないって聞いたんだけど、本当なのか？」

　事実確かく認にんは必要だろうと思い切って尋たずねてみたら、「ああ」とあっさり肯こう定ていされた。

「俺の母が妊にん娠しん中、何者かに呪のろいを受けた形けい跡せきがあってな。そのせいか知らんが、聖石を持たずに生まれた。不ふ吉きつだと騒さわいでいた一部の親族が『やはり忌いみ子か』『欠陥品だ』と触ふれ回ったおかげで、ああいった陰かげ口ぐちは日常茶さ飯はん事じだ」

「……ひどい……」

　ハーミットちゃんが呟き、リュークは唇をかんで瞳ひとみを伏ふせている。

「我がクーゲルシュライバー家は代々獅子聖を輩はい出しゆつしている名門だ。他ほかの十二聖は必ずしも血筋で誕生するわけではないが、獅子聖は必ず、クーゲルシュライバー家出身なのだ。それ故ゆえ、俺も獅子聖であることを期待されて生まれたし、あるはずのものが欠けていたことで一族の間に動揺が走ったというわけだ。だが──」

　そこでレオンは、傲ごう慢まんな笑みを浮うかべながら、きっぱりと断言する。




「俺が獅子聖であることは、誰だれより俺が確信している。有う象ぞう無む象ぞうのボンクラ共が空くう疎そな陰口で人生を浪ろう費ひしている間に、どこまでも高みへ登ってやるわ」




「──そうだな。レオンは獅子聖だよ」

　眩まぶしいまでの自信に満ちた言動に、自然と言葉が零こぼれた。

「一目見た時からそう思ったけど、今は、あんた以上に獅子聖にふさわしい奴やつはいないと思う」

　真っすぐに思ったことを伝えると、レオンは少し目を瞠みはってから、「……そうだろう」と更さらに笑みを深めた。

「聖石などなくとも、俺の背中はユリリンが押してくれる！」

　……こういうところは残念だけど。




「聖石はあるわ」




　突とつ然ぜん響ひびいた朔の声に、みんなの視線が集中する。おい、朔!?

「レオン。火聖石は、貴方あなたの体の内部……胃の中にあるのよ」

「胃の中!?　何な故ぜわかる」

「貴方が特とく殊しゆスキル『獅子奮迅リミツト・ブレイク』を使った時、貴方の胃の位置から聖石の気配を感じたからよ。私にはわかるの……なぜなら、私は月の女め神がみの生まれ変わりだから！」

　ここで明かすか……！

　朔の告白に、三人とも呆気にとられた表情になった。予想していた通りの反応だ。

「どういうつもりだよ、朔!?　話すのは神しん剣けんを蘇よみがえらせた後だって……」

「レオンはこうは言っていても、やっぱり内心では傷ついて苦く悩のうしているわ。こんな状じよう況きように直面した以上、黙だまっているなんてできない」

「だからって今告げたところで、信じてもらえるかどうか──」

　思わず抗こう議ぎしたが、みんなが困こん惑わくした様子でオレたちを見ているのに気づいて、口をつぐんだ。

　……レオンの聖石を採るための行こう為いを誤ご魔ま化かし続けるのも限界だし、頃ころ合あいなのかもしれない。

　こうなったら仕方ない、と腹をくくって、オレはみんなに向き合って、話し出す。

「朔の言ってることは、いつもの妄もう想そうじゃない。朔が月の女神の生まれ変わりというのは本当なんだ。故郷の森で、朔が湖の底に隠かくされていた神剣を抜ぬくのを、オレもこの目で確かに見た」

「神剣？」

　レオンの言葉に、朔はスラリと腰から剣を抜き放つ。

「まだ完全な力を取り戻もどしていないからボロボロだけれど、学園の地下ダンジョンにある鞘さやを取り戻せば、本来の姿に戻るわ。魔王の復活が迫せまっている。そのためには鞘と、貴方たち四聖の聖石が必要なの──」




　相変わらずポカンとしている三人に、リヒトシュトラールのオーブが人知れず劣れつ化かしていること、オーブが砕くだけて魔王が復活する前に再さい封ふう印いんしなければならないこと、そのためには神剣を蘇らせ、四つの聖石で新しいオーブを創つくる必要があることを、オレたちは順を追って説明した。

「こんな話をしても急には信じられないだろうから、本当はちゃんと神剣を蘇らせてから打ち明けようと思ってたんだけどな」

「──わいは信じるで。壱星が言うなら、信じる」

「リューク……」

　迷いのない目で表明してくれたリュークに、ホッとしたのも束つかの間。

「早まるな、天てん蠍かつ聖。根こん拠きよが何もない」

　冷たくレオンに言い放たれる。

「俺への挙動不ふ審しんの言動は聖石を吐はき出させようとしていた、と考えれば理り屈くつは合うが、だとしてもこいつらのただの思い込みでない保証はどこにもない。そもそもこの変人が偉い大だいなる月の女神さまの生まれ変わりなど、片腹痛いわ」

「壱星は嘘うそなんてつかへん！」

　リュークが信しん頼らいしてくれるのは嬉うれしいけど、レオンの反応は無理もないと思った。

「うん……二人のことは信じたいけど、ごめんね。私も今はまだ、信じられないかな」

　鎖さ骨こつの地聖石の位置に制服の上からそっと手を当てながら、ハーミットちゃんが言う。

「でも壱星君の言う通り、蘇った神剣を見たら、信じることができると思う。だから、地下ダンジョンには一いつ緒しよに行くよ」

「「ハーミット」ちゃん……！」

　願ってもない申し出に、朔と声をハモらせたら、レオンも「そうだな」と頷うなずいた。

「神剣を見るまで判断は保留だ。その上で、俺も場合によっては鞘探しくらいなら同行してやっても良い」

「場合によっては？」

「発表会で最さい優ゆう秀しゆう賞を得ることができれば──というのはどうだ」

　フッと口元をほころばせて提案されて、レオンも信じようとしてくれてるんだ、とわかった。

「……よし、練習頑がん張ばるか！」




　　　　[image: くぎり]




　放課後は連日ダンスに打ち込み、休日は毎週シベルアパレスのライブに足を運んで、レオンの雄お叫たけびやハッスル具合にドン引きしつつもお手本を研究し……いよいよ、発表会当日。

「よくここまで私の指導についてきたわ……貴方たちの形態模写は、もはや完かん璧ぺきと言わざるを得ない」

「師し匠しよう……おおきに！」

　舞ぶ台たい袖そででの出番待機中、すっかりコーチ役におさまった朔が満足げに告げると、リュークが感極きわまったように目元をぬぐった。

「フッ、当然だ。やると決めたからにはどんな困難も乗り越こえ成し遂とげる！　それが獅し子し聖の生き様よ」

　台詞せりふはカッコいいかもしれないが、レオンもリュークもオレも、リボンや花が付いたフリフリのミニドレスを着用している。また女装……。

「衣い装しようもピッタリでみんなすっごく可愛かわいいよ～」

　オレたちの姿を嬉しそうに見回すハーミットちゃん。

　練習やライブ観戦に毎回付き合って色々アドバイスをくれた上に、衣装まで手作りしてくれた彼女が、一番の功労者かもしれない。

「はあ……ため息が出ちゃう。アイドルの衣装ってふわふわでヒラヒラで本当に可愛いよね」

「ハーミットちゃんも一緒に踊おどれたら良かったのにな。このドレスも、絶対一番似合ってたし」

　オレの言葉に、青の澄すんだ瞳ひとみが瞬またたかれ、表情が一いつ瞬しゆん、悲し気に曇くもる。

　しかし、すぐにいつもの明るい笑え顔がおに戻り、「ありがとう。でも壱星君には負けちゃうかな」と朗ほがらかに返された。……四聖なのに一人だけ仲間外れみたいになっちゃったもんな。

　ハーミットちゃん、本当は色んなことをいっぱい、我が慢まんしてるのかな……。

「──刻ときは来たわ」

　朔の合図に、顔を見合わせ頷き合う出演者たち。

　足を踏ふみ出したレオンが、力強く言う。

「今こそ証明しよう、『黄泉よもつ坂ざかひらりん娘』こそ至高の存在であることを──」

　こいつ、いつの間にか布教が目的になってやがる……！




『忘れないでそのトキメキ　あの日見たキラメキ　たとえ地じ獄ごくに落ちたって～♪』

　曲が始まると、笑顔全開でノリノリで踊った。

　こういうのは恥はずかしがってやる方が恥ずかしいからな。

　レオンも珍めずらしく生き生きと笑みを浮うかべている。

　リュークはどうしても緊きん張ちようからか表情が硬かたいというか真顔だが、これはこれで面おも白しろいだろう。

　二人とも、十二聖として授さずかった運動神経と身体能力を遺い憾かんなく発揮し、キレッキレのダンスを披ひ露ろうしていた。

　思いっきり滑すべったらどうしようと心配していたが、観客の反応は上々だった。

　ティンバーウルフ寮りよう生せいを中心に手て拍びよう子しとコールで盛り上げてくれて、かなりウケている。

『花火が照らした君の死相～』という歌詞に合わせて、レオンがステージの上空に小さな火花を炸さく裂れつさせると、おおっとどよめきが沸わいた。

『しゃれこうべに積もる雪～』という歌詞では、リュークが雪を降らせ、再び歓かん声せいが起こる。

　せっかくなので、魔法による演出も入れることにしたのだ。

　二人とも杖つえも魔法剣も持たずに魔術を操あやつれて、さすがである。

　オレはまだ、媒ばい体たいなしの掌てのひらだけじゃ上手に操作できないからな……魔ま術じゆつ演出が手伝えない分、ダンスと笑顔を精せい一いつ杯ぱい頑張ろう。

　客席は大いに沸いていた。

　さあ、もうすぐラスサビだ……というところで。

「！」

　隣となりで踊っていたレオンが、ガクリとバランスを崩くずした。

　先ほどリュークが出した雪が解け、できていた水たまりに足を取られたのだ。

　幸い一瞬で持ち直したが、その笑顔は強こわ張ばり、動きも明らかに硬くなった。




　観客にはバレていないかもしれないが、足をくじいた……!?




　まずい、クライマックスは全員で全力でジャンプをして最後にターンして決めポーズだ。

　くじいた足では難しいだろう。

　オレが風魔法で浮ふ遊ゆう操作できればいいのだが、杖などがない今は無理……と焦あせって舞台袖に視線を向けると、朔が杖をレオンに向けていた。

『ジャンプ！　ジャンプ！　ボーダー／ジャンプ！』

　曲に合わせて、ピョンピョンとオレやリュークと一緒に軽かろやかにジャンプするレオン。

　朔、魔術上手うまくなったな……！

　と内心感動したのも束つかの間。レオンの動きが二倍速になった。

『ジャンプ！　ジャンプ！　限界を！　ジャンプ！　ジャンプ！　偏へん見けんも！　ジャンプ！　ジャンプ！　常識を！』

　三倍速、四倍速……めっちゃガクガク上下に高速移動するレオン。

　朔が青ざめているところを見ると、また魔力が暴走しているらしい。

『ジャンプ！　ジャンプ！　三さん途ずの川も！　ジャンプ！　ジャンプ！　ボーダー／ジャーンプ！』

　ひと際きわビヨーンと跳はねたと思ったらギュルギュルギュル……とドリルのごとく激しくきりもみして、ピタッと着地。

　真っ青になりながらラストポーズを決めてみせたレオンの根こん性じようは、賞賛に値あたいするだろう。

　爆ばく笑しようと歓声と拍はく手しゆの嵐あらしを背に、舞台袖に下がる。







「ごごごごめんなさいレオン、これは不ふ可か抗こう力りよくで──」

　朔が動どう揺ようも露あらわに謝罪をする途と中ちゆうで、ふらふら～っとよろめいていたレオンは、




「おえーーっ」




　アニメだとキラキラキラ～ッと光のモザイクがかかるようなものを口から盛大に吐はき出した。その中に、なんと赤い宝石のような物体が……！




「火聖石ゲットー！」




　リュークに水魔法で洗ってもらったそれを手にして、朔と二人で喜んでいたら、「おい……！」と背後から地じ響ひびきのような唸うなり声。

「貴様らも三途の川をボーダー／ジャンプするか……？」

「わわわわ悪気はなかったのよ！　本当に！」

「そうそう、朔はお前が足をくじいたのを見てフォローしようと……！」




　──激げき怒どするレオンへのお詫わびとして、この後オレたちは『ユリリンのサイン色紙プレゼント』という企き画かくへ、応おう募ぼ葉書を千枚（！）出すことになったのだった。

　なんでオレまで……！







[image: 十一章　これ、マジで死ぬやつ……！]




〈神の月〉中ちゆう旬じゆん。魔王の復活は大おお晦日みそかのはずだが、あまりギリギリでも不測の事態に対応しきれないということで、いよいよ、地下ダンジョンに潜もぐることになった。

　ここまで剣けんも魔法もその他戦せん闘とうに活用できそうな技術や知識もすべて、可能な限り吸収して磨みがき上げてきた。朔はやっぱり魔法は苦手だけど、やるだけやったんだから、あとは本番の成功を祈いのるのみだ。




　夜の大聖堂。

　満月の光を浴びて浮かび上がる十二星座と魔ま法ほう陣じんのようなステンドグラスに見守られる中、祭さい壇だんの月の女め神がみ像の背後の床ゆかに目を凝こらすと、細長い穴のようなものがあった。

「──開かい闢びやく」

　頬ほおを紅潮させながらそう呟つぶやいた朔が、穴に神剣の刃やいばを柄つかまで深く差し込むやいなや、ゴゴゴゴゴ……と女神像の横の石の床が動き、地下へと続く階段が出現する。

「……行くか」

　みんなの顔を見回してから、まずオレが足を踏ふみ出した。続いて、リューク、ハーミットちゃん、レオンと続き、最後に朔が神剣を回収して、階段を下りてくる。

　ゴゴゴゴゴ……とまた音がして、床の入り口がゆっくりと閉まり始めたのでドキッとした。

「大だい丈じよう夫ぶよ、鞘さやを入手すれば地底に祝福の虹にじが満ち、新たな希望の扉とびらが開くわ」

「つまり、別の出口があるんだな？」

「ええ。魔法が施ほどこされた空間のため、窒ちつ息そくの危険も皆かい無む。──貴方あなたたちは不安なら外で待機していてもいいけれど……」

「協力すると約束したからな。今いま更さらそんな臆おく病びよう風かぜを吹ふかす気は毛頭ない」

「……うん。私も、見届けたい」

「わいは壱星が行くところならどこでもついていくで」

　リュークの言葉に、フンとレオンが鼻を鳴らす。

「いつも壱星壱星……壱星の金魚の糞ふんか。貴様には主体性というものがないのか」

　馬ば鹿かにしたような口調に、以前レオンから言われたことが蘇よみがえった。




　──「おまえは常つね日ひ頃ごろから、意志薄はく弱じやくで場の空気に流されやすい、事なかれ主義の点が見受けられる」




「俺は自分の意志を持たん奴やつは信用できん」

　オレも責められているような気がして胸が痛んだが、「ほ、ほっとけや……」とリュークが気け圧おされながらも反論したので驚おどろいた。

「壱星についていくってのが、わいの意志や」

「ハッ、詭き弁べんだな」

　レオンには一いつ笑しように付されたが、あの豆とう腐ふメンタルで引っ込み思案のリュークがちゃんとオレ以外の奴にも自分の意見を言うなんて……。

「ありがとな、リューク。でも、あんまり信しん頼らいしすぎないでくれ……オレだって間ま違ちがえることはいっぱいあるんだから」

「間違ったらしゃーないわ。壱星と一いつ緒しよに死ねるなら、それはそれで本ほん望もう──」

「不ふ吉きつなこと言うな！　オレは嫌いやだ！」

「時間が許すならもっと鑑かん賞しようしていたいけれど、そろそろ先を急ぎましょう」

「あはは、そうだね。カンテラは、もういらないかな……？」

　中は広い岩場の洞どう窟くつになっていたが、周囲の岩が青白い光を放ち、日にち没ぼつ直前くらいの明るさは保たれていた。

「いざとなればレオンの火魔法でも光源を確保できるよな？　ひとまずしまってていいんじゃない」

　オレの助言に、わかった、とリュックにしまおうとしたハーミットちゃんだったが、直後、その手からカンテラが滑すべり落ち、ガシャンパリンと破は壊かい音。

　覆おおいのガラス部分が割れてしまった……灯火は問題なくできそうだけど。

「ハーミット、大丈夫……!?」

「ごめん、手が滑っちゃった……失敗失敗」

　ハーミットちゃんは苦笑しながら、カンテラを麻あさ袋ぶくろに入れてからリュックにしまう。

　もしかして、緊きん張ちようしてるのかな……そりゃ恐こわいよな、何が起こるかわからない地下ダンジョンとか。

「心配は無用よ」

　朔も同じことを察したらしい、ハーミットちゃんの肩かたに手を置いて、微笑ほほえむ。

「ここの構造は単純だし、住み着いてる魔物も決して強くはない。ただ──」

　そこで視線を前に向けて、神剣を構えた。

　オレたちもハッと息をのんで、腰こしの魔法剣を抜ぬき放つ。

　バサバサという羽ばたき音とキーキーと耳みみ障ざわりな鳴き声と共に前方から現れたのは、鋭するどい牙きばを生やした獰どう猛もうな吸血蝙蝠こうもり……それが、何百匹ぴきいるのかわからないような、大群。

「数が、異常に多いの。突つっ切るわよ……ひょーん！」

　ヒュンヒュンと軽かろやかに剣を閃ひらめかせながら、特とつ攻こう隊長となって道を切り拓ひらいていく朔に続いて、オレたちも駆かけ出した。




　炎ほのおで焼き払はらい、吹雪ふぶきを浴びせ、石いし礫つぶてを食くらわせ、真空の刃を奔はしらせて──次から次へと襲おそい掛かかってくる魔物を、一いつ斉せいに屠ほふっていく。

　どれだけこの魔物のトンネルが続くのか、と気が遠くなりかけたところで、ようやく吸血蝙蝠の嵐あらしを抜け、ホッとしたのも束つかの間。

　洞窟の角を曲がるとその先では全長十メートルはありそうな、ステゴサウルスによく似たフォルムの四本足の魔物が道を塞ふさいでいた。

　ごつごつした鱗うろこに覆われた体の背中には剣山みたいなトゲがいっぱい生えていて、雄お叫たけびを上げる口の中も切れ味の良さそうなギザギザの歯がびっしり。

　ステゴサウルスは草食恐きよう竜りゆうだけど、こいつは他ほかの魔物に違たがわず肉食らしく、オレたちを視界にとらえるや、真っすぐに襲い掛かってくる。

　ヒヤッとしたが、スピードはそれほど速くなく、余よ裕ゆうでかわしながら敵の体にかまいたちをお見み舞まいしたところ、薄うす皮かわがピッと裂さける程度のダメージ。固っ！

　人間なら紙で指を切ったくらいの傷だろう。

　炎、氷、岩などもかすり傷しか負わせることができない。

　剣での攻こう撃げきはまだ有効のようだが、斬きっても斬っても敵のスタミナが半はん端ぱなく、なかなか倒れない。

「面めん倒どうだ。おい、リューク、剣術大会で俺を倒たおしたアレを使え」

「せやな」

　レオンに頷うなずくと、リュークは鋭い瞳ひとみで魔物を見み据すえながら、低音でシンプルな言こと霊だまを唱えた。




「我われは望む。──『蠱こ毒どく』」




　瞬しゆん間かん、リュークのうなじが青の光に輝かがやくと、その長い三つ編みが生き物のようにうねり、魔物に向かってビュンと伸のびる。

　鋭い針のように尖とがった毛先が鱗に覆われた体表に突き刺ささるや、魔物の巨きよ体たいが力を失ってその場にくずおれた。

「死んでる……天てん蠍かつ聖の特とく殊しゆスキルは、毒？」

「ああ。どんな毒でも生成できるで。剣術大会では麻ま痺ひ毒を使った」

　どんな毒でもって……強すぎるだろ！




　その後も続々と魔ま物ものは出現したが、四聖がいれば一いつ騎き当とう千せん、破竹の勢いで突き進み、とうとう最さい奥おう部に辿たどり着いた。

　途と中ちゆうから道がうす暗くなったと思ったら、急に天てん井じようが高くなり、大きく開けたその空間に足を踏み入れた途と端たん、とりまく空気が澄すむのを感じた。

　ちょろちょろとどこかで水の流れる音が聞こえる。

　この神聖な雰ふん囲い気き……神しん剣けんが隠かくされていた湖付近と同じだ。

　岩の隙すき間まから差し込む月の光の下に、平らな大岩があり、細長い直方体のケースが置かれている。

　これか、と駆け寄ろうとした時、隣となりにいたハーミットちゃんが不意によろめいた。

「大丈夫!?」

「ごめん……あとちょっと、なのに……」

　慌あわてて支えた処女聖の呼吸は乱れていて、額には汗あせが浮ういていた。

「実は昼から少し体調が悪くて……大丈夫だと思ったんだけど、だんだん、気分が悪くなってきちゃって……」

「無理してたのか!?　ごめん、気付かなくて」

「ううん、好こう奇き心しんに負けてついてきちゃった私が悪いの。迷めい惑わくかけて本当にごめんね……」

　カンテラを落としたのも、不調のせいだったのか。

　ハーミットちゃんは熱もあるようだった。

「早く回収してしまいましょう」

　ハーミットちゃんを横よこ抱だきにしてから、オレが視線を向けると、朔はすぐに頷いて大岩に歩み寄る。

　ケースの蓋ふたを開けると、中には精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた立派な剣けん鞘さやが入っていた。

　やった！

　朔が鞘に神剣を納めた刹せつ那な、虹にじ色いろの光が溢あふれ、洞窟一帯を包み込む。

　反射的に閉じたまぶたを次に開いた時、大岩の上に、光る魔ま法ほう陣じんが出現していた。

　この陣式は、魔導エレベーターだ。

「ひとまず、地上へ出ましょうか。みんな、魔法陣に乗ってちょうだい」

　一同が用意できたのを確かく認にんして、朔が「地上へ」と言うと、数秒後に周囲の景色が変わった。湖のそばの、森の中。

　一瞬、神剣を手にいれた天馬の丘おかかと思ったが、少し離はなれた場所に、本校舎のお城が見えた。

　あっ、前に家出したラスコーリニコフを捜さがしに来た、図書館の裏手の森か……。




「ミッション・コンプリート」

　凜りんと声を響ひびかせ、朔がスラリと鞘から剣を引き抜くと、冴さえ冴ざえと研とぎ澄まされた、優美な剣身が月光に煌きらめいた。

　息をのむほど神こう々ごうしく、視線が吸い付けられるその存在感は、確かに、神剣と呼ぶにふさわしいオーラを纏まとっている。




「神剣セレスティア、復活ね」




　そよいだ風に銀糸のような髪かみをサラサラとなびかせ、明月の下で満足げに淡あわく笑う朔も、今宵こよいはちゃんと月の女め神がみの生まれ変わりに見えた。

「──おまえたちの言うように体内から聖石が出てきた時点でもまだ、半信半疑だったが……」

　そう言いながら、レオンが差し出した手には、火聖石が握にぎられていた。

「疑って悪かったな。これはおまえに委ゆだねよう」

「感謝するわ」

「……わいのは、どうすれば渡わたせるんや？」

「私に譲ゆずりたい、と祈いのれば、外れるはずよ」

　レオンからもらった火聖石を巾きん着ちやく袋ぶくろに入れながら朔が説明すると、リュークはうなじに手を当て、水聖石を外した。

「ほんまや。じゃあ、これ」

「ありがとう」

「私、も……」

「無理しないで。寮りように戻もどってからでもいいのよ──」

　オレの腕うでの中でぐったりしていたハーミットちゃんが体を動かそうとするのを見て、朔が言った、その時。




　凄すさまじい轟ごう音おんとともに、木々の向こうに見えていた本校舎の城の最上部が、爆ばく発はつした。




　同時に、身の毛がよだつような悪お寒かんに襲われ、なんだ!?　と混乱するオレの視界に、上空から何かおぞましい黒い靄もやのようなものが降ってくるのが映った。

　それはあまりにも一瞬の出来事で、あ、と思った次の瞬間、何かが炸さく裂れつし、体がふっ飛ばされる。

「……痛いってえ……何……？」

　地面に転がされたのは、朔たちも同様で、うめき声を上げながら上体を起こす。

　視線の先には──黒い靄をまとって冷え冷えとした妖あやしい笑えみを浮かべた、ハーミットちゃんの立ち姿。
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『クク……千年ぶりの地上は気分がいい……』




　しゃがれた、禍まが々まがしい響きを帯びた低い声は、いつもの処女聖のものではなかった。

　千年ぶりってまさか……いや、間ま違ちがいない。

　対たい峙じしているだけで冷や汗が噴ふき出すような圧あつ迫ぱく感かんと息苦しさ、怖おぞ気け立だつような不ふ吉きつなオーラ……魔王が、復活したんだ。

　でも、今のオーブが砕くだけるまではまだ半月あったはずなのに……!?

『我が宿敵、憎にくき月の女神の神剣の気配を感じてのう……積年の怨おん念ねんが蘇よみがえり、膨ふくれ上がった魔力で、一気にオーブを粉ふん砕さいしてやったわ』

　神剣を原作より先に蘇らせたことが、引き金になったのか!?

「どうして……ハーミットちゃんに……？」

『「いつまで耐たえねばならないのか」「この状じよう況きように終わりはあるのか」「正体を偽いつわるのは疲つかれた」……この者の心には閉へい塞そく感かんと負の感情が渦うず巻まいており、身体からだも弱っておったからな。最も取り憑つきやすかったというわけじゃ』

　そうか……この世界ではオレと交流することで安定感を得たリュークよりも、ハーミットちゃんの方が闇やみを抱かかえていたんだ。

　魔王は朔へと視線を向け、ニタリ、と破願した。

『久しいのう、月の女神……』

「私は貴方あなたなんて知らないわ」

『転生体か……かまわぬ、儂わしは貴様に復ふく讐しゆうするために今日この日まで耐え忍しのんできたのじゃ。邪じや魔ま者ものの貴様さえ排はい除じよすれば、世界征せい服ふくなど造作もないこと。まずはたっぷりと遊んでやろう……』

　台詞せりふ回しがテンプレとかツッコんでる余よ裕ゆうはなかった。目の前のこいつからは、本能的なヤバさを感じる。

『せいぜい、絶望にあがき苦しむがよいわ！』

　魔王の手から黒い炎ほのおが噴き出し、とっさに身をひるがえす朔だが、かわし切れずに悲鳴を上げて地に倒たおれる。

「朔！　──ごめん、ハーミットちゃん」

　なんとか気絶させられるようなダメージを、と剣を構えて飛び込むが、

『笑しよう止し！』

　魔王の起こした黒い炸さく裂れつ弾だんに吹ふっ飛ばされて、木に思いっきり体を打ち付けた。

　ボキッと体の中から嫌いやな音がして、口から血の塊かたまりが吐はき出される。

　痛い、痛い！　なんだこれ、シャレにならない。

　ズキズキと突つき刺さすような痛みと、口元をぬぐった手にべたりとついた血液に、戦せん慄りつする。

　これ、マジで死ぬやつ……！




『羽虫から片付けるか』

　残ざん酷こくな笑みを浮うかべた魔王の手から無数の風の刃やいばが放たれ、動けないオレの前に、リュークが立ち塞ふさがった。

　瞬しゆん時じに構築される大きな氷の壁かべは、しかし粉砕され、真正面から攻こう撃げきを受けたリュークの全身が鮮せん血けつと共に、容よう赦しやなく深く切り刻まれる。

「くっ……ああ！」

「我われは意志する。『獅子奮迅リミツト・ブレイク』！」

　赤の光に包まれたレオンが、ゴオッと燃え盛る剣けんで斬きりかかるのを見て、魔王の手から放たれたのは、黒くよどんだ奔ほん流りゆう。

　炎がかき消されても構わずに攻せめ込むレオンと反対方向から、朔も立ち上がって神剣で斬りかかる。

　魔王は瞳ひとみを愉ゆ快かいそうに煌めかせると、腰こしの剣を抜ぬき放ち、二人の波状攻撃をまるで赤子を相手にするようにひらひらといなした。

　パワーアップしたレオンと朔を相手に……あいつ、剣まで使えるのかよ！

　魔王の刃がザクリとレオンの肩かたに食い込み、朔の腕を抉えぐる。

「我は望む。『蠱こ毒どく』！」

　リュークの三つ編みがうねり、その尖とがった毛先から、ビュンビュンビュンと何本もの針が魔王に向かって発射された。

　遠えん隔かく攻撃もできるのか、と思った直後、魔王は背後に飛び退すさり、目の前に出現させた石いし壁かべで攻撃を防いだ。

　強すぎる……！　特とく殊しゆスキルも通用しないのかよ。

　だがわずかに隙すきができた。

　オレは痛みをこらえて風の浮ふ遊ゆう魔法でレオンと朔を素す早ばやく傍そばに運び寄せると、仲間たちに囁ささやく。

「一度撤てつ退たいして、傷の手当てをしよう」

「同感だ。だが、普ふ通つうに逃にげても追いつかれるぞ」

「だから──」

　オレが考えを伝えると、みんなコクリと頷うなずいた。




『何をしようと、地聖石はここにある。〈終焉の日ラグナロク〉が使えぬおまえたちに、勝ち目はない……』

　嗜し虐ぎやく的な笑みを湛たたえながら、こちらに近付いてくる魔王の周囲に、レオンが灼しやく炎えんの壁を築いた。

『くだらぬ。こんなもの──』

　しかし魔王が消すより早く、リュークがそこにザーッと雨を降らす。

　刹せつ那な、バアンと大きな爆発が起こり、もうもうと蒸気が舞まい上がった。

「今だ！　退ひくぞ！」

　高温の熱源と多量の水が接せつ触しよくした瞬間、水の瞬間的な蒸発による体積の増大が原因で起こる水蒸気爆発。

　熱したフライパンに水すい滴てきが残ってたりするといきなりパアンッて弾はじけ飛ぶ、アレと原理は同じだ。剣術大会でレオンの炎の剣にリュークの水魔法が接した瞬間、蒸気が立ってたのを思い出し、その大規模バージョンを再現してもらった。

　これで魔王を倒せるとは思わないが、攻撃と同時に煙えん幕まくを作れるからな。







　下ろしていたリュックを背負い直し、森の中を必死に走ったが、みんな怪け我が人だ。

　そうスピードも出せず、途と中ちゆうで見つけた洞どう窟くつに逃げ込んだ。

　ハアハア、と荒あらい息を吐いていたリュークが、ずるずると壁にもたれかかるようにして倒れ込む。顔色が真っ青だった。

「リューク!?」

「傷は回復しても、流した血はすぐには戻もどらん……貧血だろう」

　思い返せば魔王が放った風の刃で全身を相当深く斬り込まれ、かなりの出血をしていた。

　辛つらそうだが、傷は治ってきているので、しばらく寝ねかせておけばリュークは大だい丈じよう夫ぶだろう。

「参ったわね……あれでまだ一つ目の封ふう印いんが解けただけ。本来の十パーセントほどの力よ……」

　傷口に魔法薬を塗ぬり込みながら、暗い眼まな差ざしで朔が言う。マジか！

　痛み止めを飲んで湿しつ布ぷ魔法薬を貼はると激痛はだいぶ楽になったが、体力の消しよう耗もうはすでに大きかった。

　一番重傷なのはレオンで、利きき手の肩にかなりの深手を負っており、魔法薬を塗って包帯を巻いても、まだ顔色が悪く、呼吸も荒いままだった。

　その時、ドーン、と地じ響ひびきがして、洞窟が揺ゆれた。




『出て来い、月の女め神がみ。いや、この森を焼き払はらう方が早いか……？』




　地鳴りのような低音が、ビリビリと辺りに響き渡わたる。




『そうだな……百数える間に現れなければ、まずはあの城を破は壊かいしよう』




　校舎を……!?

　先ほど爆ばく発はつしていた最上部は、おそらくオーブが護まもられていた場所なのだろう。

　深夜なので人は少ないだろうが、校長や教頭は本校舎に寝ね泊とまりしているらしいし、夜勤の職員や警備員もいるだろう……生きていると、いいけど。今いま頃ごろきっと大おお騒さわぎに違ちがいない。




『いやいや、待てよ。羽虫共の巣を潰つぶす方が面おも白しろいか……下等生物の悲鳴と絶望は甘美な見み世せ物ものだ』




「巣……!?　寮りようを攻撃するつもりか！　そんなことは──」

「待て！　がむしゃらに戦っても、犬死にするだけだ」

　洞窟を飛び出そうとするレオンを無理やり止めた。

「おまえはまたそうやってすぐに諦あきらめるのか！」

「事実を言ってるだけだ！　今のおまえじゃ、絶対に勝てない！」

　怒ど鳴なられてもここは譲ゆずれない。

　ひるまずにビシッと言い返すと、猛たけっていたレオンが、ぐ、と言いよどんだ。

「ではどうする？」

　すぐ傍に、魔ま王おうの邪じや悪あくな気配を感じていた。

　身動きが取れないこの状態で、もはや思いつく策は、一つしかない。

　オレは黙だまって背中のリュックからロープを取り出すと、シュルッと朔に巻き付けて、朔が呆あつ気けに取られている間に手早く体と両りよう腕うでを束ねるように縛しばり上げた。

「あいつに朔を差し出す代わりに、オレたちは見み逃のがしてもらう！」

「「!?」」

「──なんてわけにはいかないんだよな。魔王を倒たおせるのは月の女神の生まれ変わりだけなんだから、こいつだけは絶対に、生かしてここから逃がさなきゃいけない」

　少しでもお道ど化けないと、恐きよう怖ふで動けなくなってしまいそうだった。

　強こわ張ばる頬ほおを無理やり動かして笑えみを作りながら、朔の背中を押した。

　よろけて倒れ込んだ朔をレオンが受け止めるのを確かく認にんして、言葉を継つぐ。




「あいつの狙ねらいは朔だ。オレが特殊スキルで朔に変身して囮おとりになるから、おまえは朔を連れて逃げろ」




　原作と同じ、最後の手段を口にするオレに、朔が「駄だ目め！」と顔色を変えた。

「そんなの、絶対駄目！　許さない」

「先生たちと合流すれば、たぶん緊きん急きゆう事態のハウツーくらいあるだろ。とにかくここから脱だつ出しゆつしないと、このままじゃ全ぜん滅めつだ」

　右手の風聖石を外して、レオンに差し出す。

「これしか方法はない。朔を頼たのむ」

「……っ…………わかった。すまない」

　苦く渋じゆうの表情で、聖石を受け取るレオン。

「ふざけないでよ！　やめて、壱星！」

　レオンに押さえ込まれながら暴れる朔……絶対素す直なおに聞かないと思ったから、先に縛っておいたんだ。

　毅き然ぜんと話してるつもりだけど、オレだって内心はめちゃくちゃ怖こわい。

　冷や汗あせと鳥とり肌はだが止まらないし、心臓は胸を突つき破りそうなほどドクドクいってる。

　今すぐへたり込んで、泣きわめきたいくらい、怖いし、行きたくない。死にたくない。

　だけど……朔が死ぬ方が嫌いやだ。




　世界の行く末なんてただの方便で、とにかく朔にだけは生き延びて欲しかった。

　生まれる前から一いつ緒しよで、一番長く同じ時間を過ごしてきた。

　厨ちゆう二にで怠たい惰だですぐ暴走して、妄もう想そうにばかり耽ふけってる能天気で残念な変態だけど、オレは朔が笑うと嬉うれしくて、朔が泣いてると苦しい。




　──「私は壱星と一緒なら、無敵なの」




　オレも同じなんだ。

　無敵、なんて言い切れるほど強くないけど、朔がいれば、どんな時もオレはオレでいられる。

　異世界転生なんてとんでもない状じよう況きようになってもここまで元気でやってこられたのは、朔が一緒だったからだ。

　独りだけ残されるなんて、耐たえられない。

　……これもきっと、朔も同じだろうけど。

　涙なみだでぐちょぐちょになった最愛の双ふた子ごの頬を両手で包んで、おそろいの色の瞳ひとみを真っすぐに見つめながら、告げた。




「ごめんな。でも、おまえなら大丈夫だ。なんだってできるよ」




　妄想だけでこんなとんでもない世界創つくっちゃうくらいなんだから。




「朔は、生きてくれ」

「……っ……！！！」




　嗚お咽えつで言葉にならない声を上げる朔に背を向けて、『合わせ鏡ドツペルゲンガー』を唱えると、後は振ふり返らずに洞窟を飛び出した。







　最近覚えたばかりの、風を体に纏まとって素す早ばやさを上げる魔法を唱えると、声を張り上げる。

「魔王！　私はここよ！」

　ドン、と大たい砲ほうみたいな黒い魔力の塊かたまりが飛んできたのを、すんでのところでかわして、視線を向けると、ハーミットちゃんの姿をした魔王が冷れい酷こくな笑みを浮うかべて歩み寄ってきた。

　オレは校舎と反対方向に向かって、一目散に走り出す。

『ほう……兎うさぎ狩がりもまた、一興』

『合わせ鏡ドツペルゲンガー』は変身対象の身体能力や特とく徴ちようを完全にコピーできる。

　朔の敏びん捷しよう力を風魔法でブラッシュアップして回かい避ひに専念すれば、しばらくは持つはずだ。




　次々と繰くり出される攻こう撃げきを跳とんだり屈かがんだり転がったりして避よけながら、魔王を誘ゆう導どうした。

　人ひと気けのないところを目指して、オレが辿たどり着いたのは────円形闘とう技ぎ場。

　全速力のマラソンに、息が乱れ、喉のどはカラカラ。胸が苦しい。

　足もふらついて、そろそろ限界だ。

『ちょこまかと、鬱うつ陶とうしい……いい加減、飽あきてきたな』

　アリーナまで来たところで、襲おそい掛かかった黒い炎ほのおを避けきれず、左腕を焼かれた。

「あああっ」

　思わず叫さけび声を上げて、前かがみになりつつも、オレは足を止め、ぐっと顔を上げた。

「ハーミット！　目を覚まして！　本当はこんなこと、したくないんでしょう!?」

『無む駄だじゃ。この娘むすめは心身ともに、儂わしが支配した』

「ハーミット！　私も貴方あなたを傷つけたくないの！」

『五う月る蠅さい』

　放たれた黒い風ふう刃じんが、体のあちこちを切り裂さく。

　激痛に呻うめきながら膝ひざをついた直後、ドクン、と全身が脈動する感覚。なんだ……!?

『……貴様……偽にせ者ものだったか……！』

　魔王に苦々し気に言われて、『合わせ鏡』が解けたのだと気付いた。ダメージを喰くらいすぎたからだろうか。

　幸い、もう、朔たちは校舎に辿り着いたころのはずだ。あと、オレにできることは──

「ハーミットちゃんの寂さびしさや辛つらさに気付いてあげられなくてごめんな……もしかしてって思った時、ちゃんと聞いてみればよかった。ちゃんと話せていたら、少しは楽になれてたかもしれないのに……」

　魔王の中にいるはずの彼女に向けて、必死に言葉を継いだ。

「刺し客かくの襲しゆう撃げきを避さけるために、身を隠かくしてたのかな……でもさ、四聖や朔がいたら、大だい丈じよう夫ぶだよ。どんな刺客が襲ってきても、絶対オレが護まもるから。もうこそこそしなくていいよ……」

　血と汗と泥どろにまみれてボロボロなのに、説得力ないかな。

　でも、届いてほしかった。

「君は一人じゃない！」

『……黙だまれ。よくも儂を騙だましてくれたな……!?』

　魔ま王おうが接近してきたと思ったら、ガッと顎あごをつかんで強ごう引いんに立ち上がらされた。

　しかし、一いつ瞬しゆん、氷のような眼まな差ざしが潜ひそめられ、「壱星……君……」とかすかな声が漏もれる。

　ハーミットちゃん!?

『なっ……なんじゃ、今のは……』

　動どう揺ようしたように瞳を揺ゆらす魔王。

　ハーミットちゃんはまだ、完全に憑ひよう依いされたわけじゃない！

　すぐ目前、開いた襟えりの鎖さ骨こつ部分に、黒い染しみでよどんだ緑の聖石がはまっているのが見えた。

　処女聖の地聖石も、邪じや気きに染まっている……あれを清めることができれば──。




　──「ユニコーンの角には、毒に汚よごされた水を中和するなど、邪気を清める効果があり──」




　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、いつかの〈神しん獣じゆう魔物学〉で習った知識。

「『合わせ鏡ドツペルゲンガー』！」

　とっさにペガコーンに変身し、ハッと息をのむ魔王の鎖骨の地聖石目指して、一か八ばちか、角を突き立てた。

『うわああああああ』

　ジュウウウッと何かが焦こげるような大きな音がして、ガクリとくずおれる魔王。

「…………壱星、君……」

　かと思うと、額に汗を浮かべ、苦し気に顔をしかめながら、ハーミットちゃんが途と切ぎれ途切れにオレの名前を呼んだ。

「ハーミットちゃん！　戻もどったのか！」

　オレも自分の姿に戻って彼女に合わせて屈みこんだが、処女聖はふるふると首を振った。

「まだ……中に、いる……駄だ目め、またすぐ……あいつが……っ……」

「そんな……！」

「壱星君、これ、朔ちゃんに……！」

　ハアハアと息を漏らしながら、ハーミットちゃんは澄すんだ輝かがやきを取り戻した地聖石をオレの手に握にぎらせる。

「魔王、封ふう印いん、して……」

「わかった！」

　新しいオーブに封印できれば、彼女も助かるかもしれない！

　そう思って駆かけ出した直後、背後から殺気を感じ、反射的に横に転がるが、爆ばく風ふうに吹ふき飛ばされて、アリーナ場外の壁かべに強したたかに体を打ち付けた。

「…………！」

　オレがさっきまでいたアリーナの床ゆかから観客席までは、大きくえぐられて穴が開いていた。

『遊び過ぎたな……』

　再びハーミットちゃんの体を乗っ取った魔王が、どこまでも凍こごえた瞳でオレを見み据すえる。

『これで、終わりだ──』

　魔王から黒い炎が渦うず巻まく巨きよ大だいな塊が、地面に伏ふせったままのオレに向かって放たれる。

　もう、動けない。

　助けてあげられなくてごめん、ハーミットちゃん。でもきっと、朔が──。

　覚かく悟ごを決めたその時。




「させない──！」




　銀色の長い髪かみを揺らして、朔が目の前に飛び出してきた。

　なんでここに!?　馬ば鹿か、逃にげろ──

　黒い塊が朔に触ふれるその瞬間。

　白い光が朔を中心に炸さく裂れつし、黒い塊が消しよう滅めつした。




『月は無慈悲なイノセント夜の女王・ゼロ』……！




　光を浴びた魔王は凍こおり付いたように硬こう直ちよくしている。チャンスは今しかない！

「朔、これを──！」

　オレの差し出した地聖石を受け取った朔は、しかしすぐに、その場にへたり込んでしまう。

　手に持っていた巾きん着ちやくから、バラバラと聖石が地面に零こぼれ落ちた。

「壱星……ち、力が……入らない……っ」

　朔の顔は貧血のように真っ青で、肩かたで息をしていた。

　……この時点ではまだ使えないはずのスキルを無理やり覚かく醒せいさせたから、本来以上に消しよう耗もうが激しいのか……!?




「頑がん張ばれ、朔……」

　最後の力を振ふり絞しぼって、必死に上体を起こす。

「オレも……一いつ緒しよに、唱えるから」

　ゼエゼエ言いながら、だらりと下がった朔の、神しん剣けんを持った手に、自分の手を重ねる。

「やれる、だろ……？」

　目で笑いかけると、朔も青白い顔のまま、呼吸を乱しつつも「……勿もち論ろん」と微笑ほほえんだ。

「言ったでしょ……私は壱星と一緒、なら…………！」

　重い神剣を二人で持ち上げて、真っすぐに魔王へと向ける。

　声をそろえて、必殺の呪じゆ文もんを口にした。




「「『終焉の日ラグナロク』」」




　刹せつ那な、四つの聖石が光を放ちながら上空に飛ひ翔しようしたかと思うと、立ち尽つくす魔王の四方を囲む結界を形成し、巨大な十じゆう字じ架かの光柱が立ち上った。




『ぎゃあああああああああああ』




　響ひびき渡わたる、断末魔。




　やがて、光柱がすうっと集束して消滅すると、そこには、地面に横たわった処女聖と、上部に十字架がついた美しい球体が残されていた。




「……やったか……!?」

　オレが呟つぶやくと、朔が「壱星！」と眉まゆを吊つり上げる。

「不ふ吉きつなフラグ立てないで！」

　確かに、「やったか……!?」の台詞せりふが出た時は大たい抵ていやってない!!

「──まあ、オーブが完成しているということは、問題ないはずよ」

　やってた……。

　ホッと胸を撫なで下ろしていたら、不意に朔がギュッと抱だき着いてきた。

「……よかった……！」

「ああ……」

　オレも馴な染じんだ温ぬくもりをぎゅうっと抱き締しめ返す。

　ようやく、生の実感と喜びが沸ふつ々ふつとわき起こってきた。

　助かったんだ。朔も、オレも……そうだ、ハーミットちゃんは!?

　その時、かすかな声が聞こえてきた。

「壱星君……朔ちゃん……」
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「ハーミット、体調はどう!?」

　目を開いたハーミットちゃんは、ゆっくりと上体を起こして「大だい丈じよう夫ぶ」と微笑む。

　疲つかれは見えるが、憑つき物が落ちたようにサッパリしていた。

　よかった、と安あん堵どした直後、すぐ隣となりで華きや奢しやな体がふっと力を失ったようにくずおれる。

「朔!?」

　オレの膝ひざの上で、朔はすかーっと気持ちよさそうな寝ね息いきを立てていた。

　……そういえば、『月は無慈悲なイノセント夜の女王・ゼロ』を使った後は意識を失うんだっけ……。

「壱星、無事か……!?」

　向こうから駆け寄ってくるリュークに手を振り返してから、朔の寝顔を見下ろして、ため息交じりに言葉をかけた。




「お疲れ様……救世主」
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　ハーミットちゃんの『乙女のアメージング・祈りグレイス』で怪け我がを治してもらってから、校舎へと戻る途と中ちゆう、こちらへと向かってきていた校長を始めとする教師陣じんと合流した。

　朔へ投降を呼びかける魔ま王おうの声は敷しき地ち内に響いており、事情はあらかた伝わっていたようだ。

　魔王を再さい封ふう印いんした旨むねと共に新しいオーブを渡すと、みんなの表情が一いつ斉せいに絶望から安堵と歓かん喜きへと変わり、大いにねぎらわれた。

　校舎では怪我人が二十数名出たそうだが、奇き跡せき的に死者は出なかったらしい。

　本当に、無事に済んでよかった……。

　その晩はゆっくり休んで、詳くわしい話は明日聞かせてと言われ、寮りように帰って爆ばく睡すい。

　オレが目を覚ましたのは、翌日の午後二時半を回った頃ころだった。




　トントン、とノック音が聞こえて、返事をする前にドアが開く。

「壱星、あ、起きたわね。よかった。朝あさ餉げを摂とりに行きましょう」

　朔もちょうどさっき起きたばかりらしい。

　寮食堂へ赴おもむくと、時間帯のせいか人ひと気けはまばらだったが、リューク、ハーミットちゃん、レオンがそろって食事を摂っていた。レオンもハーミットちゃんに治ち癒ゆしてもらったみたいだな。

「そういえば、朔はどうして闘とう技ぎ場に来られたんだ？　縛しばってレオンに任せてたのに……」

　カウンターで食事を購こう入にゆうしながら朔に尋たずねる。

「壱星たちが離はなれていくのを待ってから、レオンは私とリュークを抱かかえて本校舎へ移動を始めたわ……私が焦しよう燥そうに駆かられながら唯ゆい一いつ自由に動かせる手首でポケットを漁あさったところ、中にこれが入っていた」

　そう言って朔が取り出したのは──ファッションコンテストでもらった魔法の懐かい中ちゆう時計。

「私はこれを鳴らして、リュークを覚醒させた。このままでは壱星が死んでしまうと聞いたリュークは、レオンを『蠱こ毒どく』で痺しびれさせ、私の拘こう束そくを解いてくれたの」

　そして、ドンパチやってる音を頼たよりに後を追ってきたってわけか……。




「壱星、おはよう」

「おはよう、リューク、ハーミットちゃん、レオン」

　四聖の集つどう席に着くと、斜ななめ前のレオンから、バツの悪そうな表情で「悪かったな」と謝まられた。

「何が？」

「朔を託たくされたのに、行かせてしまった」

「おかげでオレは生き延びて、魔王を再封印できたんだから、結果オーライの花丸だろ」

「……もう一つ、ある。以前、おまえを流されやすいなどと、軟なん弱じやく者もの呼ばわりしたことがあっただろう」

　ああ……わりとグサッときたやつだな。

「俺の思い違ちがいだった。謝罪させてくれ」

　一度頭を深く下げてから、強い光を宿す紅の双そう眸ぼうを和なごませ、向けられたのは真っすぐな賞賛。

「おまえは、骨のある男だ」

「…………どうも」

　くすぐったくて口ごもったオレの隣で、朔とリュークが「当然ね」「気付くのが遅おそいっちゅーねん」と胸を反らしていた。なんでおまえらが得意げなんだ。

「壱星君、前に『自分の核かくがない』『薄うすっぺらい』とか言ってたけど、全然そんなことなかったよね」

　正面に座るハーミットちゃんが、頬ほおをほころばせて、言う。

　中ちゆう途と半はん端ぱなオレは脇わき役やくにしかなれないと思ってたけど……。




「本当にありがとう。壱星君は、私と世界を救ってくれたヒーローだよ」




　輝かがやくような純真な笑え顔がおでそんなことを告げられて、カーッと頬が熱くなった。

　同時に胸がキュンッと苦しくなって……え、なんだこれ、心臓がめっちゃドキドキいってる。

　オレ……もしかして、ハーミットちゃんのこと、好きになっちゃった……!?

「あのね、壱星君、一つお願いがあるんだけど……」

「う、うん、何？」

「私のこと、ちゃん付けじゃなくて、呼び捨てにして欲しいな」

　呼び捨て!?

「ハ、ハーミット……？」

「うん！　ありがとう」

　眩まぶしい笑みとともに無む邪じや気きにお礼を言われて、オレの鼓こ動どうはもう大暴れである。

　ヤバいヤバいヤバい、ハーミット、可愛かわいすぎる……！
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　当の本人は、初はつ恋こいを自覚してあたふたするオレの内心に気付いた様子はなく、視線を一同に巡めぐらせると、表情を引き締めた。

「みんなに話したいことがあるんだけど、これから話すことは、内密にしてもらえるかな？」

　それぞれが頷うなずくのを確かく認にんしてから、ハーミットは声のトーンを落として話し出す。

「──私の本名は、ユージイン＝バルゴ＝ライスフェルト。ライスフェルト国現国王の第四子で、ハーミットは偽ぎ名めいなんだ。うちの国は王位継けい承しよう権争いが代々激しくて、私がそれに巻き込まれることを嫌きらったお母様は、私が処女聖だということを誕生直後から秘密にしていた……私が処女聖だと知ると、父が私を王位継承権第一位に指名する可能性が高かったから」

　十二聖の権けん威いって、ハーミットの国だとそんなに高いのか。

「では国の者も誰だれもハーミット、もといユージインが処女聖ということは知らないというわけか」

　名前を言い直すレオンに、「ハーミットのままにして」と微笑ほほえんでから、処女聖は頷く。

「うん。それにもかかわらず、子どもの頃から何度も命を狙ねらわれてきたし、二人の兄は、命を落とした。現在、私は王位継承権第二位……」

　か、過か酷こく！

「どのみち命を狙われるなら、もう処女聖って明かしてもいいんじゃないか？」

「現在一位の兄様はとても立派な人で、王にふさわしい度量をもっている。私は王座に興味がないから、兄様が王位に就つく日まで、明かすつもりはないんだ。だけど、刺し客かくの攻こう撃げきはどんどん激しくなっていって……そんな中、リヒトシュトラールで使命を果たす歳としになったのもあって、私はこの国に亡命して、学園に入学することにした。学園長は全部事情を知ってるよ。十二聖として注目を浴びると、祖国に私がここにいるとバレて、また刺客がやってくるかもしれない……だから、ここでも処女聖ということは秘密にして、公おおやけの場には出ないようにしてたんだ」

　なるほど……。

「ここでの生活は本当に楽しかった。こんなに羽を伸のばして過ごせるのは初めてで、すごく幸せだったんだけど……どんどん、欲が出ちゃって。『堂々と日の当たる場所に出たい』『私もみんなと一いつ緒しよに思い出を作りたい』『いつまで刺客に怯おびえる日が続くんだ』って、ネガティブになっちゃってたから、そこを魔王に付け込まれたみたい。自分が情けないよ……巻き込んじゃって、本当にごめんなさい」

「情けなくなんてないわ。そんなこと、自然な欲求よ」

「そうだぜ。それに、巻き込んでくれて構わないって。同じ四聖の仲間なんだから！」

「ハーミットも、苦労してたんやな……」

「刺客なぞ、俺たちが撃退してやるから心配無用だ」

　オレたちの言葉に、ハーミットは「ありがとう」と嬉うれしそうに微笑んだ。

「……それから、あと一つ、みんなに話さなきゃいけないことがあってね……」

「うん、何？」




「実は僕……男なんだ」




「「「「……………………え？」」」」

「亡命するにあたって、性別も変えていた方が、刺客の目を誤ご魔ま化かせると思って」

「………………男？」

「うん」

「「「「………………！」」」」




　パリ──ン、とオレの中の儚はかない何かが粉々に砕くだける音がした。




「な、なるほど……無理に女装までして、それはさぞかしストレスだったことだろう」

「ううん、女の子の恰かつ好こうをするのはすっごく楽しくて、むしろハマっちゃったから、そこは全然ストレスじゃないんだ。もともと可愛いものは大好きだし」

　レオンの言葉に、ふるふると首を振ふるハーミット。

「女顔って言われてたけど、まさかこんなに似合うとは自分でも思わなかったよ。テンション上がって新しい洋服たくさん作っちゃった。正直一生この姿でもいいくらいだけど、みんなを騙だましてると思うと苦しくて……はあ、話せてスッキリした～」

　さっぱりした顔で笑うハーミットは、男だと判明してもなお、綺き麗れいで、可愛くて。

　淡あわい初恋があっという間に砕け散ったオレは、ただただ放心状態に陥おちいっていた──。




　　　　[image: くぎり]




「リュークが関西弁になって、レオンがドルオタになって、ハーミットは性別が変わったと思いきや……ふふふ、性別はそのままで、まさか男の娘こになっていたなんて……！」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのオレを引きずって自室に戻もどり、ベッドに腰こし掛かけながらそう言う朔は、なぜかやたらとご機き嫌げんだった。

「詐さ欺ぎだ……可愛すぎるだろあんなの……わかるわけねーよ……」

　その隣となりで枕まくらに顔を伏ふせながら、未いまだショックが抜ぬけないオレ。

「本当に可愛いわよね。男の娘……イイ！」

「傷心の弟を横目に新たな性せい癖へきの扉とびらを開いてるんじゃねー！」

　グッと握にぎりこぶしを作る朔に全力でツッコんでから、はあ～っと大きくため息。

「そういえば、この世界のキャラがやたら濃こくなってたり、世界観にツッコミどころが増えてる理由を考えたんだけどさ……」

　気を紛まぎらわすために話を切りだしたオレに、「興味深いわね」と相あい槌づちを打つ朔。

「オレたちが交通事故に遭あった時、『おはよう星ほし占うらない』のラッキーアイテムが『愛読書』だっただろ？　あれ、朔は何を持って行ったんだ？」

「それは当然、『アスタリスク・ラグナロク─救星乙女おとめ運命録─』よ」

「やっぱりか……」

　自分の書いた本が愛読書って！　と思わないでもないが、今はスルーして話を進めることにする。

「オレは『ギャグ魂だま！　イッカク君』だっただろ。つまりこの世界は──」

「なるほど、二つの護符アミユレツトが混ざり合って出来上がった世界……!?」

「ああ。朔の厨ちゆう二に小説に、オレのギャグマンガの要素が振りまかれたせいで、こんな風になったのかもな」

　真相を確かめるすべはないけれど、そう考えると一応、辻つじ褄つまは合うかなと。

「……私たちが記き憶おくを保持したまま二人で転生することが叶かなったのも、護符ラツキーアイテムが作用した御お陰かげかしらね……」

『おはよう星占い』……オレはテレビ局のスタッフが適当に作ってるだけかと思ってたけど、実はとんでもないコーナーだったのかもしれない……。




「まー色々大変だったけど、これからはやっと心安らかに平和な学園生活を送れるな……って、あれ、この鞘さや、なんか新しい模様がついてないか？」

　朔がベッドの横に立てかけていた神しん剣けんの鞘をよく見ると、双ふた子ご、乙女、獅し子し、蠍さそりの星座のマークが浮うかび上がっていた。昨日はなかった気がしたけど……？

「ええ、実は神剣は十二聖の聖石の力を取り込むたびに、パワーアップするのよ。『終焉の日ラグナロク』を使用した際、自動的に聖石の力が吸収されて、その証あかしとして、印が浮き出ているのね」

「ふーん。でも魔ま王おうは倒たおしたし、パワーアップさせる意味とか、もうないよな」

「……………………」

「なぜ黙だまる」

　スッと視線をそらし、沈ちん黙もくした朔に、嫌いやな予感が急速に膨ふくれ上がる。

「朔！」

「……いいわ。今こそ世界の秘密を明かしましょう」

　厨二病の双子の姉は、覚かく悟ごを決めた瞳ひとみでこちらを振り返り、厳おごそかな口調で告げた。




「実はこの世界にはまだ大魔王が──」

「おいやめろ」











〈終？〉










あとがき









　こんにちは、藤と並なみみなとです。久々のファンタジーものです。

　双ふた子ごの男女が厨二妄もう想そうから生まれた異世界に転生するお話ですが、私も中高時代はバリバリに厨二ファンタジー妄想に励はげんでいました。創造神と破は壊かい神とか光と闇やみがどうとかいうオリジナル異世界の創世神話をパソコンに打ち込んでわざわざプリントアウトしたものをホッチキスで綴とじて、（ふふ、聖書だ……）と悦えつに入いっていたら、その小冊子を親に読まれて「変な宗教にハマったか」と心配された黒歴史もあります。そういうお年とし頃ごろだから仕方ないね！　……未だにやってることはたいして変わってない気もしますが。




　執しつ筆ぴつ中の思い出。朝から一日中机に向かっていても原げん稿こうが一行も進まなくて（なんなら減ってる）、もう私は駄だ目めだ……とどん底だったその日、ハマってるソシャゲの一周年記念ガチャが夕方から始まったので[image: 100]連を引いてみたら、確率[image: 1.7]％のＳＳＲが７枚出た。記念ガチャだからもともと２枚は確定だったけど、サブ垢あかの方でも[image: 100]引いてみたら、そちらもまさかのＳＳＲ７枚ゲット……これは難所を越こえて本が出れば特大ヒットになるというお告げでは!?　と大いに奮起したのでした。14枚のＳＳＲに支えられた「双子転生」の未来はいかに……!?

　──なんて戯たわ言ごとはともかく（話は本当にあったことですが）、この作品の未来は何より読者さんの反はん響きようにかかってます。どうか楽しんでいただけますように！　お手紙をくださった方には極力お返事書きますので、お気軽に感想等いただけると嬉うれしいです。




　イラストのゆのひと様、最初のラフをいただいた時点で可愛かわいすぎて即そくスマホの待ち受けにしました。どのキャラも本当に魅み力りよく的に描かいてくださって感激です！

　担当の白しら浜はま様、こんなにも作家や作品と誠実に向き合ってくださる編集さんに出会えて幸運だなと、改めてしみじみ、感じることでした。

　その他、デザイナー様、校正様、印刷所様、営業様、書店員様……この作品の関係者の皆みな様さまに、心から感謝申し上げます。

　たくさん相談に乗ってくれた家族、ずっと応おう援えんしてくれてる友人、親しん戚せきもありがとう。

　そして、今読んでくださっているあなたに、最大級の感謝を。

　それではまた、お会いできることを願って。





藤並みなと　　


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「…………い、今から本気出すわ」







「どうやら厳しい戦いになりそうね……でも絶望なんて、している暇はないわ」

『ボーダー／ジャンプ』発表会が終わって間もない、神かみの月上旬の某日。オレと並んで本校舎の廊下の掲示板を見上げていた朔さくは、青ざめつつも決意のこもった瞳でグッと拳こぶしを握った。

　そこに掲示されているのは、一週間後に行われる期末筆記試験の日程と範囲。

「私は独りじゃないんだから……！　そうでしょう、壱いっ星せい？」

　フッと不敵に微笑まれたけど。

「つまり今回もオレのノートを当てにしてると。いい加減にしろよ、ほんと進歩がないな！」

　中学時代、テストの度に出題されそうな範囲をまとめた必勝ノートをオレが作り、つきっきりで試験勉強することで、ギリギリ及第点をクリアしてきた朔だった。

「面目の次第もないわ……ハッ、でもちょっと待って」

　両手を合わせて拝んできたと思えば、不意にキラリと目を輝かせる朔。

「今のあなたには『合わせ鏡ドッペルゲンガー』がある……折角授かった特殊スキル、日常生活でも有効に活用できないかしら」

「はあ？　まさか朔に変身して代わりにテストを受けろって？　同じクラスだから無理だろ」

「クッ……ならばこんな策はどうかしら？　教師に変身して職員室に潜入し、事前に機密情報しけんようしを入手──」

「不正は感心しないぞ、朔＝エクリプス＝ミッドナイト」

　不意に背後から響いた声に、びくりと朔が肩を揺らす。

　振り返ると、腕組みしたレオンが仏頂面でオレたちを見下ろしていた。

「盗難は犯罪行為だ。誇り高きティンバーウルフ寮から犯罪者を出すなんて言語道断。もし本気で言っているのなら、俺が寮長として、今すぐ貴様の退学処分を学校に進言してやるところだが……」

「冗句ジョークよ、冗句。当然でしょう」

　頬を強張らせながら、慌てて否定する朔。どうだかな……。

「レオンは筆記試験って得意なのか？」

　オレの質問に、レオンは胸を張って答えた。

「俺ほど幾多の死線を潜り抜けてきた男はそうそういないだろう」

「すなわち毎回赤点スレスレ、と。威張って言うことじゃないだろ！」

「あんなものは追試を免まぬがれさえすれば良いのだ。俺は常に危険ゾーンを見極め、限界ラインの一歩手前で勝利をもぎ取ることを目的として挑んでいる。このスリル、貴様にわかるか？」

「いやドヤられても」

　どっと脱力したオレだけど、隣で朔は「流石だわ……！」と感じ入ったように呟いた。

「今後、師匠マスターと呼ばせてもらうわ。是非、その鋭いヤマカンで次の試験の必出範囲を予言してちょうだい」

「ハッ、一年の頃の学習内容などすべて忘却の彼方よ」

　だから全然誇れないことをなぜそんな偉そうに言う。

「じゃあ、一年時のテスト用紙をとってたりしないか？」

「俺は過去は振り返らない主義でな。とっくに廃棄済みだ」

　せいぜいあがいてみることだな、と言い残し、レオンは颯さっ爽そうと去っていった。

「前言撤回。あの役立たず……月の女神を支え戦う十二聖の風上にも置けないわ」

「掌返しが酷い。まー、ぼやいてたって仕方ないし、さっさと対策始めようぜ」




　　　　☆★☆




　やはり少しの事にも先せん達だつはあらまほしき事なり、というわけで、まずはリュークから過去問をもらって、出題の傾向を調べる。

「アホをさらすことになって、面目ないんやけど……」

　そんな言葉とともに見せてもらったリュークのテストの点数は、これまた間一髪セーフ、という感じ。協力に感謝しつつも、十二聖って脳筋ばっかか？　と思ったけど、よく見るとリュークの場合、答えは合ってるのに解答欄をずらして書いてしまっていたり、漢字（グリュー文字？）の点をつけ忘れていたり、名前を書き忘れたりと、ケアレスミスが重なっての低得点だった。

　ドジっ子か！

「──よし、ノートの出そうなところに線を引いておいたから、そこを重点的に覚えろ。その後、印をつけた問題を解くこと」

「任務、了解」

　放課後、図書館の学習スペースで朔とリュークと勉強会をしていたら、

「壱星君は、面倒見がいいね」

　澄んだ声に振り向くと、ハーミットちゃんが天使の微笑みを浮かべていた。

「私も一緒に、いいかな？」

「もちろん」

　自然と浮き立つ気持ちを隠しつつ頷いてから（※作者注：この時点ではまだ事実を知りません）、ふと、向かいに座るリュークのペンが止まっていることに気付く。

「あれ、リューク、もしかしてその問題、詰まってる？」

「ああ。どこから手えつけたらいいか、さっぱりや……わい、アホやから……」

「手首に当てた刃をしまえ！　そういう問題は、この公式を使ったらすぐだぜ……ほら」

「……ほんまや！」

「えっ、壱星君、二年生の算術、解けちゃうの？」

　二人にビックリされたけど、新しく覚えることばかりのこの世界でも算術と幾何学は現代日本の教育の方が遥かに進んでいて、リュークのやってる問題も中二数学レベルだから解けて当たり前なのだ。たぶん朔も解ける、はず。たぶん。

「ええと、実家でもう習ってたところだったから……」

「すごい。じゃあ、私も教えてもらっていい？　少しつまずいてるところがあって……」

「いいよ、どこ？　ああ、これはまずａを代入して──」

「……ふんふん……あ、そういうことか～。すごく分かりやすい。壱星君、ありがとう！」

　キラキラキラ～っと光が周囲に舞うような笑顔でお礼を言われて、頬が熱くなった。

　ほんと可愛いな、この子……。（※作者注：この時点ではまだ以下略）

「──って朔、起きろ！」

　目を離した隙に朔がよだれを垂らしてうつらうつらしていたので、すかさず懐中時計の覚醒魔法を発動する。ビクッと体を揺らして目を開く朔。うーん、便利。

「気合い入れろよ。魔法理論とか魔法薬学とか、神獣魔物学も、好きそうなのに」

「教養科目よりはずっと興味あるけれど、座学となるとどうしても強力な睡魔が……そもそも、知識の類は習得する必要性を感じないのよね……」

「かなり実践的だろ、この世界じゃ」




「だって壱星が覚えているなら、私が知らなくてもいいじゃない」




　……さも当然のように言い切られて。

　一瞬言葉に詰まってから、オレは、苦笑しながら答えた。

「あのな……どんな時も絶対一緒にいられるわけじゃないんだから」

　そもそも何が起こるかわからない異世界生活。

　もちろん魔王は復活前にしっかり封印するとしても、だ。

　本当にピンチに陥おちいった時、別行動をとることで片方だけでも助かる道があるなら、その選択をするしかないだろう……って重くなるから、ここまでは言わないけど。

「…………」

　不満そうに口をとがらせる朔に、「少なくとも」と真顔で告げる。

「留年したら、学年は離れ離れだな」

「…………い、今から本気出すわ」




　　　　☆★☆




　奮ふん闘とうの甲か斐いあって、朔は無事赤点を回避。やれやれ、ホッとした……。

　成績優秀者が十位まで貼りだされるというので見に行ったら、オレは二位だった。

　意外と良かったと思ったけど、一位はなんと──ハーミットちゃん。

「今回のテストは、私も家庭教師に教えてもらってたところが多かったから。算術は苦手だったんだけど、壱星君が教えてくれたから克服できたよ。ありがとう」

　さすが王族、英才教育を受けていたらしい。

　感心しつつも、ちょっと悔しくて、こっそりリベンジを誓うオレだった。

　次は負けないぞ……！



















双ふた子ご転てん生せい




厨ちゆう二にな姉あねが創つくった異い世せ界かいで、オレはまさかの死し亡ぼうエンド!?




【電でん子し特とく典てん付つき】
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